









































これはゾンビですか？ 19




はい、お前じゃねぇよ！








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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第一話「って俺のＴシャツっ！　なんで勝手に売ってんだよ！」

第二話「ハレンチ・スライムってなんすか？」

第三話「裸になってでも手に入れたいモノなんだよ！」

第四話「ブーストっ！　いっけええええええええっ！」

第五話「ああ、コンドル先生からブラは取り戻せなかったけどな」

第六話「カレー」

第七話「すまなかったな。ユー。心配を掛けて」







　あとがき




















　俺がゾンビになって三ヶ月ほど経たった八月三十一日。

　夏休みの最終日に学校のグラウンドの隅すみで、少年合唱団よりも元気にハキハキと歌声を上げる蟬せみたちの大合唱をＢＧＭに、サンサンと照りつける太陽の下、俺は木こ陰かげでひっそりと死んでいた。

　グラウンドではあるが、俺の服装は体操着でも制服でもない。

　今日は、フリーマーケットに参加している。

　と言っても、俺が参加した訳ではない。俺はこう見えて死んでいる存在、『ゾンビ』だから、夜じゃないと生き生き出来ないんだ。

　どこのゾンビが好きこのんで、こんな炎えん天てん下かにやるようなイベントに参加するんだよ。

　今、グラウンドではビニールシートやゴザを敷しいた上で、老ろう若にやく男なん女によのご近所さんがワイワイと談だん笑しようしながら出店の用意をしている。

　俺はただ、それを木陰から眺ながめているだけ。今日はこのまま、ここで体育座りを極きわめようかな。と思っていたとき、一人の女性がやってきた。

「歩あゆむ、あなたも手伝ってはどうですか？　この甲か斐い性しよう無し」

　襟えり口ぐちの開いた、胸むな元もとが見えそうなシャツにデニムパンツ姿の女性が、俺を冷ややかな目で見下ろしていた。

　長い黒くろ髪かみをポニーテールに結ゆい、すらりとした長身と、思わず目を奪うばう豊満な胸を持つ彼女は、まるでモデルのようだ。

　名前は『セラフィム』。日本のどこかにあるという忍にん者じやの里からやってきた『吸血忍者』様だ。とある事情から、俺の家に居い候そうろうしているのだが、毎日のように冷たい視線と罵ば声せいを浴びせてくる。

「手伝ってやりたいとは思ってるがな、俺は日光が嫌きらいなんだよ」

「相変わらず気持ち悪いですね。やむを得ません、ここに出店しましょうか」

「こんなところに？　勝手に場ば所しよ替がえして、なんか言われたりしないかね」

「問題無いでしょう。この企き画かくの実行委員とは旧知の仲ですし、スペースが足りないぐらいでしたから」

「まあ、ここだったら店番も手伝ってやれるから、俺としては助かるが」

「では、荷物をこちらへ持ってきますね。任せましたよ。歩」

「へ？　なんだか俺一人でやれと聞こえる言い方だな」

「ええ、そう言ってるのです」

「お前もやれよ！　誰だれの店だよっ！　俺のやる気の無さが見えないのかよ！」

「暑苦しい唾つばを飛ばさないで下さい、気持ち悪い。私は──ハルナの方を手伝う約束をしているのです」

「ハルナ……あいつ、一いつ緒しよにやる訳じゃないんだ」

　セラは忍者らしく、木の葉のざわめきだけを残して消えた。

　空を見上げる。今日の天気予報では、晴れのち曇くもりだと言っていた。今は快晴だが、ちゃんと曇ってくれるのだろうか。

　空を見上げていた俺の視界に、一人の少女の姿が入ってきた。

　ひょっこり覗のぞき込むように現れたのは、銀色の髪と青い瞳ひとみを持つ、幻げん想そう的な少女だった。このクソ暑い気温にも拘かかわらず、その服装は長なが袖そでで、熱が籠こもりそうなプレートアーマーとガントレットなんかを装着している。

　しかしながら、その顔には暑さとは無む縁えんと言わんばかりに涼すずしげな表情を浮うかべていた。

　名前は『ユークリウッド・ヘルサイズ』。通つう称しようユー。ユウでも可。

　彼女はとある理由から、いつも無口無表情。俺をゾンビに変えたネクロマンサー様だ。

「ユーも出店するのか？」

　と声を掛かける。ユーは少しだけ首を横に向け、元に戻もどす。否定だな。

「じゃあ、ここで俺と一緒にやるか」

　アゴを少し引く程度の動き。銀色の長い髪が少し揺ゆれる。

　──可愛かわいい。

「おや、ヘルサイズ殿どのもこられたのですか」

　大きな荷物を風ふ呂ろ敷しきに包んで、まるで夜よ逃にげしてきたかのようにセラがやってきた。

　どっしりと木陰に下ろした風呂敷の中には、衣類から妙みような工芸品まで様々なモノがあった。

　この衣類はセラのいらなくなったモノで、工芸品はウチの倉庫と化した父の書しよ斎さいに溢あふれていたモノだ。

　ウチの両親は根無し草で、海外を転々としている。今もそのまま帰っては来ないのだが、ちょくちょく変なモノを送ってくるんだ。

　俺はさんざん要いらないと言ったのだが、だったら捨ててくれと言うだけで、送ってくるのをやめようとはしなかった。

　こういう機会でもないと処分出来ないからな。

　参加するつもりもなかったフリーマーケットに来たのは、これを処分するためだったりするわけだ。

「では、用意をお任せしますよ」

「ああ、そっちも、ハルナが変な事をしないように頼たのんだぞ」

　返事をせずに、セラは忍者の如ごとくふっと姿を消した。

　俺はビニールシートを広げ、綺き麗れいに畳たたまれた衣類を並べる。

『私も　手伝う』

　ユーがメモを俺に見せていた。彼女は喋しやべることが出来ないため、いつもこうして筆談をする。

　ハニワのような人形を手て渡わたし、俺は微笑ほほえんだ。

「じゃあ、こういうのを並べてくれ」

　ガントレットに包まれた手でそれを受け取ったユーは小さく頷うなずいた。

　俺は死んだ存在。だが、それを悲観したことはない。

　彼女とこうしてのんびり生きていけるなら、ゾンビも悪くないモノだ。







　さて、準備も無事に終わり、もう寝ね転ころぶスペースもないぐらい、所ところ狭せましと商品が陳ちん列れつされたビニールシートの真ん中で、俺とユーはちょこんと座り込んでいた。

　フリーマーケットの開始時間には間に合ったようで、グラウンドの入り口には開始を今か今かと待ち構える行列。

　それはさながら、マラソンのスタートラインのようだった。

　それが、解き放たれる。

　怒ど濤とうの勢いで駆かけ抜ぬける人々。

　砂すな埃ぼこりを巻き上げ、直進する先頭集団。

「凄すごい勢いだな」

『中古品といえ　バーゲンセール』

　なるほど。よりよい品を安く手に入れるため、戦場と化したのだろう。

　確かに、その勢いたるや、バーゲンセールで勢いを増すオバタリアンに匹ひつ敵てきするだろう。俺はゾンビなので、死語にも強いのだ！　いや、まだ死んでない。オバタリアンはまだまだ通じるはずだ。

「まるでオバタリアンみたいだな」

　と、ユーに笑いかけてみる。

『何　それ』

　──通じなかった。俺は困り果てて顔が引きつった。これが、死語硬こう直ちよくという奴やつだ。

　く、空気が死んでいる。

「すいません。それいいですか？」

　声を掛けられて、助かったと安あん堵どしながら顔を向ける。

　そこに、女子高生が二人。どっかで見覚えがあることから、うちの学校の生徒だろう。

　にっこりと微笑んだ女子高生が指した先にあるのは、セラが着なくなったキャミソール。

　検品したいということだろう。

「ええ、どうぞ」と、俺は綺麗に畳まれたキャミソールを渡わたす。二人の女子高生はキャミソールを広げて、楽しそうに笑い合っていた。

　どうやら、お気に召めした様子。

「これ、おいくらですか？」

「ここにあるものは一律五〇〇円です。まあ、元々捨てようとしていたもんだしな」

「五〇〇円ですかっ！」「安～いっ！」

　二人の女子高生は目を丸くして、歓かん喜きの声を上げていた。

「じゃあ、それと、それとそれ！　あとこれも見せて下さいっ！」

　凄いテンションだ。セラの服はもしかしたら、凄いブランド物だったのだろうか。

　結局、その二人組は五点買っていった。

　続いて、もう一人。恥はずかしいのか暑いのか、ゾンビぐらい日差しが嫌いなのか。

　大きな麦むぎわら帽ぼう子しで顔を隠かくしながら、ワンピース姿の少女がやってきた。

「これ、おいくらですかぁ？」

　可愛らしい声。中学生ぐらいだろうか。身長は低く、体型も貧ひん相そうだ。

　白いワンピースが太陽に照らされ、うっすらと透すける少女の肢し体たいとパンティライン。

　俺は思わず、美しいと声を出しそうになった。

『五〇〇円』

　ユーがメモに書いてみせると、少女はうっすら笑みを浮かべ、それを隠すように口元に手をやり、麦わら帽子のツバを深く下ろした。

　ユーに負けないぐらい長くて綺麗な髪。神秘的な印象を見せる口元。顔を見てみたいと思ったが、少女は五〇〇円硬こう貨かをユーに渡し、奇き妙みようなハニワを買っていった。

　……何な故ぜ、あんなものを欲ほしがったのだろう？　世の中には吸血忍者とかネクロマンサーとか魔ま装そう少女とかいう奇きっ怪かいな輩やからがいる。

　もしかしたら、彼女もその中の一人だったのかも──しれないな。

『彼女は』

　ユーも少女が気になったのだろう。

「ユーと初めて会ったときを思い出したよ」

　何かを書こうとしていたユーだったが、俺の言葉を聞いて、少し間を置いた後──

『そう』と一言だけ書いたメモを俺に渡した。

　さてさて、あまりにもあっけなく商品が売れるので、値段設定を高くしようかと考えていたのだが──それ以降、めっきり客足が途と絶だえてしまった。

　やはり隅すみっこの日ひ陰かげは立地条件が悪いのだろう。

　隣となりにちょこんと座り込んでいる鎧よろい姿すがたの少女は、いつもと変わらない表情で前を見み据すえている。

　そんなところに、一人の男子生徒がやってきた。メガネがトレードマークのウザイ表情をした男だ。

「どうだ？　相あい川かわ。売れてるか？」

　ニヤニヤ顔がウザイ。

「で、そろそろ目的を教えてくれるんだろう？」

　日向ひなたを人間界で一番嫌う俺が、何故こんな夏の太陽に苛いじめられることになったのか。

　事の発ほつ端たんは、頭をツンツンさせることと、女子のケツを追い回すことに、人生の全すべてを懸かけるクラスメイト『織おり戸と』だった。

　こいつが昨日、突とつ然ぜん家にやってきて、三人目の居候『ハルナ』に『フリーマーケット売上げ対決』をふっかけてきた。

　あまりにも唐とう突とつなことだったので、何か裏があることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだったのだ。

「フリーマーケットって古着を出品するのが普ふ通つうだろ？」

「ああ、そうだな」

「山が動けば、風も動く」

「は？」

「ハルナちゃんをおびき出すことで、セラさんも出品する！」

「それがどうしたんだよ？」

「さあ、どこだ！　セラさんのパンティはどこに売っているっ！」

「……お前アホだろ？　いらなくなったからって、下着を出品する奴はいないだろうよ」

「え？　ないの？」

「ねえよ！」

「え？　マジで？　じゃあ、パンティストッキングでいいわ。どこだ？」

「ねえよっ！　諦あきらめろ」

「そんな……馬ば鹿かな……フリマに参加してる意味がないじゃねーかよ」

　つまり、織戸の目的はハルナに勝つことではなく、フリーマーケットにセラを参加させることだった。エロ魂だましい故ゆえに、こんなことになろうとは──やれやれだ。

「で、お前はどこに出店してるんだ？」

「ハルナちゃんの向かいだ」

　織戸が人差し指を向ける。その先には、そろばんでバンバンとビニールシートを叩たたく少女の姿。

「さあ！　安いよ安いよっ！　全員買えよなっ！」

　周りに迷めい惑わくを掛かけてんじゃないだろうな。全く──

　俺は空を見上げる。あ、曇くもってきた。これなら、木こ陰かげから出ても、よろよろになるぐらいですみそうだ。

　なんて思っていたら、木の上からポニーテールの忍にん者じやが降りてきた。忍者ってのは、どっから現れるかわからないものだ。

「歩、ちゃんと商売が出来てますか？」

「ああ、ちゃんと売ったよ。キャミソールとかを五〇〇円でな」

「あれはブランド品ですよ？　二〇〇〇円でも売れたでしょうに──全くこれだからカメムシ程度の商才しかない人間は」

　ふうと溜ため息いきを吐つくセラ。

「せ、セラさん。格好良いッス！　今どこから出てきたんですか？」

　興奮冷めやらぬ表情の織戸を、セラは──

「ヘルサイズ殿。共に楽しみましょう」

　完全に無視。

　ユーはこくりと頷いて、もはや俺まで蚊か帳やの外な雰ふん囲い気き。

「歩、ハルナの様子を見てきて貰もらえますか？　そこのゴミと一いつ緒しよに」

　ゴミ──織戸を見る目は正にゴミを見る目だった。

　やれやれ──織戸のせいで、俺まで追い出されることになっちまったか。

「セラさん俺と──」デレデレ顔の織戸。

　バカ！　これ以上セラにちょっかい出すと、斬きり殺されかねんぞ！　俺まで！

「織戸、ハルナのところへ向かうぞー」

「は、離はなせ相川！　俺とセラさんのラブラブ売り子ぉぉぉっ！」

　面めん倒どう臭くさい織戸を引きずり、俺は曇り始めた空の下へと飛び出した。







「完かん璧ぺきな立地条件だ！　さすがあたし！　これでバカ売れ間ま違ちがい無しだなっ！」

　俺の隣で意い気き軒けん昂こうな少女がいた。

　中学生ぐらいに見える背の低い少女。肩かたまである茶色の髪かみ、猫ねこのように大きな目。小さな口は生意気な笑みを作り、腕うでを組んでうんうんと頷いている。全く実っていない胸を包むのは、ミニのワンピース。

　トレードマークは頭のてっぺんからビヨンと伸のびたアホ毛という、見た目だけは可愛かわいらしい女の子、『ハルナ』。

　セラに追い出された俺は、ハルナが確保したスペースで、ビニールシートにあぐらをかいて座っていた。

　グラウンドの入り口からまっすぐ歩いた先の曲がり角がハルナのスペースだった。

　何を買おうかな。と悩なやみながら歩いて様子見が終わったぐらいの距きよ離り。曲がり角は商品を眺ながめる時間も長めになる。

　そんな立地に並べたハルナの商品ラインナップはこのようになっている。




『おでん全品８０円』の貼はり紙──五〇〇円。

　築つき地じから取り寄せたクロマグロ──時価。

　風ふ呂ろ桶おけ──五〇〇〇〇円。

　こんがり肉セット──五〇〇〇〇円。

　剣けん心しんの逆さか刃ば刀とう──四八〇〇〇円。

　などなど、奇妙な物がたんまりだ。

　あとはＴシャツだな。いつもハルナが家で着ている、変な言葉が書かれたＴシャツ。

『ペ天使』『ポ天使ャル』『日出ひいずる処ところの天使』『ア天使ョンプリーズ』といった天使シリーズのＴシャツ、各五〇〇〇円だ。

　あと……衣類なら──俺のＴシャツ。

「って俺のＴシャツっ！　なんで勝手に売ってんだよ！」

「もう着なくなったから」

「俺が着るよ！　お前が着てたのは居い候そうろうが始まった当時、他ほかに服がなかったからで──」

「うっさい！　知るか！」

　人の意見を聞かない。それが魔装少女の特とく徴ちようだ。

「おかしい……何故売れない」

　向かい側で店を構えている織戸はメガネを曇らせていた。

　腕を組んで、頑がん固こ親おや父じのような表情であぐらをかいている。

「商品が悪いんじゃねえの」

　俺は、冷めた視線を送っていた。

　織戸が売っているのは、ただ一種類。それは、『エロスサスペンスレースクイーン』なんて題打った、いかがわしい雰囲気を持つ本だった。

「商品が悪いわけないだろ！　見ろよこのエロさ！」

「見せんでいい。ニーズが違うんだよニーズが。誰だれがフリーマーケットにエロ本を探しに来るんだよ」

「それを考えてだな。ちゃんと少年誌に載のせられるレベルにしてあるんだが？」

「どっちにしても、お前のオリジナル同人誌を見たい奴やつなんかいないんだよ」

「そうは言っても、見てみろ相川。──周りにも客がいないぞ」

　織戸に言われて、辺りを見回す。俺たちの区域には、ぱったり客がいない。

　隣のスペースも、その先でも、織戸の周りもそうだったが、始まって間がないにも拘かかわらず、出店者たちは、すでに覇は気きを失っていた。

　隣に座っているハルナは口を尖とがらせて「むー」と唸うなる。こういうときのハルナは「どげんかせんといかん！」と、何かよからぬ案を考えていることが多い。

「違うっ！　宣伝効果が低いんだ！」

　立ち上がり、拳こぶしを握にぎりしめるハルナ。やっぱりな──何か言い出すと思ったよ。

　そういう問題じゃないと思うんだが、織戸は「なるほど！」と手を打った。

「よし！　宣伝だ！　宣伝大戦を開くぞアユムっ！」

「お前がやろうとすることにはすぐ『戦』の文字が入るよな」

　ガムテープを手にしたハルナは、商品である妙みようなＴシャツの袖そでを、何に使うかよく分からない槍やりにくくりつける。

　Ｔシャツに書かれた文字は『ペ天使』──

　って、それはこの中で最も適切じゃない奴じゃね？

　ハルナが作り出したのぼりを見て、他の出店者たちも目を輝かがやかせる。

「のぼりという手は悪くないんじゃないだろうか？」

「やろうぜ！　のぼり作戦！」

　ハルナの思いつきで、まるで潰つぶれる寸前の商店街の雰囲気だった一画が蘇よみがえった。

「そうだ！　今までは目の前に商品を広げるだけだった。でも、こうすれば遠くからでも目立つっ！　なんで誰もしなかったんだろうな！」

　名案が浮うかんだと、自画自賛するハルナ。

「よし！　俺もっ！」

　織戸も便乗して、けしからん本の表紙を、ペ天使Ｔシャツの下へガムテープで貼り付ける。

　こうして、まるで合戦時の陣じん営えいよろしく、のぼりが何本も立てられた。

　逆に見づらい。誰が寄ってくるんだよ。──と思っていた通り、誰かがやってくる様子はない。

　人がやってきて、ハルナがぱあっと表情を明るくさせたとしても、商品には見向きもせず、華か麗れいにスルーされる。

　ここは入り口と出口に近い。誰もが必ず通らなければならない場所だが、逆に、興味のない者からすればただの通り道に過ぎないようだ。

「やっぱり、ダメなのかなぁ」

　溜息を吐く織戸。周りの出店者たちもまた意い気き消しよう沈ちんしていた。そんな中……

「諦めんな！」

「ハルナちゃん……」

　叱しつ咤たされ、織戸はメガネの奥にある瞳ひとみを丸くさせた。

『売上げ勝負』で始まったはずのフリーマーケット。

　なのに、敵である織戸に、本一冊を売ることも出来ない織戸に、「ざまあみろ」ではなく、「諦めるな」という声を掛ける、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで自己中心的な魔ま装そう少女──ハルナ。

　そう、俺もまた、織戸と同じく驚きよう愕がくしていた。

「まだまだ宣伝大戦は始まったばかりだろ！　何が何でも売るって気き概がいで臨のぞめよな！」

　腰こしに手を当てて、偉えらそうにアホ毛をピコピコさせる少女の姿に、織戸はぷっと吹ふき出すように笑った。

　そうか。ハルナは楽しんでいるんだな。『物を売る』という体験を。

「わかったぜ。ハルナちゃん。どんな手段を使ってでも売ってやる」

　きらりと光るメガネ。織戸も、俺と同じことを考えているようだ。

　やれやれ、だ。──アホみたいな対決だと思って乗り気じゃなかったが、楽しもうとしているハルナを見ていると……俺も少し、やる気が出てきてしまったじゃねえか。







　さて、ハルナは値段設定を一〇分の一まで下げた。──と言っても、品物は変わらないので、売れる気配は全く無い。

　のぼりの効果もほとんど無く、『金魚すくいの金魚を救う方法』という全く興味をそそられないハウトゥー本を売っていたユーまで駆かり出して売り子をさせているのだが──それでも。

『買って』というメモを持っているユーはとても可愛らしい。

「むー」何がいけないのだろうと頰ほおを膨ふくらませるハルナ。

「ユーを広こう告こく塔とうに使っても、無理か」

　ぼそりと呟つぶやいた俺の頰に、いいパンチが入る。

「当然だろっ！　根ね暗くらマンサーなんか宣伝効果になるかボケぇっ！」

　びしびしとローキックで苛いら立だちをぶつけてくるハルナに、ユーも困ったような表情を見せた気がする。

「もう……桶は風が吹くだけで儲もうかるはずだったのに……」

　その声は、ハルナらしくない、少し寂さみしげな声だった。風呂桶を抱だきながらハルナは空を見上げる。曇くもり空で太陽は隠かくれている。それはハルナの心を、この一画を表しているようだった。のぼりにぶら下がるペ天使Ｔシャツもしおれている。

「風が……止まってる……アユムっ！　今すぐ東南の風を巻き起こせよなっ！」

「かの諸しよ葛かつ先生でも七しち星せい壇だんで三日三晩祈いのらないと無理だよっ！」

「うっさい！　風起こせって言ってるだろ！」

　どうしても商品を売りたいのだろう。無理難題を突つきつけられた。

　そんな頃ころ──織戸が何かを決心したように「よし」と一つ頷うなずいた。

「ユウちゃん。ちょっと」

　織戸の手招きに、ユーは無表情のまま向かいにいる織戸の所へ。この野や郎ろう、ユーに何かしでかしたらぶん殴なぐってやる。

「相川──ユウちゃんを少し借りるぞ」

　と言い残し、織戸はユーを連れてどこかへと消えた。

　やれやれ、ユーに変な事をしないだろうか。嫌いやな──いや、良い予感がする。

「よし！　今の内に変身だ！　アユムっ！」

「ああ、そうだな──って、噓うそーん。急に何言いだしてんの！」

　ハルナの意外すぎる言葉に、俺は思わず二度見してしまった。

　我に勝算アリ。とでも言いたげな表情をしているハルナが差し出したのは、チェーンソウ。

「お前、まさか魔装少女に変身して記き憶おく操作しろって言うつもりじゃないだろうな？」

「はあ？　そんなことしたら、あたしの負けじゃん」

　卑ひ怯きようなことをしたいって訳じゃないようだな。でも──なんで？

「いいか！　こうなったら意外性で勝負だ！　『うわ、何あの人……あれ？　その隣となりにいるハルナちゃん可愛くない？』ってのを狙ねらうんだ！」

　名前知ってるなら、知り合いじゃねえかよ。それは客と呼べるのか？

　なんて疑問が噴ふきだしてきたし、そもそも俺は魔装少女に変身したくない。

　文句だけなら思いっきり蛇じや口ぐちを捻ひねった水の勢いほど出るのだが、そのときのハルナの表情に、俺は何も言えなかった。

　そのときのハルナは、いつもの生意気な目と口をしていたが──

　少しだけ、不安と焦あせりを見せていたからだ。

　誰もいないところで呪じゆ文もんを唱え、ピンク色の可愛かわいらしいヒラヒラスカート姿になった俺が帰ってくると、ちょうど織戸とユーが連れ立って戻もどってきていた。

　そのときのユーは、パラソルを持ち、ハイレグのレオタード姿で、ハイヒールにガントレットという出いで立ちだった。

　レースクイーンだとっ！

　さすが校内一の変態、織戸！　ロリ体型であるユーにぴっちりなレースクイーン衣い装しようを持ち合わせているとはっ！

　いい仕事してますねー。

　長い髪かみとパラソルと細い足のバランスが──

　いい仕事してますねー。

「どうだ相か……」自じ慢まんしようとした織戸の顔が引きつったまま固定された。

　俺の姿を見て、引いたんだろう。その気持ちはよくわかる。やっぱり今すぐ変身を解いてしまおうか。

「よし！　いける！　アホと野や獣じゆうでっ！」

　どっちがアホでどっちが野獣やねん！　両方ユーを指すには不適切な言葉だろうよ！

　さらに俺は『ポ天使ャル』Ｔシャツを着せられ、呼び込みを開始する。

「いらっしゃーい。いらっしゃーい」

　お？　だんだん人が戻ってきたな。男ばっかりだけど。

「これ、見てもいいですか？」

　と一人の男性が商品に興味を示した。

　だが、俺とハルナには背中を向けている。

　そう、織戸のオリジナル同人誌『エロスサスペンスレースクイーン』に興味を示しているんだ。

「どうぞどうぞ」とニヤニヤ顔の織戸に気持ち悪さを感じつつも、男性はパラパラと本をめくる。そして──

「二部、下さい」

「あざーっす！」

　いとも簡単に売れてしまった。そうか。ユーのレースクイーン姿に誘さそわれて寄ってきた客層と、織戸が販はん売ばいしている本はニーズががっちり合っているんだ。

　ついでとばかりに、男性がこちらへ振ふり向いた。

　幸か不幸か、俺は魔装少女の格好をしている。こっちもコスプレ系。つまり同人誌を売っていると思ったのだろう。

　──顧こ客きやくのニーズに応こたえられるのか？

「これなんかオススメですよ？　今なら四八〇〇円です」

　剣心の逆さか刃ば刀とう。──これだ。ニーズに合っているはず！

「四八〇〇円ねぇ──もう少し安くならない？」

　いいぞ。このまま交こう渉しようして──

「うっさい！　あたしに指図すんなよな！　すでに九〇％オフにしてやってんだ！」

　ハルナには交渉という言葉はないようだ。横おう柄へいな態度を取るハルナのせいで、客を逃にがしてしまった。

　なるほど、ハルナが何も売れない訳だ。

「いいか。ハルナ。お客様は神様だって言葉があってだな」

「向こうが神様だったら、あたしも神様だ！」

　なんて粋いきがっていたハルナだったが、大繁はん盛じようとは言わないまでも、次々と売れていく織戸を見て、また寂さびしそうな表情を見せる。

　そんなとき──

「どうですか？　勝負は」

　声を掛かけられ、顔を上げるとそこにはセラの姿。

「お前、店番はどうしたんだ？」

　木こ陰かげの方へ目を向けてみる。──そこには、何もない。

「まさか……完売したのか！」

「ええ。もっと持ってくるべきでした」

「ど、どうやって！　どんな宣伝をしたんだ！」

　さすがのハルナも動どう揺ようしていた。

「どうやっても何も、ただ普ふ通つうに売っていただけですが？」

　だからと言って、完売するなんてな。ハルナほどではないが、妙みようなものばっかりだったはずだ。

　……何か方法があったのだろうか。

「ちょっと、ここで売ってみてくれ」

　状じよう況きようを瞬しゆん時じに読み取ってくれたセラを一人置いて、俺とハルナは向かいの織戸のところへ。

　セラはビニールシートに座り込むのではなく、椅い子すを用意して腰かけている。背筋をピンと伸のばし、まるでユーのように静かに佇たたずみ、ポニーテールの髪さえも動かない。

　無風状態。

　無の境地がそこにあった。

　そこへ、ふっと人が通る。もしかしたら、ユーを目当てにやってきたかもしれないその男性に、セラは頭を下げる。

「いらっしゃいませ」

　男の足が、止まった。

「こ、こここここれを見せて貰もらって良いですか？」

　どうした？　何な故ぜこの男性は少し興奮気味なんだ？

「かしこまりました」

　セラは椅子に座ったまま、ビニールシートの上に並べられている商品の内、一番値段の安い『おでん全品８０円』の貼はり紙を拾う。

「これで、よろしいですか？」

「は、はい──それを下さい！」

「ありがとうございます。これは──えー、五〇円ですね」

　男性は躊ちゆう躇ちよすることなく、五〇円を払はらい、あれほど売れなかったハルナの商品が、売れてしまった。

　どういうことだ？　なんであんな一部のコンビニでしか使えないような貼り紙を欲ほしがったんだ？

　わからない。俺には全く──くっ！　なんだ？

「なるほど！　さすがセラさんっすわ！　そりゃあ買ってしまう！　日本人ならなおさら！」

　スタンディングオベーションで絶賛する織戸を、気持ち悪いものを見るような視線で見つめるセラ。

「声を掛けないで下さい。歯は茎ぐきが気持ち悪いです」

「織戸。どういうことなんだ？　今商品が売れたカラクリがわかったのか？」

「わからんとはな。相川──じゃあ、今セラさんから何かを買おうとしてみろよ」

　なんだかウザさに拍はく車しやを掛けてきた織戸に言われるまま、俺はセラの目の前に立つ。

「さっきと同じ対応で頼たのむ」

「わかりました。いらっしゃいませ。クソ野郎」

「対応違ちがくないっ！」

　仕方がない。と言いたげに、セラは頭を下げる。

「いらっしゃいませ」

　そのとき、俺の脳内に稲妻いなずまが落ちたような衝しよう撃げきを感じた。

　こ、これはっ！　け、けしからん！

　セラの襟えり口ぐちが広いシャツが弛たるみ、胸の谷間どころか、薄うすいラベンダー色のブラがちらりと見えている。

　なんという圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力！　スレンダーな肉体が見せる美しい鎖さ骨こつからの柔やわらかなおっぱい。取って付けたような偽にせ乳ちちではない。寄せて上げたこれ見よがしの胸でもない。自然に作られた、美しいおっぱい。

　……誠まことにけしからん！　けしからんばーいっ！

「こ、こここここれを見せて貰って良いですか？」

　はっ！　いつのまにか俺は、さっきの男性と同じぐらいの興奮を見せていたっ！

　しかもちょっと九州男児になっていたような気もするっ！

「かしこまりました」

　セラが椅子に座ったまま、地べたにあるＴシャツおおおおおおおおっ！

　ジーンズに包まれた太ももに、ふにっと押しつぶされるおっぱいが！

　太ももおっぱい太ももおっぱい、おっぱい太ももワオっ！

　ダメだ、これ以上見ていたら──目を逸そらしたそこには、無防備に晒さらされたうなじ。ポニーテールにしているからこそ、晒される急所。その美しさたるや、芸者ガール顔負けであるっ！　まさかこんな──おっぱいや太ももに匹ひつ敵てきするセクシーポイントが存在するとは……

　気がついたら俺は、Ｔシャツを購こう入にゆうしていた。

　自分が発した「これ下さい」の言葉を頭が認にん識しきする前に、すでに心がこの商品を購入していた。

　一度見せて貰ったら、買わないのは失礼に当たる。ましてや、百万ドルの夜景に匹敵する絶景を見せて頂いたのですから、仕方がありません。うんうん。

　だが、これで──見えたな。

「ハルナ」

「ほえ？」

「商品を売るために、一ひと肌はだ脱ぬげるか？」

「言ったはずだ！　どんなことをしてでも売ってやるっていう気き概がいが必要だって！」

　俺は強く拳こぶしを握にぎり、興奮冷めやらぬ声で言う。

「ブラを外せ！」

　ぐしゃ。剣を扱あつかうことに長たけているセラが渾こん身しんの力で剣心の逆刃刀を振り、脳天を割る音と、Ｋ１ファイターに匹敵するハルナの跳とびヒザ蹴げりがヒットする音が重なった。

「こんの走れエロスがっ！　今日は暑いし面めん倒どうくさいから元々着けてないっ！」

　登場人物変わってもうてるやん。

　そう言えば、ハルナは普ふ段だんからノーブラだったな。面倒くさいという理由だったのか。

「じゃあ、これに着き替がえろ。これで──売れるはずだ」

　俺はそう言って、商品のＴシャツを渡わたした。それは、勝手に売られていた俺のＴシャツ。

　そう、ハルナには大きすぎるシャツだった。

　着替えを済ませたハルナは、シャツの襟をぎゅっと摑つかみ、顔を真っ赤にさせて俯うつむいていた。恥はずかしくてしょうがないようだ。いつも家ではそんな格好でいるくせに。

　こうしていると、可愛かわいい奴やつなんだがな。

「らっしゃーい」という声にも、今までの覇は気きはない。

「見せて貰って良いですか？」

　お？　早さつ速そく客が来たぞ。

「んなふっ！　あたしを変な目で見んなよなっ！　この変態っ！」

　ハルナはリンゴのように顔を赤く染め、ぎゅっと胸むな元もとを手で隠かくしながら体を捻ひねる。

　いやいや、お前の胸じゃなくて、商品を見せて欲しいって話だろうに。

　今にも嚙かみつきそうな剣けん幕まくで怒ど鳴なられ、細い足で蹴られ、お客さんは逃げてしまった。

　パンツは見えただろうけど、顔面を蹴り飛ばされたら買う気も起きないだろうな。

　俺はどうしたものかと首を捻る。ハルナの可愛らしさは喋しやべらなければこそだ。

　だが、懐なつかない犬を可愛がろうとはしない。

　その後も、ユーで客を引き寄せるが、ハルナに罵ば声せいを浴びせられ、時に蹴られ、買おうとはしない。

　しかし、織戸の同人誌は着々と売れていく。

　周りで出店しているところも、品数が減っていき、とうとうグラウンドに夕焼けとカラスの声が訪おとずれた頃ころ──

　まだ一つも売ることが出来ないハルナは、俯いていた。

　悔くやしくて、寂しくて──恥ずかしくて。

　プライドが高いハルナだからこそ、この結果は耐たえ難がたいものだったろう。

　だから、ハルナは決意する。

　メガネを掛け、リュックにポスターを突つっ込んだ汗あせっかきな男性の客が来たとき、ついにハルナは襟から手を離はなす。

　ぎゅっと目を瞑つぶり、耳まで真っ赤にしたハルナ。

　Ｔシャツの中、うっすらと膨ふくらんだ胸元へ、イヤらしい視線が注がれる──前に、俺は立ち上がってスカートをめくった。

「ぎゃああああああああああああああああああああああ」

　耳をつんざく悲鳴。俺の可愛らしいパンツを見たからって、全力ダッシュで逃にげなくてもいいのに。

「な、何やってんだアユムのバカっ！」

「すまん、ハルナ。この方法はやっぱりダメだ」

「アユム……でも──あたし、このままじゃ負けじゃん」

　目が潤うるんでいる。

　いつも思い通りにやってきたハルナが、思い通りにいかず、困っている。

　今にも泣き出しそうなハルナが、そこにいた。

　掛ける言葉を探していると、向かいにいたメガネの男がニヤニヤ顔で言う。

「ハルナちゃん、俺に言ったよな。『諦あきらめるな』ってさ」

　その隣となりにずっと無表情で立たされていたレースクイーンのユーがメモを見せる。


『まだ　慌あわてるような時間帯じゃない』



　そこに、一人の少女がやってくる。大きな大きな麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった、白いワンピースの少女。

「これ、おいくらですかぁ？」

　ふふっと笑えみを零こぼし、のんびりとした声で言う。

　可愛らしい、女の子らしい声だ。

　この子は、確か俺のところにも来た……

　手にしたのは、『ア天使ョンプリーズ』と書かれたＴシャツ。

　やっぱり、変な物が好きなのだろう。

「……一〇〇円で、いい」

「まあ、お安いんですねぇ～。頂いてもよろしいですかぁ？」

「買って……くれんのか？　ホントに？」

　少女はこくりと頷うなずいた。ずっと大きな麦わら帽子のツバで顔を隠しながら。

　口元が少し、緩ゆるんでいた気がした。

　初めて、商品が売れた。

　なのに、ハルナは呆ぼう然ぜんとしたまま立ち竦すくんでいた。

「ハルナ？」

「ま、まあ……あれだけ安くしたんだから、当然だな。でも──なんだろう、この気持ち」

　そこに、セラがやってきた。後ろに大勢の客を引き連れて。

　それは、一いつ般ぱん客きやくではなく、フリーマーケットに参加していた人たち。

　ハルナに勇気づけられ、一いつ緒しよに声を出し合った──戦友たちだ。

「ハルナ、客を連れて来ましたよ」

「葉っぱの人……ま、全く、人気者のハルナちゃんにも困ったもんだな！」

　照れ隠しなのだろう。腕うでを組んで、ピコピコとアホ毛を動かすハルナ。いつものハルナに戻もどったことが一発で分かる、セリフを残す。




「全品一〇〇円の大大大サービスだっ！　お前らっ！　買わないと殺すかんなっ！」







　満面の笑みで、両手を広げる。

　そんなハルナの目の端はしから零こぼれた一筋の雫しずくは、悔しいとか寂さびしいとか恥ずかしいとかではなく、『嬉うれしい』という感情故ゆえだった。

　それは、俺が見る初めての、ハルナの嬉し涙なみだだったのかもしれない。

「ほら！　アユムも何か買っていいぞ！　しゃーなしなっ！」

　俺はふっと一つ鼻で笑い、自分のＴシャツを取り戻そうとした。

　そのとき、ハルナの襟口から覗のぞかせた小さな蕾つぼみに、俺は鼻の下がびろーんと伸のびた。

　小さな膨らみの先せん端たんにある、小さな蕾。なんとも可愛らしく、そして──

「うっきゅうっ！　どこ見てんだ！　この変態っ！　江ロ洋よう介すけ！　あ～んちゃ～ん！」

「えぐちだよえぐち！　江口をエロって今日び小学生でも言わんわっ！」

　元気を取り戻したハルナに、俺は笑顔のままぼっこぼこに殴なぐられた。

　魔ま装そう少女に変身していなかったら、死んでいたかもしれないな。







　九月一日。二学期開始。

　騒さわがしい朝のホームルームで教師を待っていた俺は、昨日のフリーマーケットでのことを思い返し、思い出し笑いをしていた。

「はーい席に着けー」

　担任教師の声に、静かになって席に着く生徒たち。

　出しゆつ席せき簿ぼを教きよう卓たくに置いて、「えー」と喋ることを思い出すような素そ振ぶりを見せた担任が、話を切り出す。

「実は、えー、今日から、えー、一週間、えー、海外からの、えー、留学生が、えー、皆みなさんと、えー、一緒に、えー、授業を、えー、受け、えー、ます」

　がやがやと、また騒がしくなる教室。

「入っていいぞー」と声を掛かけられ、教室に入ってきたのは、一人の少女。

　長い髪かみをツインテールにし、ウチの制服の上から白衣を纏まとった、可愛らしい少女だった。パッと見た感じ、中学生にも見えるその少女は、黒板に手を伸ばし、チョークで名前を書いた。

　俺は、さっきまで笑っていた表情が凍こおり付いていた。

「アリエルと申しますぅ。一週間、仲良くしてくださいねぇ～」

　パタパタと手を振って、にっこりと笑う。のんびりとした口調──ツインテール。

　その風ふう貌ぼうと喋り口調、そして声は、昨日フリーマーケットに来ていた麦わら帽子の少女と同じ──彼女こそ、魔法の世界ヴィリエでハルナの担任教師をしている『大先生』その人だった。

　そうか、ハルナと同じ感性だから、あの妙みようなＴシャツを欲ほしがったんだな。

　それよりなぜ？　どうして？　大先生がこの学校に何の用があって？

　いや、そもそも、先生が生徒になるなんてのも意味がわからない。

「アリエルちゃんはどこから来たのーっ！」

　ツンツン頭の男が声を掛ける。大先生は笑みを絶やさないまま俺の方へ視線を送る。

「ヴィリエという国からぁー、ほいほい変身しちゃうゾンビにぃ～、おしおきをしにきましたぁ」

　初っぱなから、妙なジョークをかましてくる。

　教室はどっと笑い声で溢あふれていった。

　その中で──

　俺だけが笑えなかった。
















　九月某ぼう日じつ。二学期に入って速そつ攻こう訪おとずれた波乱に頭を悩なやませながら、早朝も早朝に、朝ご飯を食べていた。

　俺はこう見えてゾンビなんで、尋じん常じようではないほどの夜行性だ。そのため、太陽が昇のぼりきる前に行動を開始する。

　曇くもりのときならばもっと余よ裕ゆうを持って出かけられるんだが、今日は美しい秋空が堪たん能のう出来るとお天気お姉さんが逸いち早はやく教えてくれたので、さっさと登校することとなった。

　なので、朝食は少し急ぎ気味で食べていた俺だが、その隣となりで飯を食っていた奴やつが──

「アユムっ！　めっちゃおかわりだ！」

「お前は朝から食べ過ぎじゃね？」

　呆あきれるほどに食いやがる。

　朝からご飯三杯ばい目に突とつ入にゆうした少女に山盛りのご飯をおかわりしてやった。

　今日の朝食は納なつ豆とうと鮭さけと味み噌そ汁しる。いつもなら居間にあと二人いるのだが、一人はまだ寝ねていて、もう一人は朝シャン中だ。

　びっこんびっこんと激しく動くアホ毛。

　彼女は魔法の世界ヴィリエからやってきた魔装少女だ。

「ふわ～。相あい川かわさん、お早いんですねぇ」

　そこへ一人の少女がやってきた。

　昨日から一週間、居座ることになったもう一人の魔装少女。

　パッと見た感じはただの中学生。二メートルほどの巨きよ大だいなうさぎのぬいぐるみの耳を持って、パジャマ姿のまま現れた。

　あれ？　超ちよう可愛かわいくない？　ぬいぐるみと一緒じゃないと寝られないタイプの人？

　ぬいぐるみを愛するなんて、想像も出来なかったな。

　こんな少女のような容姿だが、彼女はハルナの担任教師。

「だ、大先生っ！　おはようございます！　出席番号六三四五二六三七九のハルナです！　出席番号六三四五二六三七九の！」

　何な故ぜ、出席番号を強調した。

「おはようございますぅ」

　くすくすと微笑ほほえみを向ける大先生は、ハルナの隣に座る。

「朝食は──」

「お豆とう腐ふ。頂けますかぁ？　お豆腐があればそれだけで構いませんので？」

　俺はキッチンの冷蔵庫から冷ひや奴やつこを取り出して皿に移し、醬しよう油ゆを持って居間に戻る。

「まあ～素す敵てきなお豆腐ですねぇ～」

　うさぎのぬいぐるみを座ざ布ぶ団とん代わりに座った大先生は手を合わせて笑みを浮うかべた。

「そろそろ、教えてくれませんかね？」

　朝食を再開しながら、呟つぶやくように問う。

「何を、ですかぁ？」

　幸せそうに豆腐を一口。

「何故マテライズ魔法学校で『教師』をしているあなたが、俺の学校の『生徒』になったのか」

「ちょっとしたバカンスですよぉ」

　学校の先生がバカンスで他ほかの学校の生徒になるって話は初めて聞いたな。──いや、そんなことは、多分建前だろう。

「本当は？」ジト目で率直に聞いてみたら。

「まあ。疑ってるんですねぇ。ふふ、勘かんの鋭するどい子は好きですよぉ～。本当はぁ、アユムさんがぁ、魔装少女に相応ふさわしいかを確かめに来ましたぁ」

　のんびりおっとり。とんでもないことを暴ばく露ろしてくれた。豆腐一丁をぺろりと平らげた大先生を、ハルナが驚おどろいた目で見ていた。

　相応しくなんかなりたくないのだが、ハルナがショックを受けているように見えたので、話を進める。

「相応しくなかったら？」

「ハルナの単位とぉ、ミストルティンを没ぼつ収しゆうですかねぇ」

「そ、そんなっ！　じゃあ天才のあたしが留年ってことになるじゃん！」

　強くちゃぶ台を叩たたかれ、鮭の切り身がまるで陸に上がったばかりの鮮せん度どを保っているかの如ごとく跳はねた。

「アユム！　大先生の前では絶対キモイこと禁止だからな！　魔ま装そう少女として相応しい姿をとくと堪たん能のうしてもらうんだなっ！」

　少女として相応しい姿──

　どないせえっちゅうねん。







　そんな爽さわやかな朝を迎むかえてから学校に登校してきたのだが、憂ゆう鬱うつな気分だった。

　ぎんぎらぎんに照りつける、さりげない太陽光を楽しむには最適な、後ろから二番目の窓まど際ぎわ席で、机に身を投げ出す。

「はあああ」溜ため息いきの出る量もいつもの倍以上。

「……どうしたの？　……相川くん」

　ホームルームが始まる前、賑にぎやかになってきたところに、一人のクラスメイトが声を掛かけてくれた。

　お下さげ髪がみがチャームポイントの、静かな雰ふん囲い気きを持った見るからに優等生な女生徒だった。その見た目通り、学年で一番の成績を誇ほこる。

　名前は、平ひら松まつ妙たえ子こ。

　人の目を見て話すのが苦手で、でも他人を放ほうっておけない優やさしい女の子だ。

「あー、ほら。あの転校生いるだろ？」

　教室の入り口に出来上がった生徒の塊かたまりをアゴで指す。平松も俺の仕草に引っ張られるように、顔を教室の入り口へ向けた。

　そこにいるのは、ツインテールの可愛い少女。制服の上からレース付きの白衣を纏まとい、くすくすと笑いながらクラスメイトとなにやら話をしている。

　大先生はたった一日で人気者になっていた。

　まあ、普ふ通つうに可愛い女の子だし、いつも笑顔でのんびりおっとり。今の段階で嫌きらわれる要素はないだろう。

「……アリエルさん……？　……が……どうしたの？」

　首を傾かしげる平松。

　魔装少女でも吸血忍にん者じやでも何でもない、ただのクラスメイトに、魔装少女やらヴィリエやらの事情を打ち明けることも出来ない俺は、首を横に振ふる。

「いや、何でもないさ。……外国から来たんだろ？　一週間とはいえ、馴な染じめるのかなって思ってな」

「……アリエルさん……とっても日本語お上手だよね……大だい丈じよう夫ぶだよ……あんなに楽しそうだし」

　気落ちしている俺をなんとか元気づけたいのだろう。平松は両手でぐっとガッツポーズを取った。「大丈夫だよ」は大先生に対してではなく、俺を気き遣づかってるんだろうね。

「お前は、優しいな」

「……そ、そんな……私なんて……そんなこと……ないよ」

　頰ほおをうっすら赤く染めて、握にぎった拳こぶしを開き、パタパタと振る。

　そんな反応が可愛くて、俺はふっと小さく笑みを浮かべた。

　平松と会話することで、幾いく分ぶんか憂鬱な気分が晴れた気がするよ。なんという癒いやし系。

「相川ー」

　せっかく消えかけていた憂鬱な気分が、ブーメランのように返ってきた。

　こっちへやってくるのは、ツンツン頭をしたメガネの男。

「こいつは、一いつ般ぱん的な男子高校生を一回り二回り変態にしたウザイクラスメイト、織おり戸と。女の子が大好きで、この学校全すべての女生徒データを持っている──」

「誰だれに向かって何言ってるんだよ相川……」

　おっと。ついつい声に出していたか。

「……ふふ……すごい言われようだね……織戸くん」

　口に手を当てて笑う平松は素敵な可愛らしさ。

「それにな、相川。俺が持っているのは女生徒のデータだけじゃねぇ。女教師もだ！」

　とまあ、こんな感じにウザイ。

「で、織戸──何の用だ？」

　あまり構って欲しくないので、早くホームルーム始まらないかなー。なんて思いながら目線を窓の外へ投げる。そう、織戸の口から出る言葉なんざ、何の興味もないのだ。

　そんなことより今日はゾンビには嫌いやな天気──

「ハルナちゃんが来てたぞ」

　………………マジで？

　窓に向けた顔を、一八〇度回頭させる。興味をそそられてしまった。

「おい織戸」詳くわしく聞きたいところだったが、チャイムが鳴る。いや、だが、まだ、担任が来るまで、時間が、あるはず──

「……じゃあ……ね。……相川くん」

「あ、ああ……またな」

　平松の笑顔に気を取られ、話を続けるタイミングを失った。

　ホームルームの時間も、織戸の言葉が気になって担任教師が何を言っていたのか全く聞いてなかった。

　一限目の授業はなんだったかな。

　周りを見回すと、どんどん人が教室から出て行ってる。

　……移動？　あれ？　今日は移動するような授業があったかな？

「おーっし、相川ー。いくぞー」

　織戸に声を掛けられたので、疑問をぶつけてみる。

「教室移動？」

「ホームルーム聞いてなかったのかぁ？　一限目は先生がインフルエンザでいないから、化学室で実験することになったんだって言ってただろ？　自習でいいのにな」

「実験ねえ……はっ！」

　今、点と点が繫つながった。

　さてはハルナが関かかわってるな？

　ハルナは鉄人クラスの料理の腕うで前まえから、以前調理実習の臨時教師としてやってきたことがある。

　今回も同じように、教師をしようということなのだろう。

　そう確信して、織戸と一いつ緒しよに校舎の三階にある化学室へと向かったら、やはり居やがった。

　九月に入って、冬服になったとは言え、まだまだ暑い日が続く。ハルナは短パンにキャミソールというラフな格好で教きよう壇だんに立っていた。

「あ、ハルナ先生だ」と誰かが呟いた。

　全く……面めん倒どう臭くさいことにならなければいいが。

　化学室に入ると、長細いテーブルがいくつも並んでいた。もうすでに実験の準備は出来ているようで、テーブルの上にはビーカーやらが並んでいる。

　好きな者同士が適当に座る中、俺はどこにしようかと入り口で立っていたら──大先生がちょいちょいっと手招きをしているのを発見した。

　白衣姿と化学室はよく合うな。

　大先生の隣となりに陣じん取どった俺は、どんな実験をするのか不安になりながら、ビーカーを眺ながめていた。

「ハルナ、何をするつもりなんでしょうかねぇ～」

　大先生はくすくすと小さく笑い、楽しそうにハルナを見ている。

　あ、ハルナもこっちを見た。どうやら大先生を気にしているようだ。

　両手を腰こしに当て、偉えらそうな顔をしたハルナが大きな声で言う。

「今日はスライムを錬れん成せいするかんなっ！」

　錬……成……？　聞き慣れない言葉に、生徒たちは皆みな一様に首を傾げていた。

　そんな中で一人、大先生だけが微笑ほほえましい表情を浮かべている。

「まあ～。ハルナに錬成術なんて教えたことないですよぉ？　どうするつもりなんでしょうかぁ」

　みんなの意見など無視して、ハルナは意い気き揚よう々ようとテーブルに手をかざす。

「材料はホウ砂しや、洗せん濯たくのり、水、賢けん者じやの石的なモノと、色付け用の悪魔絵の具な」

　ん？　今なんだか妙みようなものが混ざっていたような気がしたが──

　配られた材料には、賢者の石的なモノは見あたらなかったので、俺はスルーした。

　スライム作りは、材料を入れて搔かき混ぜるだけの簡単な実験だ。

　ロクなことが起こらないのは分かっていたが、大先生もいるしなんとかなるだろうと、俺は素す直なおに材料をビーカーに放り込む。

　うん。別におかしなことは何も無いな。

　血のような色をした絵の具を入れて、ねりねりねりねり。だんだん色が変わって──

　テーレッテレー。

「な、なんだ今の音は！」

　突とつ如じよ鳴り響ひびいた奇き怪かいな音に、俺は目を丸くさせて辺りを見回した。

　テーレッテレー。テーレッテレー。

　ところどころで同じ音が鳴っている。──まさか、この『悪魔絵の具』のせいだろうか。

　やはり、ただのスライム作りじゃなかったようだな。なんて思っていると、俺のビーカーからも「テーレッテレー」の音が鳴り響く。

　やばい。ちょっと楽しい。

「楽しいですねぇ」

　大先生はこの様子をくすくすと笑いながら見ていた。自分のいけないと思っていた感情を肯こう定ていしてくれたようで、嬉うれしかった。

　辺りを見回してみると、生徒たちは変な音にテンションが上がってるみたいだ。

　──大丈夫そうかな？

「よーし！　みんな完成したみたいだなっ！　じゃあ錬成を開始するぞっ！」

　満足げな表情のハルナ。大先生は俺の隣で、少し不安そうな顔を見せる。

「ハルナ、大丈夫でしょうかぁ？　賢者の石的なモノは扱あつかいが難しいですがぁ」

「じゃあ完成したスライムを全部あたしのところへ集めろ！」

　一列に並んで次から次へと出来上がったスライムをハルナに提出する。

　最後に俺と大先生がスライムをハルナに渡わたしながら──

「これで実験は終しゆう了りようなのか？」

「はあ？　これからに決まってるだろ！」

　ですよねー。ちらりと大先生の方を見る。「何かあったら頼たのんますよ」とアイコンタクト。大先生は笑顔で返してくれたので、安心しておこう。

　なにやら床ゆかに魔ま法ほう陣じんらしきものを描えがいたハルナは、その上にどろどろとスライムを垂れ流していく。

　色んな色のスライムが混ざり合った、気持ちの悪い物体に、ハルナはなにやら赤い宝石のようなモノを投げ込む。そして──

「ハルナ～にゃ！」

　魔法の言葉とポーズをすればあら不思議。スライムが鮮あざやかな緑一色になって、意思を持ったかのように動き出し、膨ぼう張ちようしていった。

　って……膨ふくれ方が尋じん常じようじゃない！

「逃にげろっ！」と誰かが叫さけんだ。それは、正義感のある男子生徒なのだろう。

　そのまま爆ばく発はつしてしまうんではないかと錯さつ覚かくする気持ちも分かる。

　その叫びを引き金に、化学室の入り口へ殺さつ到とうする生徒たち。

　俺は一人啞あ然ぜんとして、依い然ぜんデカくなり続けるスライムを見上げていた。

　もはや化学室の天てん井じように届くほど大きくなったスライム。まだまだ膨張が止まる気配はない。

「大成功ですねぇ」

　隣では、笑顔の大先生。余よ裕ゆうだな。この余裕の表情だと、それほどの驚きよう異いではなさそうだ。

「成功……なんですか」

「あの錬成陣ではぁ、普ふ通つうの小さなスライムを錬成する程度しか出来ません。これほど大きなハレンチ・スライムを錬成するなんてぇ、天才ならではですぅ」

　言ってる意味がイマイチよくわからないが──中でも一ひと際きわわからない言葉があった。

「ハレンチ・スライムってなんすか？」

　俺の質問に大先生が答える前に、答えは提示されることとなる。

「うにゃあああああっ！」

　巨きよ大だいなスライムがハルナの体を持ち上げていた。一番近くにいたから、膨張に巻き込まれたのだろう。

　──このスライムはすでに『生物』になっている。蠢うごめく様に、明らかな意思を感じるからだ。

「あ、アユムっ！　早くなんとかしろよな！」

　誰のせいでこうなったと思ってるんだ。と言い返してやろうかと思ったら、開いた口が動かなかった。

　見る見るうちに、ハルナの短パンとキャミソールが溶とけていく。

　まるでティッシュが水に溶けるように、コーヒーに入れた砂糖が溶けるように。

「うにゃああっ！　こ、こらっ！　にゃはははは！　くすぐったにゃははは！」

　スライムの中で、ハルナの服が溶けていく。

　なんというハレンチなスライムなんだ。

　はっ！　ハレンチ・スライムってそのままの意味か！

　ハルナの奴やつ、なんてけしからんモンスターを──

「さて、アユムさん、どうしますぅ？」

　この状じよう況きようすら楽しんでいるような大先生。

　……あ、もしかして、傍ぼう観かんですか？　参ったな。

「とりあえず──ハルナを助けるしかないですかねえ」

　俺はスライムを押しのけて、ハルナの下もとへと向かう。

　スライムはもはや、クッションのような感かん触しよくになっていた。

　ゼリーみたいにドロドロしているもんだと思っていたので、意表を突つかれたが、まあ、ゾンビの馬ば鹿か力ぢからを駆く使しして搔き分ける。

「ハルナー。大だい丈じよう夫ぶかー」

「なんでそんなにやる気なさそうに言うんだ！　うにゅっ！　ぬるぬるが！　ぬるぬるがあああっ！」

「どう見てもお前の自業自得だからな」

　ハルナの服はもう半分以上溶けていて、お腹なかが丸見えになっていた。短パンはパンツも一緒に溶かされているのだろう。下着の色はわからない。

　ちょっとドギマギしながらハルナの体を抱かかえると、思いっきりアゴを殴なぐられた。

「こら！　アユムまであたしの服を脱ぬがすつもりだな！」

「違ちがう。──で、なんでお前はこんなもん作り出したんだ？」

「アユムが、早く認められないと──」

「別に認められたくないんだがな」

　溜ため息いき混じりにそう言うと、ハルナはしおらしい声で小さく呟つぶやいた。

「あたし、アユムの家にいられないじゃん」

「ハルナ……」

　引き剝はがそうとしたが、スライムはがっしりとハルナの体にまとわりついていた。

　俺がどれだけ力を込こめようが、伸のびるだけ。

　そうこうしている内に、ハルナの服は溶けてしまった。

　ナイス！　スライム！　じゃないや。

　素すっ裸ぱだかになったハルナの可愛かわいらしいちっぱいが露あらわになり、ハルナはイチゴのように顔を赤くさせて俺の顔面に蹴けりを仕し掛かけようと藻も搔がく。

「こら！　変態！　見んな！　バカっ！」

「わかってるわかってる」

　軽くなだめていると、さっきまであれだけ抵てい抗こうしていたスライムがすんなりとハルナを離はなしてくれた。

　なるほど。服だけが目的だから、服を全部溶かし尽つくしたら解放してくれるわけだ。ある意味紳しん士し的じゃねえか。ていうか、俺は狙ねらわないのか？　女子だけを狙うのがこういうスライムの特性だと言われれば納なつ得とくしてしまうが。

　ハルナにブレザーを掛け、お姫ひめ様抱だっこするように抱かかえ込むと、化学室からの脱だつ出しゆつを試みる。

「のわああ！　触さわんな！　ボケぇ！」

「暴れるな。それにしても、お前がそんなに俺の家に居たいなんてな。ちょっと嬉うれし──」

「面めん倒どう臭くさいことは全部アユムにやって貰もらうって決めたんだからな！　食っちゃ寝ね生活を続けるためには、アユムが頑がん張ばるしかないんだからな！」

　本心にも聞こえるし、強がりにも聞こえるそんな言葉を聞き流しながら、俺は入り口へと全力ダッシュした。

　というのも、スライムがびみょーんとゴムみたいに伸びて襲おそいかかってきたから、ハルナと会話する余裕がなくなってしまったのだ。

　お前は男女平等に襲いかかるような奴だったのか！

　──だが、スライムさんよ。お前はゾンビを嘗なめている。

　人間の筋力を遥はるかに超こえる俺についてこれるかな？　ははははは……

　……追いつかれました。

　スライムさんを嘗めすぎたようだ。

　スライムに足を取られ、倒たおれ込みそうになった俺は、お姫様抱っこをしていたハルナを掲かかげる。

「ハルナ！　受け身ぐらいちゃんと取れよっ！」

「ほえ？」

　理解していないようなアホ毛をしていたが、時間もなかったので扉とびらの向こうへ投げつけた。

「にゃあああああああああ！　いきなり何すんだこのバユムがっ！」

　イマイチ伝わらず、受け身は取れないかと思ったが、廊ろう下かに出ていた大先生がナイスキャッチ。

　まあ、俺はゾンビだから死ぬことはないし、スライムさんに溶かされても大丈夫だろう。

　ズボンがじわじわと溶けていくのが感じ取れる。

　だが、俺はあることに気付いた。

　皮ひ膚ふが溶かされている感じがしない。

　……もしかして、このスライムは人体に害がないのか？　ハルナのときもそうだった。

　ただ服を溶かすだけの存在──なんという徹てつ底ていしたハレンチ・スライム！

　俺は、お前に、敬意を、表する！

「アユムっ！　キモっ！」

　ハルナは心配そうに罵ば倒とうしてきた。

「ハルナ……お前は今教師だろ。生徒たちの避ひ難なんを頼む」

「……アユム……キモ……」

　ハルナは切なそうな顔で罵倒してきた。だが、俺の言いたい事をちゃんと分かっていたようで、「外へ逃げるぞ！」と先導して生徒たちを化学室から遠ざけていく。

　さて、服の修複とクラスメイトの記き憶おくからスライムのことを消す必要性を考えて、俺はスライムに全身をくまなくヌルヌルにされながら、携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　冷たい。こそばゆい。ちょっと気持ちいい。

　電話を掛けた先は、自宅。

　プルルルルル……プルルルルル……ガチャ。

「はい、ドブ川です」

「相川だよ！　俺じゃなかったら間違えましたって言っちゃうレベルで間違えんな！」

「で、何用ですか？」

　理路整然とした、美しい日本語。耳がぞわぞわするほどに澄すんだ声。いや、ぞわぞわするのは少し苛いら立だちを込められた声だったからかも知れない。

　まあ、どれだけ舌打ちや溜息をされても慣れているから軽く流して話を続ける。

「玄げん関かんの傘かさ立たての横辺りに、チェーンソウが置いてあるだろ？」

「ええ」

「それを大至急学校まで持ってきて欲しいんだ」

「何な故ぜ、私がそのようなことをしなくてはいけないのか、説明を──」

　乗り気じゃなさそうな、面倒臭そうな声。今すぐ電話を切りたそうな声。

「俺が裸で帰ることになる」

「わかりました。大至急お持ちいたします。吐はき気けを催もよおしたくはないので」

　打って変わって、早口に返しやがった。

　なんだか胸がキュンと切なくなったが、これで後処理はばっちりだ。

　あとは体の半分を包み込んでいるこのぶよぶよ野や郎ろうからどうやって逃げるかだが、入り口が遠いな。

　ゾンビパワーを駆使して一歩一歩扉へ向かうが、強力なゴムのように元の場所まで戻もどされる。なるほど、力が強ければ強いほど、反動で押し戻されるのか。

　ん？　あれ？　なんで入り口が遠いんだ？　スライムはどんどん膨ぼう張ちようを続けていたはずだった。あの調子だったら、ほんの数秒で化学室全体を覆おおっていたはずだ。

　む──今、さらに遠ざかった気がする。

　眉み間けんにシワを寄せているところに、入り口から声がする。

「相川！　何やってんだ！　逃にげるぞっ！」

　お、織戸？

「相川……くん……どうしよう……」

　平松まで──

「お前ら！　何戻ってきてるんだよ！」

　化学室から逃げ出したはずの二人が、化学室に戻ってきていたのだ。

「相川くんが……飲み込まれていくのを……見たから……」

　平松……なんて良い奴なんだお前は。

「べ、別に相川のためじゃ……ないんだからね！」

　うぜえ。織戸……なんてうざい奴なんだお前は。

　二人は袖そでの無くなった俺の腕うでを摑つかむ。

　もはや制服はその八割九分が溶とけ、俺は下着一枚の状態に陥おちいっていた。頑張って！　トランクスさーん！　あなたが最後の砦とりでだから！　頑張ってーっ！

　平松はそんな俺を見て、恥はずかしいのか、顔を真っ赤にさせて顔を合わさなかった。

　一いつ生しよう懸けん命めいに、二人は俺の手を引っ張る。だが、スライムはビクともしない。

　そうこうしている内に、最後の砦であるトランクスさんが溶けてしまった。

　トランクスさ──んっ！

　と同時に──ぬるん。と突とつ然ぜん拘こう束そくが解けて、俺は織戸と平松に両手を引っ張られていたために床ゆかを滑すべるように倒れた。

「……逃げよう……相川くん」

「ありがとう。平松」

　素っ裸になった俺を全く見ない平松は顔を両手で隠かくしている。

　俺は大事な所を押さえながら化学室を出る。

「急げっ！　来てるぞ！」

　織戸がまず廊下へ飛び出した。お前のブレザーを俺に貸せよ。

　後ろを振ふり向くと、スライムが動き始めていた。

「平松！　急げ！」

　全ぜん裸らを見ないように顔を覆っていた平松は、俺の声に、強く目をつぶって走り出した。

　その結果──

　ずでーんと盛せい大だいにこけた平松は小さく「……痛っ」と呟き、めくれ上がってしまった制服のスカートを正す。

　そこに忍しのび寄る、スライムのドロドロとした魔まの手。

「平松ーっ！」俺は叫さけびながら手を伸ばす。

　だが──平松は……全裸だった俺を直視できない平松は、差し伸べた手に気付くことはなかった。

　くそっ！　平松……俺が今すぐ助けに──

「待て、相川」

　俺の肩かたをがっしり摑む織戸。

「少しだけ、待つべきだ」

　どうして……はっ！　この織戸のイヤらしい口元……

　俺は顔を平松の方へと戻す。

　お下さげ髪がみの少女は、ほんのり頰ほおを赤くさせて、必死にスカートを押さえている。だが、スライムはすでにスカートを溶かし始めていた。

　織戸……お前まさか、見たいと言うんじゃないだろうな？　平松の……

「相川……くん……見ないで……」

　ぎゅっとスカートを強く摑む平松に、俺は動きを止めてしまった。

　……くっ。平松──ちょっとだけ待っててくれ。せめてスカートぐらいは──

　ダメだダメだ！　俺は何を考えているんだ！　平松はその身を挺ていして俺を助けてくれたんじゃないか。

　今すぐ助けないと──

「……やだ……ぬるぬる……して……や……」

　悩なやましげな声。平松の美しいすべすべの白い肌はだを、緑色のスライムが這はう姿に、織戸はヨダレを垂らしていた。──全く、お前はクラスメイトのピンチをなんだと思っておるのかね。じゅるり。

　そろそろマジで助けてやらないと、制服が全部溶かされてしまう。

　服を全すべて失った俺ならば、もはや害はない。

　特とつ攻こうをかけようと、構えた瞬しゆん間かん──

　ざっぱーん。

　さっきまでぶよぶよだったスライムは、まるで長時間ほったらかしにしたあんかけの如ごとくしゃばしゃばになり、どっと廊下へ流れ込んできた。

　溺おぼれる！　スライムで溺れる！　廊下の天てん井じように届くほどにまで膨ふくれあがったスライム。

　怒ど濤とうの勢いで廊下を進んでいく。

　やはり裸になった俺にはもう興味がないのだろう。スライムは階段を降りていった。

　って、やばいぞ！　被ひ害がい者しやが続出する！

　後を追おうとした俺は、廊下の途と中ちゆうで倒れている平松を発見した。

　全裸ではなく、純白の下着一枚だ。

　どういうことだろう。俺やハルナは全裸にさせられたのに。

　床に伏ふせる平松は起きる気配を見せない。恐おそらく、意識を失っているのだろう。

　化学室の横にある化学準備室の扉が開き、そこから現れた織戸は、なにやら男前な顔でメガネをくいっと押し上げた。

　こいつ、上う手まいこと逃げやがったな。

「見ろ、相川──」

　織戸は平松を指す。どうせ裸に興奮するーみたいなことを言うのかと思ったら……

「靴くつ下したとパンツだけは残している。あいつ──紳しん士しだな」
















　俺は驚きよう愕がくした。スライムが残したのは下着一枚だけじゃない。

　言葉も出ない俺に、織戸は続ける。

「全裸にエロはあっても萌もえはない。パンツと靴下を残すことで、高水準のエロとエッセンスとしての萌えを実現させる。まさか、俺が粘ねん液えき的なモノにリスペクトすることになろうとはな……」

　なんて……なんて分かってる奴やつなんだ！　ハレンチ・スライム！

「そんなことより、お前のブレザーを貸せ」

「俺をひんむくつもりかっ！　相川！　お前にはやっぱりそんな趣しゆ味みが──」

「うるせえよ。平松に貸せって言ってるんだ……今、やっぱりってつけなかったか？」

「あー、平松にな。それなら貸すわ。全力で貸すわ。五着は貸すわ」

　やれやれ。織戸がブレザーを脱ぬいで、意識を失っている平松にかけている姿を見ていると、背後に人の気配がした。

　振り返ると、そこにはツインテールの少女が一人。

「さあ、アユムさん。どうするおつもりですかぁ？　ヴィリエはぁ、大事になるのを嫌きらうんですよぉ？」

「今すぐ消し去ってやりたい気分なんですが──どうすれば？」

「ハルナはきっとぉ、アユムさんがこの事件を解決させて魔装少女としての資質を私に見せたいんでしょうねぇ」

「ええ、俺もそう思います」

「でしたらぁ、私が答えを出すのはぁ、ダメだと思いませんかぁ？」

　……なるほど。確かにその通りだ。俺はがくんと肩を落とす。そんな俺を見て、大先生はクスクスと笑う。

「一つだけぇ、ヒントを差し上げますねぇ。スライムの大きさを決めるのはぁ、テンションですぅ」

　テンション……ねえ。両手を腰こしに当てて、窓の外へ視線を飛ばす。

　大先生のヒントでは意味がわからないが、倒たおす手段がないとは言わなかった。俺が、なんとかしてやらないとな……

　廊ろう下かの窓からは、校舎と校舎を繫つなぐ中庭が見える。そこには、ハルナを先頭にしたクラスメイトたちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑まどっている姿があった。

　ちゃんと、野外へ逃げたか。ハルナにしては上出来だ。

　しゅるるるるる──さく。

　風を切って飛んできた一枚の木の葉が窓を突つき破り、俺の心臓を貫つらぬいた。

　この急所に的確な木の葉手しゆ裏り剣けん──電話で呼んでいた吸血忍にん者じや、『セラ』が来たようだ。

　穴の空いた窓を開けると、空中にポニーテールの少女がいた。

　吸きゆう血けつ鬼きのような翼つばさとマント。すらりとしたスレンダーなボディに、けしからん胸と尻しり。

　タンクトップにタイトなミニスカートと、悩ましげな服装と、黒く美しいポニーテールには、高校生男子なら誰だれしも興奮せざるを得ないだろう。

「よく来てくれたな」

「すみません。気持ち悪い。あまりの気持ち悪さに、つい口より先に手裏剣が出てしまいました。気持ち悪い。何な故ぜ──一糸たりともまとっていないのですか？　気持ち悪い」

　どんだけ言うねんっ！

　すっかり真まっ裸ぱだかだったことを忘れていた。裸で窓に向かって仁に王おう立だちしていた以上、手裏剣を投げられても文句は言えない。

「困ったモンスターが出現してな」

「吐はき気けを催もよおしたくないので、わざわざ来てやったのですが、吐き気がします。さっさと着き替がえて下さい」

　セラはそう言いながら、ぽいっとチェーンソウを投げ入れる。もう少し近づいてもよくない？

　窓から手を伸のばして、チェーンソウをなんとか受け取った俺は、呪じゆ文もんを唱える。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　それだけであら不思議。いや、摩ま訶か不ふ思し議ぎ。残念な可愛かわいらしい衣い装しようが俺の体をコーディネートしてくれる。

　もうこの変身にも慣れたものだが、溜ため息いきが漏もれるのは何故だろう。

「では、気持ち悪いモノを見る趣味はないので──」翼をはためかせて立ち去ろうとしたセラだったが、その足首にスライムが巻き付いた。

　ちょうど一階下の廊下にスライムがいたのだろう。窓を突き破って、校舎の壁かべを伝うように、セラに襲おそいかかったのだ。

「セラっ！」

　俺の叫びに応じて、セラは木の葉の剣を振るう。しかし、剣は水を切ったようにスライムを通り過ぎた。

　切れないのか──物理的な攻こう撃げきは通用しないのかもな。

「くっ！　なんですかこれはっ！　服の中に……気持ち悪い」

　服の中……だと……あのスライム、内側から溶かすつもりか！　くそ！　どこまで良い仕事をしやがるんだ！

　セラを取り込んだまま、校舎と校舎の間にある中庭にスライムが流れ落ちる。

「……くぅっ！　この変へん軟なん態たい動物！」

　セラの服がどんどん溶とけ、黒地にピンクの縁ふち取どりをした下着が見える。必死にふりほどこうとしているみたいだが、セラの力を以もつてしても、スライムからは逃にげられない。

「きゃあっ！」「……やだ……」「ぬるぬるするぅ」

　見れば、沢たく山さんの女生徒がスライムに飲み込まれていた。

　その中には、ハルナの姿も──

「離はなせよな！　うにゃああ！　どこ触さわってんだーっ！　もうっ！」

　中庭でなんとか逃のがれていた男子生徒たちは、その様子をただ見ていることしか出来ない。女子を放ほうって逃げることも出来ず、ただ右往左往するしかなかった。

　スライムの巨きよ大だい化はどんどん進んでいる。今ここは三階なのだが、もう下を向かなくてもすむレベルだった。

　どうすれば止まるんだ……これ。

「うわっ！　相川。なんだその格好は！」

　化学準備室に平松を運び込んだ織戸が廊下に出てきた。

　俺のこの可愛らしい格好に驚おどろく気持ちはわかるが、そんなウザそうな目をするな。

　少し離れた位置から、織戸は窓の外を見る。

「何を見てるんだ？　……はっ！　セラさん！　セラさんがいるじゃないか！」

　織戸はセラの極上エロボディが大好きだ。そりゃあもう大好きだ。どれだけ好きかと言うと、スライムに服を溶かされていく様を見て、窓を開け、飛び降りるほど好きなんだ。

「って！　お前は何して──」

「セラさ──んっ！」

　ダメだ。興奮のあまり、セラ以外は何も見えていない。

　ぶにょん。とスライムの中に飲み込まれる織戸。

　自分から行くとはな。恐るべきエロ魂だましいだ。

　まあ、スライムが巨大化していて良かったよ。あいつはただの人間だからな。三階から飛び降りたらただじゃすまない。

「織戸……」「そうか」「あいつ……まさか」「なるほど」

「「その手があったかっ！」」

　中庭にて、ただ指をくわえているしかなかった男子生徒たちが織戸の奇き行こうに驚愕の表情を浮うかべた後──自らスライムに飛び込んでいった。

「ちょっ！」「やだっ！」「男子共……どこ触って！」

　女子たちの悲鳴がさらに大きくなる。

「こっちへ来ないで下さい。気持ち悪い」

　最も早はやブラも全すべて溶かされ、パンツ一枚にされたセラは、スライムの中を泳いですり寄ってくる織戸に冷たい視線を送る。

「これは助けようとしてるんでげす！　やましい気持ちはないんでげす！」

　げという一文字が入るだけで、これほど胡う散さん臭くさくなるのだろうかと悩なやませるほどの気持ち悪さ。男子たちは『女子を助ける』という名目で、あられもない女子にボディタッチを試みているのだ。

　アホとしか言い様がない。

　そのとき、おかしなことが起こった。

　織戸が飛び込んだ際にぶよんと揺ゆれたスライムが、まだ動いている。

　それは、まるで何かに苦しんでいるようだ。

　プリンを乗せた皿を動かしたように左右に揺れながら、どんどん縮んでいくスライム。そして、俺は気付いた。

　スライムの大きさを決めるのはテンション。

　女の子の服を溶かし、スライムは大きく育ってきたのだ。

　だが、俺の服を溶かしたとき、今織戸を取り込んだとき、そのサイズは小さくなっていった。

　ハレンチ・スライムは紳しん士し的な生き物だ。

　その弱点は──男。

　気持ち悪いものを吸収することで、退治することが出来る。

　男子生徒たちを取り込んで、どんどん小さくなっていってる。だが──後一押しが必要だった。

　今、この学校で一番気持ち悪いものは何かと聞かれれば、全員が全員こう答えるだろう──『相川歩あゆむ』だと。

「大先生」

「はい。なんですかぁ」

「見ていて下さい。謎なぞは──全すべて解けた」

　俺はチェーンソウを片手に、窓から飛び降りた。

　ぬるぬるのスライムに取り込まれると、早さつ速そく着替えたばかりの魔ま装そう少女の可愛い衣装が溶けているのを感じていた。

「うわ！　変態だ！」「相川……キモイ」「噓うそ……なんであんな格好」

　スライムに捕つかまっている生徒たちが俺の姿に不快感を示していた。

　なんとでも言ってくれ。

　その不快感こそが──こいつの弱点なんだから──

　大きさは先ほどの半分ほどになり、俺の服も男子生徒の服も全部溶かされてしまった。

　俺はチェーンソウを構える。魔装少女には壊こわされた物を修復する力があるんだ。

「食らえ……倍プッシュだあああああああああああああああっ！」

　チェーンソウがピンク色の光を放ち、男子生徒たちの制服が修復される。

　もちろん──俺の可愛らしい衣装もな。

　スライムのぬるぬるが俺の衣装を、俺の涙なみだがスライムを溶かしていった。

　ソフトボール大ほどの大きさになったスライムは、色も透とう明めいになり、動くことがなくなった。

　やはり、俺の推理は間ま違ちがっていなかったようだ。

　記き憶おく操作も制服の修復も終わり、ハルナとセラに手伝わせ、生徒全てを教室に運び込んだ俺は、疲つかれ切って自分の席で俯うつぶせていた。

　全員が眠ねむる教室で、俺以外に唯ゆい一いつ起きている女生徒がこちらへやってくる。

「ふふ、ちゃんと自分の身をなげうってぇ、事件を解決したようですねぇ」

「なるほど、ハルナはそれを試ためさせたんだな。魔装少女としての資質──自分の体を懸かけられるか」

「本人もぉ、あれほど大きなハレンチ・スライムが出来るなんて思ってなかったでしょうけどねぇ」

「で、魔装少女として認めて貰もらえるんですかね？」

「いいえぇ。アユムさんが優やさしくて勇気を持った若者だということは認めますけどねぇ」

　まあ、魔装少女としては何にもしてないからな。

「記憶操作も消すことしか出来ないようですしぃ、修復魔法も雑ですねぇ。そもそもぉ、ほいほい魔装少女に変身しちゃダメですよぉ。メガロが出たときに変身出来なかったらどうするおつもりなんですかぁ」

　そりゃあ、ハルナから「なんとなく」しか習っていないから。と言い訳しようかと思ったが、精神的にも疲れていたのでやめた。

「すいません。以後気をつけます」

「ふふ……でもぉ、少し格好良かったですよぉ」

「え？」思いがけない言葉に、俺は目を輝かがやかせてしまった。

「とっても気持ち悪かったですがぁ」

　泣いても……イイかな。

　とまあ、こうして一大事は去ったのだが──このまま何事もなく一日が終わるほど、甘くはなかった。

　二限目の授業はなんだったかなとぼーっとしていると、ちょうどチャイムが鳴り、それと同時に『教頭先生』が入ってきた。

　何な故ぜ──教頭が？　チャイムの音で、眠っていた生徒たちが目を覚ます。彼らは一限目は自習だったと思っているはずだ。

「えー、実は重大なことが起こりました」

　まさか──スライムの件が記憶操作しきれていなかったのか？　ハラハラする胸の内を知ってか知らずか、教頭は険しい表情で言う。

「四月に、身体測定をし忘れていました。ので──二限目から身体測定とスポーツテストをします」

　……ふーん。なんだそんなことかと胸を撫なで下ろした俺の隣となりで大先生がぼそりと呟つぶやく。

「そう言えばぁ『賢けん者じやの石的なモノ』はどこにいったんでしょうかぁ？　下手をすると、また別の生物が生まれたりするんですけどぉ」

「消えた訳じゃないんすか？」

「ハレンチ・スライムに捕とらわれていた誰だれかの服にでも、入り込んだんでしょうかねぇ」

　まさかな。まさかとは思うが──女子の服の中？　いやいや、もしそうなら、身体測定で女子側に忍しのび込まなくちゃいけないなんて事態になるじゃないか。

　はっはっは。まさかね。──まさか……ねえ？
















　前回までの『これはゾンビですか？』

「材料はホウ砂しや、洗せん濯たくのり、水、賢者の石的なモノと、色付け用の悪あく魔ま絵の具な」

「な、なんだ今の音は！」

「ハルナ、大だい丈じよう夫ぶでしょうかぁ？　賢者の石的なモノは扱あつかいが難しいですがぁ」

「はい、ドブ川です」

「相あい川かわ……くん……見ないで……」

「靴くつ下したとパンツだけは残している。あいつ──紳しん士しだな」

「くっ！　なんですかこれはっ！　服の中に……気持ち悪い」

「見ていて下さい。謎は──全すべて解けた」

「食らえ……倍プッシュだあああああああああああああああっ！」

　ピ、ピ……ピ、ピ。ピピピピピピ……事件はリアルタイムで進行している。

　美少女のソックスだけを残して服を溶とかす紳士的なハレンチ・スライムを倒たおした俺だったが、それで問題は解決しなかった。

　魔法の世界ヴィリエからやってきたアホな天才魔装少女『ハルナ』が『ハレンチ・スライム』を錬れん成せいするために持ち込んだ『賢者の石的なモノ』が行方ゆくえ不明なのだ。

　もし、あのハレンチ・スライムのような紳士的生物を生み出してしまえば──面めん倒どう臭くさいことになるのは火を見るよりも明らか。

　つまりだ。

　一刻の猶ゆう予よも残されていない状じよう況きようだと言いたい訳だ。

　九月某ぼう日じつ。──四月にするはずだった身体測定を、学校側がついうっかり忘れてしまったために、二限目から急きゆう遽きよスポーツテストと身体測定を学年全体でやることとなった。

　急に決まった代わりに、今日はもう昼までで帰っていいという。

　生徒は皆みんな喜んだが、俺だけは喜べなかった。

　時間がない。

　賢者の石的なモノを家に持って帰られれば、絶対ハレンチ・スライムのような事件が起こるだろう。

　これ以上失態を繰くり返せば、俺は魔ま装そう少女の資格を剝はく奪だつされてしまうかもしれない。

　あれ？　それ、超ちよういいよー。超いいじゃなーい。

　と思いつつも、やっぱりハルナのために頑がん張ばってやらないといけないし、事件を阻そ止し出来るならそれに越こしたことはない。

　……となれば、この身体測定の間に、賢者の石的なモノを探し出さなくてはいけない。

　事態は刻一刻と、悪い方へ進んでいるような気がした。

　まず、男子はグラウンドでスポーツテスト。女子は体育館できゃっきゃうふふの身体測定だ。

　俺はゾンビなので、いつも体育のときはぶっ倒れて保健室へ運ばれる。

　この日常的な特性を生かし、即そく座ざにスポーツテストをリタイアした俺は、誰もいない教室で、全員のカバンを漁あさっていた。

　すごいドキドキしている。

　なんだろう。この罪悪感は。

　良い事をしているんだけど、悪いことをしている、奇き妙みような感覚。

　さっさと見つけてみんなと合流したいんだが──

　くそ。どこにもないな。やっぱり誰かが持ち歩いているのか。

「何やってんだ相川？」

　声を掛かけられて、びくんと体が跳はね上がった。

　マズイところを見られてしまった。

　そこにいたのは、金きん髪ぱつの青年だった。

　高身長でイケメン。女子に人気の男子生徒。

　名前は『下しも村むら』だが、その日本人離ばなれしたイケメンぶりに、『アンダーソン』と呼ばれている。

「なんだ、アンダーソン君か」

　俺はほっと胸を撫で下ろす。

　とりあえず話の通じない相手でなくてよかった。教師や茶化すクラスメイトだったら人生終しゆう了りようだ。

「いい趣しゆ味みだとは言えないなぁ」

　イヤなところに出くわして、バツの悪そうな顔で呟いたアンダーソン君。教師に通報しようか悩なやんでいるのだろう。

　ハレンチ・スライムの件は学校全体の記き憶おくを消したから、アンダーソン君も覚えていないだろうが──彼ならわかってくれるはずだ。

「実は、赤い宝石のようなモノを探してるんだ。すごく大事なモノだから、あまり人に知られたくなくて」

「ほうほう。で──あったのかい？」

　アンダーソン君は疑う素そ振ぶりも見せずに、腕を組んで笑えみを浮うかべる。

「カバンは一通り調べたんだが、見あたらないんだよ。となると、誰かが持ち歩いていると思うんだ。今日中に用意しなくちゃならなくて──大至急、生徒たちの身体検査をしたいところなんだが──信じてくれるのか？」

「ああ、ちゃんとした理由があれば、俺も協力する。てっきり変態かと思ったよ」

　なんて良い奴やつなんだ。アンダーソン君。

「ありがとう」

「その代わりと言っちゃなんだが──ちょっと俺からも頼たのんでいいかな？」

「え？　ああ、何でも言ってくれ」

　交こう渉しよう成立だ。

　アンダーソン君はぱちりとウインクして、自分の席を親指でさす。

　彼の他ほかにこれほどウインクの似合う男は、この学園にいないだろう。

「以前、ハルナ先生がこの学校の理科室で一人、妙みような実験をしているところに出くわしたことがあるんだ」

「それが何か？」

　あの天才魔装少女め、賢けん者じやの石的なモノで作るスライムの他に、別の実験を行っていたのか。

　アンダーソン君の席へと移動しながら、話を続ける。

「にわかには信じがたい話だと思うが──透とう明めい人間になる薬さ。それを密ひそかに入手した」

　そんなものがあるのか？　エロアイテムにもほどがあるだろう。

　驚おどろく俺に、アンダーソン君はイケメンスマイルを向け、カバンの中から、まるで鼻び炎えん薬のようなカプセルに入った薬を一錠じよう、俺に渡わたした。

「そんな大層なもん、アンダーソン君は使わなかったのか？」

「実際、使ったことはないんだ。使ってみたい願望はあったんだが、色々怖こわくてね。で──相川に実験台になって欲しい」

　まあ、副作用とかありそうだしな。なんでそれをアンダーソン君が持ってるんだろう。

　ただの男子高校生……じゃないのだろうか。

　はたまた、たまたま変なことをするハルナを発見しただけなのだろうか。まあ、そこはどうでもいい。記憶操作でどうにかなる範はん囲いだ。今は──

「全然ＯＫだ。俺なら死ぬことはないと思うし。これで透明人間になれたら、女子の身体測定に忍しのび込める」

「じゃあ男子の方は、俺がボディチェックしておくよ」

「助かる」

　俺は口の中を唾だ液えきで一いつ杯ぱいにして、カプセルを飲み込んだ。

「さあて、どうなるか」

　アンダーソン君は楽しそうに俺を眺ながめていた。

「そうすぐに効果が出るわけでもないかな」

　なんて言ったそばから、効果が如によ実じつに現れた。

「お？」

　アンダーソン君が口を丸くさせた。興きよう味み津しん々しんだな。

　指先からすーっと消えていく体。

　ほんの一分ぐらいで、俺の体は消え去ってしまった。

　本当だったようだな。ハルナの奴はどこまで天才なのか。

「こんなに簡単に透明人間になるとはな」

「じゃあ、服を預かるよ」

　あまり驚くこともせず、笑顔で手を差し出すアンダーソン君に、俺は怪け訝げんな顔をした。

「服？」

「だって、服は薬を服用してないだろう？」

　体は消えたが、服は消える気配を見せない。

　そりゃそうだ。

　透明『人間』は、服のことではないからな。

　脱ぬぎ脱ぎすると、俺の体が全部消えていることが分かる。

　内臓から、爪つめや髪かみ、血管や神経まで。

　魔法の力でもないと、ここまで徹てつ底てい的てきに消えるような薬なんて出来ないだろう。

「一つ気になることがあるんだが──これって効力はいつまで続くんだ？」

「さあ？」

　俺の服を畳たたみながら、アンダーソン君は薄うすく微笑ほほえんで肩かたをすくめた。







　とまあ、そんなこんなで、ハルナが作ったという透明人間薬を飲んだ俺は、体育館へとやってきた。

　うひょー。たまんねえ～。

　──と、ツンツン頭のメガネ野や郎ろうなら言うだろう。

　そこに広がっていた光景は、まさに天国だった。

　何台と並べられた体重計と身長計。座高、握あく力りよく、視力、上体反らし、踏ふみ台だい昇しよう降こう、反復横よこ跳とびに垂すい直ちよく跳とび、そして何より──胸囲を計るようだ。

　一年生全体の女子が今ここにいるようだ。その中で、用があるのはウチのクラス。一年Ｃ組の女子だけだ。

「ひゃっ」

　ジャージを着た女子高生の体。その未成熟な柔やわらかいボディをまさぐりまさぐり。

　役得感は全然感じられないな。

　申し訳ない気持ちで一杯だ。

　申し訳ない気持ちでおっぱいだ。

　はっ！　俺は今何をっ！

　靴くつの先から胸むな元もとまでボディチェックをしていく。

「きゃっ」

　二人目……

「ひうっ」

　三人目……

　見えない手に全身をなで回されているんだ。そりゃあ気持ち悪いだろうね。そして、気味が悪いだろう。

　罪悪感が尋じん常じようじゃないが、今は一刻を争う深刻な事態なんだ。

　名前も知らないクラスメイトが体重計に乗る。

　昔ながらの、針が動くアナログタイプの体重計だ。

　俺は女生徒をチェックするために、体重計に乗った。

　ぐーん。針は余よ裕ゆうで一回転。一〇〇キログラムを超こえる。

「ぎゃーっ！」

　およそ女性が発したとは思えぬ悲痛な叫さけび。両手で頭を抱かかえ、いやんいやんと頭を振ふっていた。

　そんなに一〇〇キログラムを超ちよう過かしたことがショックだったのか？　暴れるなよ。ボディチェックが上う手まく出来ないだろう？

　体重計から降りると、針はちゃんとした数値に戻もどる。

　何をされたのかわからないまま、体重計に乗った女の子はきょろきょろ辺りを見回していた。

　何も見つからない。あっても財さい布ふか携けい帯たい電でん話わぐらいだ。

　くそ……どこだ……どこにあるというんだ。

　身長、体重、座高、握力。

　うろうろと体育館の中を歩き回る。

　クラス毎ごとに分けて欲しかったが、仲良しグループで回っているようだった。

　スライム事件は校舎の外にまで及およんでいたが、実験を行っていたうちのクラスの人間が持っている可能性が高い。

　一ヶ所に集まっててくれれば楽だが、あっちこっちにいるから、わざわざ移動する必要があった。

　次は──平ひら松まつがいるな。

　お下げ髪の美少女、我がクラスが誇ほこる学年トップの頭脳を持つ平松妙たえ子こは、短たん髪ぱつの少女と茶ちや髪ぱつの少女と一いつ緒しよにいた。

「でさー、遊園地にゴーカートがあってさー」

「どこにでもあんじゃないの？」

「……ユキちゃん、そういうの好きだよね」

「今度みんなで行こうぜー。超ちよう広いコースらしいんだ！」

「はいはい。また今度ね。ほら、早く計っちゃいなさいよ」

　計っているのは──握力。

「うおーっりゃーっ！」

　短髪の少女が、んーっと力を入れて、握力計を握にぎる。

「すごーい。ユキちゃん四五キロだって！」

　それを見て、茶髪の少女がパチパチと手を叩たたく。

　短髪の少女は吉よし田だ友ゆ紀き。ガキのような大きな目とガキのような表情。ガキのような性格から、名前をユキではなくトモノリと呼ばれている。

　こう見えて友紀は吸血忍にん者じやというよくわからない存在で、化け物退治を生業なりわいとしているごく普ふ通つうの女子高生。握力四五キログラムだって低すぎるとすら思える。

　少年のような性格に、ジャージ姿がよく似合っていた。

　茶髪の少女は三み原はらかなみ。すごく普通の女子高生。

　メイクバッチリで、マトリョーシカの如ごとく小さなバッグをいくつも持つ。

　ジャージ上下に加えて、制服のスカートを穿はいていた。二学期に入ったとはいえ、まだまだ暑いだろうに。

　その二人と平松を合わせて仲良し三人組。学校ではいつもこの三人で行動をしている。

「じゃあ、次は妙ちゃんねー」

　握力計を茶髪の女生徒三原が、お下げ髪の美少女平松へ渡す。

　平松は目を瞑つぶり、んーっと力を強めた。

　握力──一六キログラム。これが平松の精せい一いつ杯ぱいなのだろう。

「あはははは！　本気出せよー」

　余裕で大笑いする友紀。

「妙ちゃんわざとやってるでしょ？」

　バカにする三原。

「……もう……からかわないで」

　顔を真っ赤にして恥はじらう平松。

　ずっとこんな感じなのだろう。

　微笑ましい光景だが、平松が少し可哀かわい想そうに思える。

　よし。俺が手助けしてやろう。

「じゃあ左手ー。ぶりっ子キャラとかいらないから本気でやってね。妙ちゃん」

「……自信ないなぁ……んーっ」

　さっきよりも握力が低いとまたバカにされる。俺は平松が持つ握力計に指を二本添そえて──ゾンビパワーを炸さく裂れつさせる。

　握力は──八三。

「強っ！　リンゴを握りつぶせるレベルじゃねえか！　すげえよ！　今度オレと腕うで相撲ずもうしようぜ！　超すげーよ！」

　アホの友紀は信じ込んでしまった。

「すごっ！」

　三原は面おも白しろそうに笑いながら言う。機械の故障か何かだと思っている様子。

「え……えええええぇ……」

　驚きよう愕がくの表情で握力計をまじまじと見る平松。

　ちょっと、やりすぎちゃった。てへ。

　いかんいかん。こんなことをしている場合じゃなかった。

　平松の優やさしさ溢あふれるボディをまんべんなくまさぐらないと。

　ポケットには何もないが、どこに持ってるかはわからないからな。一応ボディチェックを。

　肩──

「ひゃん……」

　腕──

「……や」

　腰こし──

「ん……」

　………………なんだか、興奮してきた。

　触さわる度たびに声を上げるのは平松が初めてだった。それにしても、驚おどろいているというより、どこか悩なやましげな声だ。

　胸元はどうだろう？　あの賢けん者じやの石的なモノは宝石みたいだったし、ペンダントにすることも出来る。

　ごめんよー。平松ー。決してどんな反応をするかが楽しみな訳じゃないからねー。

　そっと胸へと手を伸のばす。

　………………いや、やめておこう。十分だ。

　これ以上、平松に迷めい惑わくは掛かけられない。

　ついでに、アホの友紀と、ギャルの三原もチェックしておこう。理由は、なんとなくだ。

　三人が次に向かった検査は──胸囲。男子高校生として、最も気になる検査であると言えよう。

「オレ、あんまり気が進まねーなー」

　両手を頭にやって、溜ため息いきを吐つきながら、とぼとぼと歩く友紀。

　測定表を教師に渡わたして、ジャージをシャツごと──いや、ブラごとまくり上げる。

　──でっけえ。

　友紀は陸上部だからなのか、はたまた少年のような性格からなのか、それとも吸血忍者だからなのか、胸を押さえつける傾けい向こうにある。

　彼女が隠かくれ巨きよ乳にゆうであることは最も早はや周知の事実だったが、解放されたおっぱいがこれほどまでに──でっけえ。

　雪のように白い肌はだの先に、うっすらピンク色の蕾つぼみが愛らしい。

　ま、まあ──俺は別に見てもいいだろう。こいつとは形式上『夫ふう婦ふ』ということになっているからな。うんうん。

　メジャーでぐるっとトップを一周して計る。

「八六です」

「前って八五じゃなかったっけ？　ユキちゃん、またおっきくなってるねー」

　からかうことが人生の楽しみと言わんばかりの三原。

「……羨うらやましいなぁ」

　小さく呟つぶやいた平松の言葉は、きっと俺にしか届いていなかっただろう。

「えー、やだよこんなの。邪じや魔まになるだけじゃねえか」

「相川にはもう見せた？」

「ば、バカヤローっ！　……み、見せる訳、ねえじゃねーか。そんなの、恥ずかしいし」

　もう見てます。ごっつ見させていただきました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。

　ブラを直し、ジャージを下ろした友紀を拝んでいる場合じゃなかった。ボディチェックボディチェック。

「わひゃひゃひゃ……」

　笑うな。こそばゆいのは分かるけどな。

　脇わき、横腹、お尻しり。どこにもないようだ。はい、次の人──

　平松の胸囲は──八五。あれ？　結構胸あるんじゃね？　なんて微笑ほほえましい結果を眺ながめつつ、三原をチェック。

「ちょ……何？　ヤダ──」

　眉み間けんにシワを寄せて、もぞもぞと体をくねらせる三原。

　ジャージにスカートに、調べる箇か所しよが多いな。なんでこいつはスカート穿いてるんだ。

　──はい、チェック終わり。

「どした？　かなみ」

「なんか、痴ち漢かんされたみたいな感覚があって、寒気がした」

　体を抱だくような仕草を見せる三原の胸囲は──八一。

「私も……さっき……なんだか……その……こそばゆくて……少し気持ちいい感じが」

　早くここから離はなれた方が良さそうだ。気付きだしている。

「そうか？　オレは全っ然そんなことなかったけどなー」

　お前にもべったべたに触ったよ！　アホの友紀は気付くこともないようだ。

　とまあそんな感じにさっさと進めた訳だが、賢者の石的なモノは見つからなかった。Ｃ組は全員調べたと思うんだがな。

「次の人ー」

「は～い」

　ふと見ると、身長を計っている少女の姿が見えた。長い髪かみをツインテールにした、のんびりおっとりとした少女だ。ぱっと見た感じ、身長は一五〇センチメートル以下で、中学生のようにも見えるな。

　彼女は唯ゆい一いつこの事件を知っている存在──魔法の世界ヴィリエからやってきた凄すご腕うで魔ま装そう少女。通つう称しよう『大先生』だ。

　大先生が持っている可能性は？　ないだろう。

　この事態を一番収束させたいのは魔装少女なはずだ。

　でも──一応やっておくか。

「身長は──一八六センチです」

　噓うそつけ！　騙だまされるな測定員！　明らかにおかしいだろ！　どう見てもツインテールが福ふく島しま正まさ則のりの鉄てつ黒くろ漆うるし塗ぬり桃もも形なり大だい水すい牛ぎゆう脇わき立だて兜かぶとみたいに重力を無視して上を向いているだろうが！

　魔装少女は見み栄えを張ることが多いからな。記き憶おくでも操作して髪の毛の先で計らせたのだろう。続いて──体重。

「二グラムです」

　噓こけ！　騙されるな測定員！　明らかにおかしいだろ！　どう見ても浮ういてるだろ！　ホバリングしてるだろうが！

　そんな大先生の背後に近づき、ジャージの上からぐっと胸を鷲わし摑づかみにする。

　噓を吐くような子にはおしおきが必要だからな。小さくても柔やわらかい胸だ。特に問題はない。続いて──

「アユムさん、ですかぁ～」

　びっくううううううううう。まさか名前を呼ばれるとは思わなかった。

　気付かれている──すでに。

　どうする？　下手こいた。するんじゃなかった。殺される。頭は最も早はやパニック症しよう候こう群ぐん。

「返事がありませんねぇ～気のせいですかねぇ～」

　ゆっくり喋しやべるのが逆に恐おそろしい。気のせいだったら心の内に止めておくだろう。やっぱり、バレているんじゃ──逃にげよう。

　うん。大先生が持っている訳ないよ。ボクが間ま違ちがってたよ。うんうん。

　そそくさと逃げ出した俺だったが、途と方ほうに暮れていた。

　持っているだろうＣ組の女子は全員調べ終えてしまったのだ。

　もしかして、別クラスの手に渡ってしまったのか？

　この全校生徒の女子、誰だれかの手に──

　アンダーソン君の方で見つかってくれれば良いが、一応念のために全員調べるかね。

　嬉うれしいはずのボディチェック。でも、これだけの人数をやるとなると──

　ため息が漏もれるね。







　さて、あれから何人の女子高生の体を触っただろう。女の子大好きな織おり戸とだったら、それも喜べるだろうが、さすがに疲つかれた。

　次は──黒髪の女性。

　スレンダーな体つき、凜り々りしくも美しい顔つき。ジャージではなく、制服姿だった。

　ストッキングに包まれた長くて綺き麗れいな足が、身長計に乗せられる。

　脳天へ向けてすとんと落とされた……木の……あれ、なんて言うんだろう。

　身長は一七〇センチメートル。ほぼほぼ俺と同じ身長だ。

　なんて、じっと眺めているのには理由がある。

　彼女の名前は星ほし川かわ綺き羅ら々ら。友紀と同じ吸血忍にん者じやで、本名はサラスバティという忍者の部隊長だ。

　大先生の次に恐ろしいであろうことは間違いない。

　体に触ふれた瞬しゆん間かんに拘こう束そくされてしまいそうな気がする。

　が、やらない訳にはいかないな。

　イヤなことを後回しにする人生は嫌きらいでね。さっさとボディチェックを済ませて、楽になりたいもんだ。

　後ろから迫せまった俺は、そっとスカートに手を触れる。

　すると──ナイフのような鋭するどい目をしたサラスが振ふり向いた。

　どくん、と大きく透とう明めいな心臓が脈を打ち、思わず体が硬こう直ちよくした。

　怖こわっ！　顔怖っ！

「どうかした？」

　他ほかの女子高生がサラスに声をかける。学校の友達なのだろうか？

　じっと顔を見つめられている。それはまるで、そこに俺がいることをわかっているかのように。

　敏びん感かんな奴やつだな。さすが忍者だ。まあ、友紀も忍者だったが──これは、骨が折れそうだ。

　骨を折られそうだという意味も含ふくめて。

「──いや、何でもない」

　険しい表情を崩くずし、サラスはくるりと元の方向へ向く。

　よかった。バレてないみたいだ。

　ふう。慎しん重ちようにいかないとな。

　透明な手の平に、透明な冷ひや汗あせがびっしょりだ。

　身長を計り終えたサラスは、次の測定場所へすたすたと歩いて行く。

　もう一度サラスの体に触れてみる。

　う、腕うでを摑つかまれたーっ！　後ろに回されたーっ！　壁かべに押しつけられたーっ！　アメリカンポリスのような手さばきだーっ！

　サラスは俺の体にパタパタと触れて、人型であることを確かく認にんする。

　おう──大事な小こ袋ぶくろをきゅっと摑まれてしまった。

　さらに、尻をなで回されて──

「……何者だ？　知り合いに色素のない男はいないと思っていたが──いや、この尻には覚えがある」

　尻に覚えが──って、見てもいないのにわかるか？

「相川──歩あゆむだな？」

　バレたーっ！　どうしてバレたんだ！

　こうなったらもう、事情を話すしかないな。

「ＯＫ、わかった。話を聞いてくれ」

「何をしている？　貴様にそんな能力があろうとはな」

「俺の力じゃない。透明になる薬を飲んだ」

「そんな技術が──我々でも確立していないはずだ。で──何のために？　返答いかんによっては、貴様の睾こう丸がんを破は壊かいする」

　想像しただけで身が縮む。いや、別に俺は痛みを感じない体だが、精神的苦痛には弱いんだ。

「赤い宝石を探している。賢けん者じやの石的なモノって大先生は言っていたが」

「賢者の石的なモノ──聞いたことがある。古い文ぶん献けんの中に、バケモノを容易たやすく作り出すことが出来る石があると──バカな……それが今ここにあるというのか？」

「ああ、恐らく──な。最初、それは一年Ｃ組にあった。だが、教室にはなく、ここへ潜せん入にゆうした。急がないと、バケモノが生まれちまう。緊きん急きゆうだったんだ」

「私を調べていたということは、ここにいる一年Ｃ組の人間は持っていなかった。つまり、誰かの手に渡わたったと考えているのだな？」

「ああ、そうだ。信じてくれるか？」

「にわかに信じがたいが──いいだろう。手を貸してやる」

「いいのか？　こんな透明人間の話を信じて」

「何、結果が出なければ我々の法で裁くだけだ。日本の司法ではなく、我々の法でな」

　……おう。これはなんとしてでも賢者の石的なモノを探し出さないと。

「俺も捜そう索さくを続け……「いや、必要ない」」

　え？　サラスは俺の言葉を遮さえぎると携けい帯たい電でん話わを取りだし、どこかへかける。

「私だ。大至急探し出すモノが出来た。私のいる学園の全すべての人間を調べろ。目標は──赤い石だ。赤ければ何でもいい。とにかく全て探し出せ」

　サラスは吸血忍者を率いる部隊長。友紀やサラスのように、色々とこの学校には吸血忍者がいるんだろう。

　そいつらを総動員して探してくれるのなら、問題は解決だな。

　やれやれ──俺は手をもみもみして汗を拭ぬぐいながら、安あん堵どの息を吐はいた。

　あれ……手がうっすらぼやけて見える。やばい！　効力が切れかかっているんだ！

　今から入り口まで走って間に合うだろうか？　いや、入り口まで間に合っても、そこから外は地じ獄ごくだ。

　ここは舞ぶ台たいに上がろう。

　舞台袖そでに隠かくれるんだ！　急げ！　急げっ！

　ダッシュで舞台に上がる。その頃ころには、ぼんやりと体が浮かび上がっていた。

　そして舞台袖へと飛び込んだ頃には、もう完全に薬の効果は消えていた。

　──間かん一いつ髪ぱつ。助かった。

　このままサラスに全てを任せて、俺は脱だつ出しゆつしてしまおう。

　外へ出てからどうすればいいかはまた考えるとして、とにかくここにいるのはまずい。

　裸はだかでいることをバレるのはいいが、裸で女子の身体測定現場にいることはバレてはいけない。

　なあに。問題はない。

　この錆さび付いた扉とびらの鍵かぎを────開かない。

　はっはっはっ。甘い甘い。

　壊こわれた鍵なんか、ゾンビパワーを使えば強引に破壊可能だ。

　せーの。

　バキっ。ちょと大きな音がしたが、問題ないだろう。

　あとは扉を開けて──あれ？　開かない。この扉、歪ゆがんでやがるのか。

　ぎぎぎぎ……軋きしむ音が響ひびき渡る。

「本当かよかなみー」

「絶対音がしたって」

「……幽ゆう霊れい……かな」

　びっくうううううううううう。心臓が横おう隔かく膜まくを突つき抜ぬけてしまいそうなほどにぶるぶると揺ゆれた。

　……三人の声。もうその声だけで誰だかわかる。

　友紀、三原、平松だ。

　気付かれたか。こうなったらもう扉を破壊してでも──

「ほら、誰もいねえじゃねえかよー」

「あっれー？」

「老ろう朽きゆう化かが……原因じゃ？」

　逃げられませんでした。ひっそり暮らしたい俺が、そんな大だい胆たんな行動に出られる訳がないだろう。

　学園祭に向けての準備なのだろうか、シンデレラか何かの道具が散乱していたところを発見した俺は物もの陰かげに隠れ、ひょっこり舞台袖から顔を出した三人娘むすめをのぞき込んでいた。

　上がってくるなよ？　絶対、舞台には上がって──

「ちょっと見てこようか？」

「えー、面めん倒どうくせぇ。何を疑ってんだよかなみー」

「私の勘かん違ちがいってことにされるのがイヤなの」

「なんだか……怖いね……幽霊じゃ……」

「あっはは、大だい丈じよう夫ぶだよ。妙ちゃん」

　上がってきやがったーっ！　三原の奴め！　あいつさえいなければっ！

「ほら、何にもねえよ」

　友紀が頭に手をやりながら言う。

「てっきり、ツンツン頭の男子が潜入したのかと思ったんだけどな」

　険しい表情で、三原が小首を傾かしげる。

「さすがの織戸でもそこまで変態じゃねえだろ」

　友紀が心しん配ぱい性しような三原を笑い飛ばしながら言うもんだから、何か成果を残したい三原が一歩、二歩──と。どんどん近づいてくる。

　暗がりだからよく見えないだろうが──このままでは、見つかる。

　どうする？　どうすればいい？　このまま出て行って事情を説明するか？

　無理だ。友紀はまだしも、三原は絶対に信じないし許さない。

　明日あしたから俺は登校拒きよ否ひもやむないあだ名をつけられるに決まってる。

「おい、かなみー。怒おこられちまうよ」

「いや、私のカンじゃあ、絶対変態が紛まぎれてるわ。あいつの姿を見つけたら全女子生徒で総リンチにしてやるんだから」

　もうお前、刑けい事じになってしまえ！

「こらっ！　そこで何してんの！」

　女教師に見つかったようだ。

　声をかけられて、そそくさと舞台から降りていく友紀、三原。

　そして……平松は何を思ったか、こっちへと歩いてきた。

「あ……相川……くん？」

　バレちまったか。

「落ち着け、平松。静かに。しー」

　落ち着いていないのは、俺の方だった。悲鳴でも上げられれば一巻の終わり。いや、一九巻の終わりだ。

「う、うん……」

「どうしてお前はこっちに来たんだ？」

「いや……だって……かなみちゃんのカンって……よく当たるから……でも……まさか相川くんだったなんて……」

　友達を信用した結果ってことか。

「そうか。いや、そのまあ、うん」

　俺は焦あせっていた。

　きっと今、平松は俺を軽けい蔑べつしている。

　織戸と思ったら俺だった。つまり、今俺は奴やつと同類にされているはずだ。

「何……してるの……その……………………裸で」

　平松は両手で顔を隠す。万事休す。吸血忍にん者じやでも魔ま装そう少女でもない平松に説明も出来ないし。一応言い訳を考えつつ話を伸のばそう──

「これにはいろいろな事情があるんだ。理由は言えないが、どうか俺を信じてくれ」

「……うん……」

　え？　強く頷うなずいた平松に、俺は目を丸くさせた。

「信じてくれるのか？」

「……それは……うん……いいけど……大丈夫？」

　平松……こんな素すっ裸ぱだかで隠れている男の言うことを信じてくれるというのか？

　ええ子やーっ！　よかった。見つかったのがこの子で。

「ありがとう！」

　感かん涙るいを流す俺に、平松は手をパタパタと動かす。

「そ……そんな……まだお礼を言われることなんか……してないよ」

「そこで見張っててくれ。ここから脱出する。裸を見られたら人生が終わっちまう」

「だったら……そこからでも……ダメだよ……もう身体測定が終わった人たちは……グラウンドへ向かってるから……せめて反対側からじゃないと……」

　平松はそう言いながら、舞台の方を指す。確かに、ここの扉を開けて外に出ても、グラウンドに向かう道からは丸見えだ。咄とつ嗟さだったから近い方を選んだが、失敗だったな。

　舞台の幕を下ろして舞台上を突っ切り、反対側の舞台袖へいくしかないか？

　いや、舞台幕を下ろした時点で、誰だれかが上がってくる。

「……そうだ」

　パンと一つ手を打って、平松はシンデレラか何かの残ざん骸がいを漁あさる。

「どうした？」

「前に……演劇部の友達が……ここを使うのは自分たちだけだから……小道具は置いていくって……言ってたから……あった」

　平松はセミロングぐらいの長さをしたカツラを発見、俺に手て渡わたした。

「さすがに……衣い装しようはないけど……あ、かなみちゃんがジャージの上からスカートを……穿はいていたから……借りてくるね」

「助かる」

　平松は、いや、優やさしい優しい平松は、誰も舞台を気にしていないことを確かく認にんした上で、そっと舞台から降りた。

「妙ちゃん、捜さがしてたんだよ？　どこいってたの？」

「ねえ……かなみちゃん……スカート……貸して欲しいな」

「え？　急に？　まあ別にいいけど」

　ここからじゃ顔は見えないが、会話だけが聞こえる。

　すぐに戻もどってきた平松は、その場でスカートを穿く。

　そして、ジャージを脱ぬいだ。パンツが見えた訳でもないのに、興奮するー。

　シャツとスカートという格好になった平松は、軽く畳たたんだジャージの上下を俺に差し出しながら、満面の笑えみを浮うかべた。

「はい……相川くん」

　平松の脱ぎたてほかほかジャージ上下。

　素す肌はだの上からそれを着ることが出来るなんて、光栄の極きわみだ──

　なんてことを思うより、気になるモノが胸むな元もとに存在した。

　白いシャツを盛り上げる胸の谷間に、赤い宝石が見えた。

「平松──それ」

　俺は胸元に光るペンダントを指さした。

　平松の胸元にあったのか。確かに、俺が平松をボディチェックしたとき、胸だけは控ひかえていた。あのとき、ちゃんと胸を揉もみしだいていたら、すぐに見つかってたんだな。

　くそ。エロが地球を救うってのに、どうして俺は躊ちゆう躇ちよしてしまっていたんだ。

　まあ、結果オーライだがな。

「これ？　これは……さっき拾ったんだけど……穴が空いてて……かなみちゃんが紐ひもを通してペンダントにしようって……もしかして……相川くんの？」

「そう、実はそれは大事なモノなんだ。それを探しに、こんなところへやってきた」

「そ……そうなんだ……へえ～……」

　平松は本当に優しい子だ。今、きっと「それでも、なんで裸なんだろう？」なんて思ったはずだ。でも、そんな無ぶ粋すいなことは聞いてこない。

「裸になってでも手に入れたいモノなんだよ！」

「あー、うん……そうだね……」

　我ながらなんとも見事なまでに意味が分からない説得にも、平松は優しく返してくれる。

　ペンダントにしていた賢けん者じやの石的なモノを俺に手渡す。

　これで、当初の目的である賢者の石的なモノも無事回収し、役得で女子の体をべったべたに触さわることも出来た。

　なんだろう、この言いしれぬ達成感は。

　あとはこのままカツラを被かぶって女子として体育館の入り口へ向かうだけ。

　今開いている入り口は一つだけで、この舞ぶ台たい袖そでからは一番遠い場所である。

「じゃあ、行くぞ──平松」

「……うん……なんだか……ドキドキするね」

　ああ、俺も心臓がバクバクしているさ。死にはしないってのにさ。

　舞台袖から出ると、当然のように視線が四方から注がれる。だが、不ふ審しんを抱いだいただけで声を掛かけてこようとはしなかった。

　そうだ。日本人なら怪あやしい人には声を掛けたりしない。

　ん？　と思ったぐらいじゃ、傍ぼう観かんに徹てつするモノだ。

　だから、こっちが慌あわててはいけない。出来る限り、目立たないように、慌てず騒さわがず、切り抜けてしまわないと。

「あれ？　妙ちゃん」

　三原が、声を掛けてきたので、立ち止まる。俺は顔を見られないようにそっぽ向いたが、平松は引きつった笑いで対応する。

　頼たのんだぞ、平松。

「……な……なに？」

「ジャージ脱いじゃったの？」

「……うん……暑かったから……スカートの方が……涼すずしいでしょ？」

「あー、なるほどね」

　よし、平松が三原を引きつけてる間に、先へ進もう。何から何まですまないな。

　手を振ふる平松に、こっちも手を振る。

　助かった。あと少しで入り口だ。今度マスク・ド・ナルドでも奢おごってやろう。

「ちょっとあなた──」

　女教師に呼び止められた。どうする？　走って逃にげるか？　いや、騒ぎになったら平松に悪い。

　振り向こうとしたら──

「すまない。私の測定表が見当たらないのですが？」

　別の声。

　ちらりと後ろを見てみると、サラスが教師の肩かたを摑つかんでいた。そのままぐいっと強引に振り向かせる。

　そして、俺の方へウインクを一つ。俺もそれに応こたえるように、賢者の石的なモノを見せた。サラスはよしよし、と二回頷いて──

「どうすればよいのですか？　また一からやり直すのは勘かん弁べん願いたい」

　教師を連れて行ってしまった。

　お前は教師にもどこか偉えらそうなんだな。

　なんて思いながら歩き出す。

　平松、サラス、アンダーソン君。まあ三原もか。俺は恵めぐまれているな。色々な人たちが助けてくれる。一人じゃ出来ないことでも、みんながいれば達成できる。

　最初から、あいつらを頼たよればよかったな。

　そう思うと、顔がにやけてくる。

　体育館を出て、平松のジャージのポケットに手を入れながら、俺は教室へと向かう──途と中ちゆうで肩を叩たたかれた。

　………………全身から、汗あせが噴ふき出しそうだった。

　これほど背筋が凍こおり付いたことはない。

　透とう明めいになる薬の副作用があるとすれば、『心臓に悪い』ということだ。

　これほどビクビクするなんて、自分でも驚おどろきだ。

「何か……」

「やっぱり、アユムさんでしたねぇ～」

　なんだ、この声──大先生か。

「びっくりさせないで下さいよ」

　安心しきった顔で振り返った俺だったが、ほんの一いつ瞬しゆんで顔が曇くもってしまった。

　そこには、にっこりほっこりと笑顔を見せていた大先生がいた。

　しかし、その背後に、鬼おにのような形相をした『空気』が存在していた。

「じ、事件は解決しましたよ」

　俺は賢者の石的なモノを見せながら、笑顔を向ける。

「おめでとうございますぅ～。ですがぁ、一つだけ気になることがあるんですけど～？」

「な、なんすか？」

「さっきぃ、私にセクハラ、しましたねぇ～？」

「………………はい」

「さあて、どうしましょうかぁ。とりあえず亜あ空くう間かんで私と決けつ闘とうですかねぇ」

「決闘？　戦って勝てば、許して貰もらえるんですか？」

「ええ、許しますよぉ？」

　さすがは魔ま装そう少女。妙みような考えを持っているな。だが、どうする？　決闘したところで俺が大先生に勝てる見込みは万に一つもない。

　性能が違ちがいすぎるんだ。魔装少女としての。

　いや待て──性能が同じの勝負を持ちかければいい。

　トランプとか──機械のような。そう、マシンの性能を競きそう決闘ならば、こっちにだって勝機がある。

　何か、ゲームか何かないものか？

　あ──俺はふと、思い出した。

　友紀が握あく力りよくを計っていたときに話していた、雑談のことを。

「大先生、ゴーカートって知ってます？　レースで決闘ってのは、ありなんですかね？」

「それ、なんですかぁ？　決闘方法はアユムさんに一任しますぅ」

　大先生は首をかしげながらくすくすと笑う。

　魔装少女は携けい帯たい電でん話わの存在を知らなかった。

　きっと、ゴーカートならば初心者に近いだろう。

　それに──俺はゴーカートが得意なんだ。

　初めて大先生に対して勝利出来るかもしれない。そんな未来を予想して、俺はさらに顔をにやけさせるのだった。
















　天国のようでありながらも地じ獄ごくのような一日は終わった。

　ハレンチなスライムに服を溶とかされたり、女装させられたり。

　さらには透明人間にまでされて、また女装させられたり。

　その結果──なぜだかは全くわからないが、カーレースをすることとなった。

　全すべては俺自身の責任であるが、もう少し穏おん便びんに済む方法もあっただろう。

　焦あせってしまったが故ゆえに、大変面めん倒どうなことになってきた。

「まぁ～、賑にぎやかですねぇ～」

　俺の隣となりにいるのは白衣姿の少女。おっとりとした口調の、可愛かわいらしい少女だった。

　ツインテールにした髪かみ。一五〇センチメートルほどの小さな背と、絶ぜつ壁ぺきが如ごとき幼児体型の少女だった。ニコニコと可愛らしい笑え顔がおを見せている。

　しかし、彼女はその見た目とは裏腹に──完っ全に裏腹に、恐おそろ……凄すごい人物である。

「大先生は、賑やかなの好きなんすか？」

「ふふ、そ～ですねぇ。魔装少女はみんなそうだと思いますよぉ？　この世界の人間はぁ、違うんですかぁ？」

　彼女、大先生は魔装少女。異世界からやってきた変な人間。だからこの世界の常識が通用しないところがある訳で。

　先日行ってしまったセクハラ行こう為いによって、俺は大先生と決闘をする運びとなった。

　これもひとえに、『魔装少女には常識が通用しない』からだと言えるだろう。

　まあ、問答無用で八つ裂ざきにされてもおかしくない状じよう況きようだし、チャンスがあるだけありがたいと思わないとな。

「とりあえず、俺はあんまり賑やかなのは好きじゃないんだが──」

　にこにこしている大先生の隣で、俺は溜ため息いき混じりに辺りを見回してみた。

　右手側にはスタンド。恐おそろしいほどの人が溢あふれている。これはアルプススタンドだな。一万人弱入るという意味で。

　目の前には、あたかも高速道路かと思うぐらい、どこまでも続く長い道路。綺き麗れいに整備されていて、あまり車が走ったことはなさそうだ。

　左手側には『マシン』がある。

　それはパイプフレーム剝むき出しのシンプルな自動車、ゴーカート──のはずだった。

　今そこに存在しているのは、先せん端たんが尖とがり、ウイングが付いている。

　これがゴーカートなら、丸みを帯びたバンパーである部分が、工事現場で見るような赤いコーンみたいに尖っている。

　これ……あれやん……Ｆ１の奴やつやん……フォーミュラーカーやん……

「どうだ、相あい川かわ歩あゆむ。貴様の要望通りに用意した」

「ああ……うん……ああ……うん……助かる」

　パラソルを持ったハイレグ美女が声を掛かけてきた。元々俺と同じぐらいの身長だったのが、高いヒールのブーツのせいか、さらに高身長に。

　腰こし辺りまであるストレートロングの黒髪、スレンダーな体つき。

　彼女の名前はサラスバティ。吸血忍にん者じやとかいう胡う散さん臭くさい集団を率いる偉えらそうな奴だ。

　吸血忍者という謎なぞの団体に頼たのんでしまったのが原因なのか、ゴーカート場を用意して欲しいと頼んだら、こんなに立派なサーキット場を紹しよう介かいされてしまった。

　遊園地にある奴で、よかったのに。

「なんですか、その気持ちの悪い表情は──」

　またもやパラソルを持ったハイレグ美女が俺を睨にらみ付けていた。

　サラスと同じく、艶つやのある黒くて長い髪。彼女はそれをポニーテールに結ゆっていた。

　吸血忍者セラフィム。ヒスイ色の綺麗な瞳ひとみを持つ、凜りんとした表情の女性だ。

　雰ふん囲い気きもサラスに似ているな。違うところが一つあるとすれば、セラのボインはボインボインだというところだろう。

　サラスがモデルならば、セラはグラビアアイドルと言ったところか。

　二人とも足が長いからハイレグがよく似合う。

　俺が冷めた目で二人を見つめていると、レーシングスーツの袖そでをくいっくいっと引っ張られる。

『何が　気にくわないの？』

　セラの隣にいたのは、レース場の天使だった。

　ハイレグの衣い装しようにガントレットという奇き抜ばつな格好をしている少女が、俺を見上げていた。

　何の感情も感じさせない表情で、俺を見上げていたんだ。

　輝かがやかしい銀色の髪に、全てを飲み込んでしまいそうな青い瞳。

　神秘的な雰囲気を醸かもし出している彼女はユークリウッド・ヘルサイズ。

　冥めい界かいからやってきたネクロマンサー様で、俺をゾンビに変えた張本人だ。

　とある事情から声を出すことが出来ないために、俺にメモを見せていた。

「ゾンビってのは、明るいところが嫌きらいなんだよ」

　顔を上げると、そこには天てん井じようが見える。

　照りつけるのは太陽ではなく、照明。

　そう、ここは野外ではない。

　直線距きよ離りは何キロメートルあるのかわからない、とても広い──部屋。

　きっと吸血忍者の隠かくれ家が的な場所なんだろうが、なぜこんな設備があるのかは謎のままにしておいた方が良いと思う。

　そう、ここは天井と壁かべに囲まれた不思議なレース場なのだ。

　サラスが言うには、地下うん百メートルに吸血忍者が作った施し設せつなのだというが、果たして、ここは日本のどこなのかも不明……

「わからん奴だな。用意しろと言ったから、私は誰だれに見せても恥はじぬ素す晴ばらしい舞ぶ台たいを用意したというのに」

　納なつ得とくできない。と眉み間けんにシワを寄せながらパラソルをくるくると回転させるサラス。

「立派過ぎるんだよ！　誕生日プレゼントに一〇〇万円相当の指輪を用意されたときと同じ感覚で引いてるんだよ！」

「ここでぇ、何をするんですぅ？」

　にっこりと微笑ほほえむ大先生。彼女だけが一人、ハイレグではなくて学校の制服だった。

　まあ、やろうと言い出した手前、今いま更さらやりたくないなんて言えない。

「カーレースです。それで、勝負をしましょう」

「ふふ、それはそれは、楽しそうですねぇ」

　感想としては可もなく不可もない感かん触しよく。この人が狼狽うろたえることはあるのだろうか。

　興きよう味み津しん々しんな様子で、フォーミュラーカーの方へと向かう。

　白衣姿の少女がマシンと一いつ緒しよにいると、まるで開発者のように見えるな。

「アユムアユムアユムーっ！」

　身長一四五センチメートルほどしかない少女がやってきた。その隣には、短たん髪ぱつの少女。

　ハルナと、友ゆ紀きだ。

　アホ毛がトレードマークで、猫ねこのように気まぐれな少女、ハルナ。

　ガキのような性格で、友紀をトモノリと読まれてしまう不運な少女、友紀。

　明るく元気で、うるさい二人はてっかてかの生き地じで出来たセパレートのコスチュームだった。

　どうして来る奴来る奴みんなレースクイーンの格好をしてるんだ？

「相川スゲーだろ！　オレたち吸血忍者の秘密の場所なんだぜ！」

　短髪の少女、友紀は笑顔で大きく手を広げる。

　普ふ段だんは隠れている巨きよ乳にゆうも、このヘソ出しレースクイーンコスだと強調されている。

「凄過ぎて困ってるんだよ。『過ぎる』って漢字は『過あやまち』とも読むんだぞ」

「凄い？　はん、こんなのヴィリエでは普通だな！　月の光とスッポンエキスぐらいの差がある！」

　腕うでを組んで、偉そうに足を開いているハルナ。彼女は大先生と同じくヴィリエという魔法の世界からやってきた魔ま装そう少女だ。

「なあアユム。なんで大先生と勝負なんかすることになったんだ？」

　何か変な事をしてないだろうな？　ハルナの目にはそんな思いが込こめられているように思えた。

「まあ、色々あって……」

　明後日あさつての方向を見ながら、曖あい昧まいに返事をする。

　セクハラしましたなんて言える訳がない。

「何にしても、バユムにしてはいいチョイスだな！　チェイスだな！」

　あれ？　意外と好こう感かん触しよく。

「なにが？」

「これだったら、いかにゴミ箱の貴公子と呼ばれたアユムでも格好良く見えたりするかもしんないかんな！」

　言えない。セクハラした結果がこれだとはとても言えない。

　気分を良くしたハルナは、ピョンピョンと跳はねるように大先生のところへと向かった。

「相川……勝てよな」

　友紀は俺の顔をマジマジと見つめて、静かにそう言った。

　こいつには、しんみりとした雰囲気が似合わない。

「なんだよ、そんなに真しん剣けんな顔して。お前はこの決けつ闘とうの結果なんざ、関係ないだろう？」

「わ、悪わりぃかよ。オレは、相川の……その……お嫁よめさん……なんだから、応おう援えんするのは当然だろ？」

　そう、友紀と俺は夫ふう婦ふ。『吸血忍者の形式上』、夫婦ということになっている。

　俺はそれを認めたことはないんだが、友紀はずっと嫁嫁言ってくる。

「わかったわかった」

　軽くあしらいながら、フォーミュラーカーのある場所へ向かう。

　もの凄く立派なレーシングマシン。サラスが自じ慢まんの黒髪をさっと手で撫なで払はらい、「どうだ」という顔をする。

「これってブースト付いてんの？」というハルナの疑問に──

「無論」即そく答とうするサラス。

「速度は何キロまで出るんだ？」楽しそうに聞く友紀に──

「どこまでも」即答するサラス。

「ヘルメットとかシートベルトはないんすか？」俺の遠回しな切実な願いに──

「我々にとっては、むしろ邪じや魔まであろうな」即答するサラス。

「あのぉ、これだけ広い場所をぉ、二人で使うんですかぁ？　こんなにギャラリーもいるのにぃ」

　手を挙げる大先生に、セラが人差し指を唇くちびるに乗せる。

「確かに、オレンジジュースで茶ちや碗わん蒸むしを作るぐらい気持ち悪い歩を見るだけというのは──勿もつ体たいないと思います」

　その点に関しては、まあ同意見だが──

「んじゃ、あたしも出る」

　おいハルナ。

「ついでにオレも」

　おいおい友紀。

『私も』

　おいおいおいユーまで。

「ヘルサイズ殿どのが出るのであれば、私もやぶさかではありませんね」

　おいおいおいおいセラもかよ。

　そろそろツッコミを入れようとしたら、サラスが手を挙げる。

「ふむ。ならば、チーム戦にしてはどうだろう？」

「チーム戦？」興味深～い。

「そうだ。一位から五点、四点、三点……とすれば、二位以下の戦いも白熱するのではなかろうか？」

　なるほど、もし万が一、大先生に俺が負けたとしても、総合点で勝てる可能性があるということか。それはいい提案だ。

「チーム分けはどうする？」

『グッパ』

　という訳で──

　大先生、セラ、ハルナ。

　俺、友紀、ユー。

　という二つのチームに分かれた。

　……勝てる気がしねえ。

　大先生はおろか、遊ぶことに関しては天才であるハルナ。料理と絵心以外はそつなくこなすセラ。

　対してこちらは無免めん許きよの俺と、アホの友紀。そして激しい動きが苦手のユー。

　勝てる気がしない。

「やっぱりオレたちは一緒になる運命なんだな」

　アホの友紀の、アホみたいな意見。

「まあ、なんでもいいけど──安全運転で行こうな」


『了りよう解かい』



「お、おう！　安全運転……そうだな！　相川がそう言うなら、オレ、そうするよ！」

　俺が言うなら安全運転するよ……この言葉だけで、どれだけの不安が湧わいて出てくるだろう。

　一いち抹まつの不安を抱かかえながら──スタートの時を待っていた。







　ぶっつけ本番一発勝負。

　五周勝負だが、マシンに慣れるのに一周、コースに慣れるのに一周の時間は必要だろうし、実際は三周の勝負と言えよう。

　まあ、俺以外の奴やつらはもっとすぐ慣れてしまうだろうが。

　レーシングマシンに乗り込んだ六人の戦士は、一いつ斉せいにエンジンを噴ふかせる。

　いつでも、ＯＫだ。

「準備は良いか！　皆みなの者！」

　ハイレグ姿のサラスが声を掛かけ、俺は親指を立てて返す。

　そして、シグナルが赤から──緑に変わった。

　俺はぐっと右足を踏ふみ込んで、アクセルを全開。

　お……おお……おおおおう。

　やっぱり男子高校生としては、車を動かすってのは興奮するもんだ。

　ゴーカートしか乗ったことがないけど。

　……あれ？　もしかして車を動かしたゾンビって俺が初めて？

　徐じよ々じよにスピードが上がっていくのを体で感じる。

　一周目は流しで……マシンとコースの感覚を、手と足に叩たたき込む。

　第一コーナーを曲がって、直線。ここはスピードが出せるな。めいっぱい飛ばしていこう。

　その次のＳ字。二連続のＳ字カーブの前で減速して慎しん重ちように曲がる。

　あれ？　それにしても静かだな。まるで一人で走っているかのようだ。

　ちらりと横を見てみると、スタート地点で──

「あらあらあらあら～」

　コーヒーカップにでも乗っているかのようにくるくるとスピンする大先生。

「安全運転……安全運転……」

　俺が言ってしまったせいか、徐じよ行こう運転でのろのろ走る友紀。

「なるほどな！　ここがこうなってこうなってるんだな！　ふむふむ！」

　ハルナは運転するどころか、降りてなにやら弄いじくっている。

　そういうのは始まる前にやっとけよ！

　この調子だったら、簡単に勝てちまうな。

　なんてよそ見をしていた俺の隣となりを、通り抜ぬける一台のフォーミュラーカー。

　それに乗っていたのは──ポニーテールの美女だった。

　セラ！　……そうだな、簡単に勝てるなんて、あり得ない。

　このメンツなら、当然だ。

　なんだか顔がにやけてきた。

　そうこなくっちゃな。勝負ってのは。

　アクセルをベタ踏みして、セラの後を追う。

　カーブを曲がるセラは、とても参考になる。ブレーキングのタイミング、カーブへの入り方、出方、全すべてが絶ぜつ妙みよう。

　俺はそれの真ま似ねをして、同じルートを追いかける。

　離はなされてなるものか。

「ついてこないで下さい。気持ち悪い」

「そういうスポーツなんだよ！」

　最終コーナー。ここがこのコースのミソだ。最大級のカーブが待っている。

　まるで鉢はちの内側を走ってるように、坂になっている長いカーブだ。

　速度を上げると、遠心力で外に大きく膨ふくれ、どんどん車体が斜ななめになっていく。

　少しでもハンドル操作を間ま違ちがえれば、コースから外れて、地上へと続く巨きよ大だいな壁かべへクラッシュしてしまいそうになるが、ここでいかに速度を出すかが勝負どころだろう。

　そして、そのままスタート地点までのストレート。

「ブースト、オン」

　セラがそうつぶやき、ドガンと大たい砲ほうでもぶっ放したような爆ばく発はつ音と共に、一気に速度を上げていく。

　最後の長い長いストレート。ブーストを使うなら、当然ここしかない。

　おどろおどろしいドクロマークのボタン。きっとこれがブーストボタンなんだろうな。自爆スイッチの可能性もあるが……まあ、押してみるか。

　勇気を出してボタンを押すと、ぐんと体が押しつけられる感覚。

　息をするのも大変なほどの『Ｇ』が掛かった。

　速度を上げれば上げるほど、『Ｇ』が掛かる。

　三〇〇キロ……四〇〇キロ……五〇〇キロ……

　無理だ。これ以上は……

　もう一度ドクロマークのボタンを押して、ブーストを解除する。

　ブレーキを掛けて、第一コーナーへ。

　くっ！　ブレーキが遅おそすぎた。

　外に大きく広がった俺は、タイヤを壁にこすりつけてしまった。

「無様な姿がよく似合いますね」

　セラの野や郎ろう──今に見てろ。そのハイレグを引き裂さいてやるぜ！

　引き離されないよう、少し慌あわてて加速する。

　次のＳ字は──ブレーキを掛けないのか！　セラは減速することなく、しかし加速することもなくぬるぬると曲がっていく。

　なるほど、足を離すだけというブレーキングで十分なんだな。

　参考になる。──が、それでは勝てない。こうして後ろについているだけではセラに勝てないんだ。

　セラを超こえる何かがないと──ある。一つだけ、セラに勝てるところが。

　最終コーナーに差し掛かる。

　坂を横切る感覚で、車体が斜めになりながら、セラを観察する。

　やはりそうだ。セラのドライビングは『インコースを攻せめる』ことに徹てつ底ていしている。

　この最終カーブは長い。長ければ長いほど、インコースの方が走る距きよ離りが短いから効率はいい。

　しかし、だ。

　インコースを攻めるには、速度を抑おさえなければならない。

　それはコーナーを出てから直線までの加速度を犠ぎ牲せいにしているんだ。

　ここはあえて減速を最小限に抑え、アウトコースから立ち上がりのスピードで勝負。

　しかし、今すぐはダメだ。狙ねらうなら五周目。最後でないといけない。

　戦略を悟さとられないように、俺はセラと同じコースを走る。

　そんなとき──

　セラの後ろをぴったり張り付いていた俺の横、大外を走る一台のフォーミュラーカー。

　それに乗っているのは──大先生っ！

　いつの間にここまで来たんだ！

「やっと追いつきましたぁ」

　ニコニコと微笑ほほえみながら、風に揺ゆれる髪かみを押さえつつ、手軽に後輪を滑すべらせている。ブレーキングをあえてせずに滑るように曲がる──

　ドリフト走行。フォーミュラーカーでドリフトするなんざ、無茶しやがる。

　一周目にあれほど遅おくれていたのに──

　揺れるツインテール。大先生は白衣のポケットから、何かを取り出して、俺に投げつけた。

　……投げつけた……？

　ぶふぅ。俺の頰ほおを叩く──鉄球。

　その大きさ、約四メートル。

「何するんすか……」

　あまりの衝しよう撃げきに、ハンドルを取られてスピンしながら、俺は小さく呟つぶやくしかなかった。

　ごっつひりひりしてる。ごっつひりひりしていた。ものごっつ──

「これはスポーツでも遊びでもなくてぇ、決けつ闘とう……のはずですよねぇ」

　もっともだ。これはセクハラを懸かけた男と女の闘たたかい。

　勝利のためなら、どんなことをしてもＯＫだ。

　ぐるぐると回って、コーナーの中なか程ほどで止まってしまった俺の代わりなのか、四メートルほどもある鉄球がカジノのルーレットみたいにコースを逆走していく。

　うーん、うっうーん。

　Ｆ１のエンジン音を俺が真似するとこうなるのだが、まあそんな音を響ひびかせながら、二台のフォーミュラーカーが過ぎ去っていく。

　それはユーと、ハルナだった。

　まずいな。このままだったら一位二位三位を全て向こうチームに奪うばわれてしまう。

　すぐに追いつかないと。

　前に誰だれも見えない最終コーナーを曲がり、直線。

　ハルナとユーの後ろ姿が見える。

「ブースト、オ──ンっ！」

　ハルナが加速し、どんどん遠ざかる背中。こっちもブーストをかけて、すぐに追いつかないと。

「ブーストっ！　いっけええええええええっ！」

　三〇〇……四〇〇……五〇〇……六〇〇……

　速度を上げれば上げるほどに、失神してしまいそうなぐらいのＧが押し寄せてくる。

　七〇〇……今の俺には、これが限界だ。

　ドクロマークのボタンを押してブーストを解除。したそのとき──目の前にバナナの皮が！

　るつーん！

　くっ！　なんてぬるぬるしているバナナなんだ！

「にゃははははは！」

　ハルナの笑い声が遠くから聞こえる。

　あいつの仕し業わざか──古典的な嫌いやがらせをしやがって。

　減速したとはいえ、まだ時速四〇〇キロメートル。車体の後ろがふらふらと横に揺れて、安定感を失っていた。

　もう一回スピンしたら、いよいよ追いつけなくなる。

　気合いで持ち直すことに成功したが、すぐそこに第一コーナーが。

　ハンドルを思いっきり切って曲がるが、曲がり切れそうにない。

　コースを外れ、壁に車体をぶつけながら、それでもなんとか曲がり切る。

　その先に──

「安全運転……安全運転……」

　友紀がいた。このままじゃあ、ぶつかるのは必然。

　くそっ！　全然見てなかった。完全に俺の注意不足だ。

「トモノリっ！　退どいてくれ！」

　もっと速度を下げるべきだった。焦あせりすぎたんだ。

「うわあ！　あ、相川っ！」

　振ふり向いた友紀は、接近する俺を見て状じよう況きようを把は握あくし、目を丸くさせながらハンドルを切る。

　なんとか接せつ触しよくせずにすんだ。そのまま友紀の横を通り過ぎるだけで、ほっと胸を撫なで下ろせるはずだった。

　だが──避よけた友紀のところに、四メートル以上もある超ちよう巨きよ大だい鉄球が転がってきたのだ。

　俺に注目したため、友紀は後ろを向いていた。だから、気付くことが出来なかったんだ。

　めきょっとウイングが踏ふみつぶされ、工事現場に置いてある赤いコーンのような車体が潰つぶれる。

　俺のせいだ。俺の──

「トモノリ──っ！」

　すれ違ちがい様ざまに手を伸のばす。友紀は、必ず救い出してみせる。

「相川──っ！」

　がっしりと、友紀は俺の手を取った。

　壊こわれゆくマシンから引きずり出したヘソ出しルックの友紀を引き寄せて、ぎゅっと抱だきしめる。

　第一コーナーの次にあるＳ字を真まっ直すぐに突つっ切りながら、お姫ひめ様抱っこのようにして友紀を俺のマシンに乗せた。

　ものごっつ運転しにくい。

「あ、相川……ありがとう……」

　俺の首に手を回し、頰をぽっと赤く染める友紀。

　その豊満な胸が、俺の胸に押しつけられて、俺のサイドブレーキが起き上がりそうになるのを必死に押さえながら、速度を落とす。

「元々、俺の不注意でこうなったんだ。すまん、トモノリ。……でも、どうしてお前はあんなにのろのろ走ってたんだ？　もっとスピード出せるだろ？」

「相川が……安全運転って言ったから……オレ……」

　俺の言葉を、そのまま素す直なおに実行していたのか。こいつのそういう真ま面じ目めというか一いつ生しよう懸けん命めいなところは、まあ、ほんのちょっとだけ、好き、かな。

　とりあえずマシンから降ろそうとしたら──

「そうだ相川！　一いつ緒しよにやろうぜ！」

「一緒に？」

「だって、オレは相川の嫁よめだからな！」

　一緒に──そう、だな。俺一人であの三人を打だ倒とうすることは難しい。

　普ふ通つうなら、ウェイトが増えて不利に思えるが、ここは最も早はやマリオカートの世界だ。

　忍にん者じやが一人増えるなら、有利。

「よし、やってみるか？」

「おう！　行こうぜ！　相川っ！」

　次のカーブに差し掛かかった時、俺は大先生がしていたようにドリフト走行でカーブに挑いどむ。

　まるで扇せん子すを広げるようにマシンのお尻しりが回り、スピンぎりぎりの状態で壁かべに向かう。

　そのまま放ほうっておけば、横から壁に激げき突とつするだろう。

　それでいい。

「うおぉぉぉりゃああぁぁっ！」

　がん。と友紀が壁を蹴ける。

　そう、友紀はバネの役目をしているんだ。

　ぐっと膝ひざを曲げた状態で待機して、壁にぶつかりそうになったら蹴り出す。

　そうすることで、ブレーキを最小限に抑えることが出来る。

　題して、『トモノリクッション走行』！

　吸血忍者だからこそ出来る技わざだと言えよう。

　ただ、壁を蹴ったあと、ずっと同じ体勢でいるのが辛つらい友紀は、俺の顔にしがみつくようにして休きゆう憩けいする。

　視界を塞ふさぐようなことにはならないが──

　柔やわらか～いあれが、顔の横に押しつけられるんだ。

　天然エアバッグが。

　ていうか、おっぱいが。

　一周目のタイムから比べたら、恐おそらく二倍以上の速さだろう。

「いける！　いけるぜ相川っ！」

「ああ！　勝つぞ！　トモノリ！」

　四周目の最終コーナー。そこで、ハルナとユーを捉とらえた。

　ユーは一定の速度を維い持じしながら、すいーっとすり鉢ばちの表面をなぞるように進んでいく。

　ハルナは激しい煙けむりをまき散らしながら後輪を滑らせている。

　俺はそんな二人の後ろ、アウトコースから抜ぬきにかかる。

「んな！　バカのアユム、略してバユムのくせにここまで来るなんて！」

　ハルナがちらっとこちらを見る。

「いけるか？」

「おう！」

　聞くまでもなかった。友紀は、いつだって準備は出来ている。

　大きく膨ふくれあがり、壁が近づいてくる。

　この最終コーナーは急きゆう斜しや面めんだ。アウトコースに行けば行くほど、車体は斜ななめになっていく。

「今だ！」

「今だ！」

　二人の声が重なった。

　友紀とハルナの声。

　そう、それは──壁を蹴る友紀と、バナナを投げつけるハルナの声だった。

　右前輪の前に、バナナの皮。ハルナの狙ねらいすましたスナイプだ。

　コーナーを曲がっていた状態でのバナナ攻こう撃げきは、安定感を失わせるには十分だった。

　右に左に揺ゆれる車体。このままではスピンしてしまう。

「オレに任せろ！　相川はそのままハンドルを切ってくれ！」

　友紀はまるでバイクのようにぐいっと体を外に出してバランスを取る。

　俺はハンドルを切ったまま、友紀に任せる。

　それでもふらふらしながら、コーナーの大外を走る。

　いや、それは最早、走っていない。

　ただ、滑すべっているのだ。

「アユムのくせに！　こっちくんなよな！」

　徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめ、コーナーを抜けた先で、並ぶ。

　そして──抜き去った。友紀が完全に車体を持ち直したおかげだ。

　当然だ。こっちは減速していないのだから。

　立ち上がりの加速では、差が出るに決まっている。

「やったぜ相川！」

「ああ、お前のおかげだ」

「相……川……なんか、お前に褒ほめられると……こっ恥ぱずかしいぜ」

「でも、まだあと二人残っている。しっかり摑つかまってろよ！」

「おう！　任せろ！」

　ぎゅー。またお姫様抱っこの形になって、抱きしめられる。

　俺のギアがトップに入りそうだった。

「ブースト！」

　ドクロマークのボタンを押す。

　急加速に驚おどろいた友紀が、さらに抱きしめる手を強め、そのエアバッグ的な何かが俺の顔面を包み込んだ。

　四〇〇……加速するにつれて、重力でおっぱいが顔にへばりつく。

　五〇〇……おっぱっぴー。

　失神してしまいそうなＧに、頭がおかしくなりそうだった。

　いや、ちょっとおかしくなっていたかもしれない。

　六〇〇キロメートルを前にして、減速する。これ以上は色々な意味で無理だ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　トモノリ」

「お、おう……相川と一緒だから」

　そう言って笑え顔がおを見せたが、どう見ても辛そうな顔だ。不自然な体勢で重力をモロに食らっていたんだから当然だと言えよう。

「すまん」

「お、オレのことなら……気に……すんな」

　吐はき気けがするのか、口を押さえながらウインクする友紀を見て、気にしない訳がない。

　でも──だからこそ、無む駄だにはしない。

「わかった。──勝つぞ！」

「おう！」

　五周目。スタート地点にいたサラスはどこへ行ったのか、見知らぬ吸血忍者の男がラストラップと書かれた板を見せていた。

　第一コーナーを曲がろうとするセラと大先生の姿を捉えた。

　セラの方が前にいるようだ。

　同じチームであることを忘れて邪じや魔まし合っていたのか、はたまた面おも白しろくないと俺を待っていたのかはわからない。

　だけど、これは好都合。

　抜き去る！　友紀も同じ気持ちなのだろう。一段と、決意を目に宿していた。

　第一コーナーを曲がる大先生とセラ。

　当然インコースをゆっくりと進んでいく。

　その外側を、俺と友紀は強引に攻せめる。

「この気持ち悪さ……歩ですか」

　ちらりと振ふり向くセラ。

　気配だけで気付くとは、さすがだな。

「やっと来ましたねぇ」

　やはり待っていた大先生。

　ふふっと笑顔を見せていた。

「うおおおおおおおおお」

　友紀が壁を思いっきり蹴り、コーナーを曲がる。

　曲がる毎ごとに、その差は縮まっていく。

「まあ、凄すごいですねぇ」

　くすくすと笑顔を見せる大先生が、マシンを寄せてくる。

　通さないつもりだろう。

　しかし、そうは問屋がなんたらかんたら！

　このカーブのあとには、アレがあるんだ！

　そう、鉄球と──大破した友紀のマシンだ。

　大先生が生み出したんだ。鉄球の存在は知っているだろう。

　だが、それが止まっていることは知らないはずだ。そして、そこに壊こわれたマシンがあることも。

　それに逸いち早はやく気付いた大先生は、ブレーキを掛ける。

　さすがの対応と言えよう。

　だが、「すでに知っていた」俺は、それを迂う回かいし、次の連続Ｓ字クランクのど真ん中を突つっ切るというゾンビらしいパワープレイで後続を突き放す。

　カーブをいくつか曲がっていく。減速などほとんどしない、まるでピンボールのような走行だ。

　ぶっちぎる。

　すぐに追いついた走法だ。このままいけば、差は開くはず──

「相川！」

　友紀に声をかけられて、ちらりと後ろの様子を窺うかがうと、すぐ真後ろにセラの姿があった。

「バカな！　追いつける訳がない！」

　驚きよう愕がくに目を丸くさせている暇ひまなんかなかった一〇〇キロ以上の速度で走っているんだ。前を向かなければ──

「トモノリ！　速度を上げるぞ！」

「よっしゃあ！　行こうぜ！　相川ぁ！」

　トモノリクッション走行を駆く使しして、さらに速度を上げる。

　最も早はや、誰だれもついて来られない──はずだった。

「バカな……」

　俺は同じ言葉を発していた。

「どうか、しましたか？」

「なぜだ……なぜ……ついてこれる！」

　真後ろに、セラがぴったりと張り付いていた。ついてくるには同じコーナリングをしなければならない。

　どうやって曲がったのか？

　二周目の頃ころはセラが前にいたから、その走り方を参考に出来た。

　だが、こうしてずっと後ろに付かれていると見ることは出来ない。余よ裕ゆうを持って曲がれるカーブがないと──

　謎なぞが謎のまま、最終コーナーまで来てしまった。

　大丈夫だ。いける。

　高い速度のまま、コーナーを曲がっていく。

　もうハンドルを切ったまま、外に膨れていき、友紀に跳はね返して貰もらうだけ。

　ちらりと後ろの様子を窺ってみると──

　壁かべに向かって突っ込むセラの姿。

　俺はドリフトで横向きのまま壁へ向かったからトモノリクッション走行が可能だった。

　しかし、セラは正面から真まっ直すぐ向かっている。

　そう、減速ではなく、加速しているのだ。

「無茶だろ！　死ぬ気かよ！」

　足ブレーキで車体を守りながら、友紀が驚愕の表情を浮うかべていた。

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえし！」

　どういうハンドル捌さばきをしたのかは不明だが、セラは直角に曲がった。

　そう、トモノリクッション走行のように、まるでビリヤードの玉みたいに壁に弾はじかれ、方向を変えたのだ。

　どんな原理やねん！

　マズいぞ。このままだったら、抜かれてしまう。こっちも速度を上げるしか──

「加速しまぁ～す」

「ブースト、オ──ンっ！」

　可愛かわいらしい二人の声。それは、セラよりも奥、壁のところからだった。

　魔ま装そう少女の二人は、なんと壁を走っていた。

　坂になっているところの先。俺やセラが激げき突とつしていた地上へと続く高い壁を走っていたのだ。

　それも、ブーストしてまで。

　最後の最後で、勝負に出やがった！

　徐々に徐々に、近づいてくる二台のマシン。

　壁を駆かけ下り、俺の前に出ようとする。

　大先生のマシンはすぐ隣となりにまで来て、ハルナのマシンも大先生にぴったり張り付く形。インコースからはセラが襲おそい来る。

　──やるしかない。

「ブースト、いっけえええええええええええっ！」

　俺は、ドクロマークのボタンを押した。

　ぐん。と空気が一気に重くなる。

「うわあああ！」

　横乗りしていた友紀が悲鳴を上げる。

　ブーストの勢いに、耐たえられないのだ。

「すまん！」俺は咄とつ嗟さにドクロマークのボタンへと手を伸のばす。

「──勝てよ……相川」

　小さな、しかし、大きく強い決意の混じった声だった。

　顔を横に向けると、そこに友紀の姿はなかった。

「うにゃああああ！　こっち来んなよな！」

　ハルナのアホ毛がぴこんと立った。

　そう、友紀は飛び移ったのだ。俺のマシンから、ハルナのマシンへ。

「アユムのボケぇ！　卑ひ怯きよう者ぉ！」

「妨ぼう害がいアリなんだから、オレが妨害するのもアリなはずだ！」

　友紀に視界を奪うばわれたハルナは、ハンドルを思いっきり切る。

　そのままインコースへと曲がっていって──

「くっ！　ハルナ！」

　そう、そこにはセラがいた。ブーストを発動させて速度が何百キロメートルにも膨ふくれあがっている状態でぶつかったら──想像に易やすい。

　さすがに減速しても間に合わず、盛せい大だいにクラッシュする二台のマシン。

　はじき出される三人の少女。

　忍にん者じやである二人と魔装少女である一人は、いわば新幹線から飛び降りたようなモノなのに、スタッと机から飛び降りたぐらいの感覚で着地する。

　なるほど、シートベルトやヘルメットがむしろ邪魔だというサラスの意見も頷うなずける。

　一安心した俺だが、まだ胸を撫なで下ろすには早い。

　そう──すぐ真横に、大先生がいるのだから。

　速度はどんどん上がっていく。

　五〇〇……六〇〇……七〇〇……

　息が出来ないほどのＧと風。

「一対一になりましたねぇ」

　それでも大先生はニコニコと笑顔を見せていた。

　負けるわけにはいかない。

　友紀のためにも──

　一〇〇〇……一一〇〇……一二〇〇……

「ふふふ、楽しくなってきましたねぇ」

　音速に達したとき──大先生はマシンをぶつけてきた。──こんの野や郎ろう。

　いや、わざとではない。俺自身も踏ふんづけた、ハルナが設置したぬるぬるバナナの皮。それがまだ、ここにあったのだ。

「あらあらあら～」

　予想外だったのだろう。二台のフォーミュラーカーが、ぐしゃぐしゃになっていくのが、見て取れた。

　それはまるで、スローモーションで再生されたかのように、ゆっくりと壊れていくのがわかったんだ。

　俺は飛び出した。友紀たちと同じように。

　大先生も、飛び出した。背後では炎えん上じようしながら壁へと向かうマシンがある。

　残り──一〇〇メートル。俺と大先生はほぼ同時に走り出した。

　スタンドからは大だい歓かん声せいがわき起こっていただろうが、なんでだか、俺は何も聞こえなかった。

　一歩──また一歩。ゴールへと近づいていく。

　大先生は飛ぶような速さで、ゴールへと向かっていった。

　恐おそろしいスピードだ。

　急げ……走れ……勝つんだ！

　人間の限界を超こえたゾンビパワーで跳とぶ。四〇〇％の力を出せば、三歩でゴール出来る。

　追い抜ぬく……追い抜いてみせるっ！

　一歩目──

　近づく。大先生の背中に。

　二歩目──

　大先生の後ろ姿が、すぐそこに。

　三歩目──

「いっけええええええええええええ！」

「えーい」

　ゴールラインへと飛び込んだ俺と大先生──

　の、横をすいーっとユーのマシンが通過した。

　振ふられるチェッカーフラッグ。

　………………ユーの存在を、完っ全に、忘れていた。







　こうして、レースは終わった。

　歩チーム。

　ユー……一位、五ポイント。

　俺……三位、三ポイント。

　友紀……六位、〇ポイント。




　大先生チーム。

　大先生……二位、四ポイント。

　セラ……四位、二ポイント。

　ハルナ……五位、一ポイント。




　結果、チームとしては俺の勝ちだが、大先生との直接対決では負けてしまった。

　……この場合、どうなるんだろう。

「負けてしまいましたねぇ～」

　大だい丈じよう夫ぶなようだ。

「良かった。これでセクハラを許して貰えるんですね？」

「ええ。楽しめましたしぃ」

「今なんだか聞き捨てならない語句がアユムのキモボイスで発せられた気がするんだけど」

　アホ毛をピコピコさせていたハルナが、ジト目で睨にらみ付けてくる。

「よもやこの命を懸かけた戦いが、そのような理由から始まっていたとは──気持ち悪いにもほどがあります。この変態」

　腕うでを組んで見下すセラ。

「そ、そうなのか？　相川は変態なのか？」

　どうしていいのか分からない。とおどおどする友紀。

「そ、そう言えばさっきオレ、相川に思いっきり──」

　さっき俺の顔面に胸を押しつけていたことを思い出した友紀は、リンゴのように顔を真っ赤にさせて、それを隠かくすように両手で覆おおった。

　思い出して、恥はずかしさに耐えられなかったのだろう。

『でも　楽しかった』

　優勝したマイペースなユーの一言で、みんな俺への罵ば倒とうを止める。

　よし、ここで話を変えてしまおう。

「そう言えば、サラスはどこに行ったんだろうな」

「きっとぉ、メガロを倒たおしに行ってくれたんですよぉ」

「そうか。メガロが出ていたんだな」

　あいつというか吸血忍者はこの世界を守っている。

　俺が魔装少女となる以前から、ずっと。

　言ってくれれば、一いつ緒しよにメガロ退治したのにな。

「アユムさんはぁ、気付かなかったんですかぁ？」

　その大先生の言葉に、ハルナが「はっ」と何かに気付く。

「気付いてたよな！　アユム！　当然だよな！」

「え？　いや、俺にそんな力はねえし」

「──そうですかぁ。やっぱり、アユムさんにはぁ、魔装少女としての資格がないようですねぇ。倒しに行かなかったどころか、気付いてもいなかったなんてぇ」

「……バカ」ハルナが何やら観念したような顔を見せていた。

　そうか。ハルナは俺に「噓うそを吐つけ」と言いたかったんだな。

　まあ、別に魔装少女としての資格なんて欲ほしくもなんともないし。

　大先生は、すっと俺に手を当てる。

　ふっと意識が消えた。

　何をされたのか、分からない。

　目を開けたらそこには、アホ毛の可愛かわいらしい少女と、ポニーテールのお姉さん。それに活発そうな短たん髪ぱつの少女に、白衣の少女と鎧よろい姿すがたの奇き妙みような少女。

　可愛らしい女の子が、なんと五人もいた。

　場所は、レーシング場のようだ。広い敷しき地ちなのに、空ではなく天てん井じようが広がっていた。

　状じよう況きようがさっぱりわからない。

　俺は口にする。

「ここはどこだ？　君たちは？」

　ていうか──俺は、誰だれなんだ？
















　人の脳とは、タンスのようなもので、沢たく山さんの引き出しがある。

　何かを思い出すというのは、引き出しを開けるという言い方をよくされるわけだが──

　さて……あなたの中にはどれだけの引き出しがありますか？

　そして、その中にどんな情報が入っていますか？

　さらに、それがどこにあって、いつ開けるか分かってますか？

　俺は今、非常に困っていた。

　何な故ぜならその引き出しが、ごっちゃごちゃになった上、何が入っているのか分からないんだ。

　プラズマテレビ等といった豪ごう華かな家電製品が似合わない、和室の居間。

　ちゃぶ台を囲むのは、俺を含ふくめて五人だった。

「えー、話をまとめると、君が『魔ま装そう少女』で……」

「ハルナちゃんだ！」

　名前はハルナ、と。肩かたまである茶色い髪かみ。丸く大きな目と頭のてっぺんからびよんと伸のびるアホ毛がなんとも愛らしい少女だった。

　何が気に食わないのか、ものごっつ睨んでいる。

「君が『ネクロマンサー』で……」

　銀色の髪と鎧がなんとも言えない神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している少女。青い瞳ひとみがとても綺き麗れいで、いつまでも見ていてしまいそうになる。

　声を発することなく、何の感情も感じさせない無表情で、じっと俺の顔を見つめていた。

『名前は　ユークリウッド・ヘルサイズ』

　長いな。ユーと呼ぶことにしよう。

「君が『吸血忍にん者じや』で……」

「オレは相あい川かわの嫁よめだぜ！」

　……どうも、その記き憶おくが思い起こせないんだよなー。

　髪の短い少女は、たゆんと胸を揺ゆらして笑え顔がおを見せていた。

　その笑みは、まるでおやつを貰もらった男の子のよう。

　はっ！　おやつを貰った男の子はこういう顔をするのか！　思い出したぜ！

「それはすまなかった。君が吸血忍者だっけ？」

「ええ。ですが、メイル・シュトロームも吸血忍者で間ま違ちがっていません」

「おいセラフィム！　できる限り友ゆ紀きって呼んでくれ！」

「何故？」

「世を忍しのぶ仮の姿って、格かつ好こ良よくないか？」

　目を輝かがやかせている。なんだろう……この迫せまりくる、圧あつ倒とう的てきなまでの『どうでもいい感』は──

「アホですかあなたは」

　あきれた表情を見せるポニーテールの美女、セラフィム。大きな胸。くびれた腰こし。大きすぎないお尻しり。柔やわらかそうな太ももとふくらはぎ。長く美しい脚あし。

　すらりと伸びた長身の上から下までのすべてが美しいの一言に尽つきる。

　彼女が嫁だったら良かったのに。俺という奴やつはどうしてこっちのアホっぽい子と結けつ婚こんしたんだろうか？

「うっせえ！　オレは相川とその……き、キス……したんだから仕方がないんだ」

「いや、キスしたからって結婚にはなんないから。はっ！　そうだ！　一いつ般ぱん常識ではキスで結婚とまではいかないことを思い出した」

「日本ではそうかもしんねえけど、オレたち吸血忍者の掟おきてで──」

「その辺、全っ然、思い出せんわ」

　友紀と呼んで欲しい女の子は「どうすりゃいいんだよ」と言いながら頭を抱かかえていやんいやんと体をくねらせた。

「まあ、こいつのことは放ほうっておけよな」

　ずっと俺を睨にらみつけているハルナ。友紀は気にするなということには賛成だ。

「で、本当に何も覚えていないのですか？」

　透すき通るような声だが、どこか強い威い圧あつ感かんを持っている。そんな声で尋たずねられたら言葉が出なくなるな。

「あんたが大先生の術を破って、大先生の名前を思い出せれば、魔装少女として認めてくれるって言ってくれてんだ。少しは頑がん張ばれよな！」

「大先生……なんで大が付いてるのかも思い出せないわ」

　今度は俺が頭を抱える番だった。もう謎なぞのサーキット場からずっと質問攻ぜめで頭痛が絶えない。

　何も答えない俺に、みんなも黙だまり込んでしまった。

　聞こえてくるのは、プラズマテレビから流れてくるニュースキャスターの声のみ。

　そんな居間に、また新たな少女が現れる。

「おはようございますぅ」

　髪をツインテールに結ゆった、可愛らしい少女。

「おはようございます大先生！　出席番号六三四五二六三七九のハルナです！」

　なぜ、出席番号を言った。

　大先生はくすくすと笑いながら、俺の横にちょこんと座る。

　身長は一五〇センチメートルぐらいだろうか。座るとより小さく見える。

　こんなのんびり幼女のどこが大の付く先生なのだろうか。

　──何も思い出せない。

　大先生がやってきたことで、ハルナがきりっとした表情を見せながら、俺に問いかける。

「よし、もう一度聞くぞ。大先生の名前は？」

「えー、……なんだっけ？」

「もう！　アユムのバカ！　バユム！　ゴミっ！　ゴユムっ！」

　思い出せないものはしかたないだろうよ。

「記憶を消されてるんだろ？　思い出すも何もないような気がするんだが」

「記憶を消した訳ではありませんよぉ、ただ、全体にモザイクをかけただけですぅ」

　全体にかけるなんてヒドイ。

「だんだんと思い出せるだけ、マシではありませんか」

　ポニーテールの美女はなんでずっと俺を睨みつけてるの？　嫌きらわれてるんだろうか。

「はい、あんたの好物は！」

「好物ねえ……鉱物、なんちゃって」

　べちん。セラに思いっきりビンタをされた。

「すいません。あまりの気持ち悪さに──つい」

　もっと優やさしさが欲ほしい。じゃないとボク泣きそう。

「あれはなんですかぁ？」

　と、大先生が指を向けたのはテレビだった。

　ちょうど今やっていたニュースは、いずこかの動物園に『ミンミン』というパンダがやってきた。というものだった。

「あれはジャイアントパンダだな。和名はシロクログマ。一日一〇時間以上眠ねむり、いつも同じ道を歩くのんびりさん。主食は笹ささだが、実は雑食で昆こん虫ちゆうとかを食べる──」

　セラが俺のことを怪け訝げんな表情で窺うかがっていた。

「……あなたの出身地は？」

「生まれ？　えー、あー、だめだ。全然出てこない。もやもやするなー」

　べしっとデコを叩たたき、天てん井じようを仰あおぐ。──くそ。どこだっけなー。

「あの動物はなんですかぁ？」

「あれはアルパカだな。ラクダの仲間で、羊とラクダの間みたいな奇き妙みような生き物さ。南アメリカの──あ、俺の出身地は東京だわ」

「……」

「……」

「どうかしたのか？　二人とも？」

　セラとハルナの様子に、友紀が不ふ審しんを抱いだいていた。


『歩あゆむの引き出しが　おかしい』



　ユーのその言葉に、セラは人差し指を唇くちびるに乗せ、何かを深く考えているようだった。

「どうやら、歩の引き出しはごちゃごちゃになってしまったと考えます」

「引き出し？」友紀はよくわからないと言いたげな表情を浮うかべていた。

「よし！　アユムの気持ち悪い引き出しをどんどん出していこう！　きっとどっかにあたしらの情報も入ってるはずだ！」

「そうですね。では、引き出しを開ける場所へ参りましょう」

「それってどこなんだ？」

　ユーがテレビを指さした。

「おおーっ！」と、友紀は目を輝かせてたが、俺は意味が全くわからなかった。

　え？　行くの？　動物園。







　はい、来ました。動物園。

　パンダの絵が描えがかれてるチケットを買って、ゲートをくぐってお姉さんにチケットをチェックして貰い、園内へ──

　来たことがあるという記憶はなかったが、ぼけーっとしている内に体がそう動いていた。

　体が覚えてるって奴だな。頭の中にある引き出しを開けなくてもいいから混乱しないのだろう。

　天気は曇くもり空。どうして曇っているのに俺はいい天気だと思ってしまうのか。

　それも不思議で堪たまらないな。

　園内に入ってまず目に飛び込んでくるのが──パンフレット置き場だ。

　とりあえず入り口で突つっ立っていても邪じや魔まになるし、パンフレットを取りに向かう。

　パンフレットを一つ手に取って、辺りを見回してみる。

　右手にはアリのような行列。何十人、いや、何百人という数の大行列ができていた。

　左手にはトイレ。こっちにも行列ができていた。

　えらい人気だな。テレビであれだけ宣伝されれば、人が多いのも当然か。

　現に、俺たちもそうやって来た訳だしな。

「シロクログマさんはぁ、どこで会えるんですかぁ？」

　パンフレットを手にする俺のところへ、ツインテールの少女、大先生がやってきた。

「そこの行列ですよ」

　ぞろぞろと連れ立って、女の子たちがやってくる。その先頭にいたのはセラだった。スリムパンツがよく似合う。

『私も　パンダを見たい』

　その後ろにいたユーは、こんなところでも鎧よろい姿すがただった。

　見み世せ物ものにされている動物たちと同じように、ユーにも視線が集中される。

　だが、本人は視線の嵐あらしを気にしているようには思えなかった。

「でもさー。オレずっと並んでるのって好きじゃねえんだよなー」

　両手を頭の後ろで組みながら、ぶらぶらと歩いてくる短たん髪ぱつの少女、友紀。しぐさが少年っぽい。

「お前、ラーメン好きじゃなかったか？　ラーメン屋ってよく並ぶ気がするが」

「お、思い出してくれたのか！　相川ぁ！」

　目をキラキラとさせた友紀は、ぴょんぴょん跳はねるように喜んでいる。

「そこだけ断片的にな」

「オレはラーメン通だから、いきつけの店は並ばなくてすむ時間帯を全部知ってるんだぜ！　頭脳プレーって奴だ！」

「そうだねーすごいねー」

　とりあえず流しておくのが正しい対応法だろう。

「あたしは待ってらんない！　クマだかルパンだかなんだか知らないけど、他のを見にいくぞアユムっ！」

　最さい後こう尾びにいたアホ毛のちっこいのが早足にやってくると、俺の手を取ってパンダを待つ行列を横目にどんどん奥へと進んでいく。

「じゃあ～、私はのんびり並ばせて頂きますねぇ～」

『私も　パンダが見たい』

　手を振ふる大先生とユー。

　お前らの目的は俺の記き憶おくじゃなかったのか？

「オレは相川と一いつ緒しよに行くぜ！」

　片手をハルナに摑つかまれているので、友紀はもう片方の腕うでに腕を絡からませてくる。

　わざとなのか、ただアホなのか、むにっとおしつけられた存在感のある胸に、少しドギマギしていた。

「この先は、鳥類コーナーですね」

　一人、百ゆ合りの花の如ごとき歩き姿のセラが、ポニーテールをふぁさふぁささせながら俺たちを追い抜ぬいて進む。

「あれ……」

　そんなセラの姿を、友紀が不思議な表情で見つめていた。

「どうかしたのか？」

「いや、てっきり、ユークリウッド・ヘルサイズとパンダ見ると思ってたからさ」

　友紀は目をぱちくりさせながら、ハルナはむっとした表情でセラの後ろ姿を見つめていた。

「おおーっ！　アユム！　あそこに花組トップスターがっ！」

　ハルナが発見したのは、孔く雀じやくだった。

　ガラス張りの檻おりに入れられた、二羽わの孔雀。ファンサービスとばかりにこっちに向かって羽を広げている。

「宝たから塚づかじゃねえよ！　孔雀だよ！」

「はっ！　そうか……奴やつが小こ林ばやし幸さち「孔雀だよっ！」」

　ハルナはなるほどなるほどと頷うなずいている。

「おお！　見ろよ相川っ！　でけえカラスだ！」

「コンドル先生だよ！　白いところもあるからちゃんと見てあげてえ！」

「コンドルっ！　おお、あの噂うわさの……」

　友紀はえらく感かん銘めいを受けた様子で、ガラスに手を突いてコンドルを輝かがやかしい目で見つめていた。ガラスに触さわらないでくださいと書いてあるんですけどー。

「そうなのか？　コンドルなのか？　お前」

　話しかけているのがアホっぽい。

　だけど、なんだろう。そのアホっぽさを見ていると、どこか安心できる。

「相川！　ワシがいるぜ！　コンドル先生とどっちが強つえぇのかな」

　コンドルのいるガラス檻の隣となりにも、大きな鳥。

「残念ながらこいつはタカだ」

「どう違ちがうんだよぉ」

「実はタカとワシはほとんど同じなんだ。大きい方がワシで、小さい方がタカ。これはクジラとイルカの違いと同じで──」

「そうなのかーっ！　相川と動物園に来ると楽しいなっ！　よーし相川ぁっ！　次行こうぜ次っ！」

　やけに楽しそうに笑うんだな。──俺の嫁よめは。

「あれが加か藤とう鷹たかなのかー。どんどん有名人出てくる予感がするなっ！」

　やけにおかしな顔で笑うんだな。──魔ま装そう少女は。

「有名人はまだ出てきてないけどね」

　ふと、腕を組んでじっと鳥を見ているセラを発見した。

　そこにいた鳥は──ハシビロコウ。ペリカンのように大きなくちばしと恐きよう竜りゆうのような鋭するどい眼光を持っている不思議な鳥だ。

「おっとこ前だなー」

　座り込んで、じっくりと顔を見ようとする友紀。

　ぐっと屈かがみこんでしまったために、背中がちらっと見えてしまい、ローライズなジーンズからは水色の下着が──

「歩、鼻の下が伸のびてペリカンのようになってますよ？」

　おっといかんいかん。セラに指し摘てきされて、俺はきりっとした表情で顔を上げた。

　でも──もう少しだけ友紀のパンツを──

「歩」少し強めの声。

　その声には「そろそろ蹴けるよ？」という意味が込こめられていることが、本能で理解できた。

　友紀から目を逸そらすようにして、セラに話題を振ってみる。

「好きなのか？　鳥」

「ええ。鳥はそのほとんどが警けい戒かいを怠おこたりません。凜りんとしている姿は見ていて気持ちがいいものです」

「言われれば、公園とか駅にいる鳩はとも、警戒心凄すごいよな」

　うんうんと頷く友紀。

「平和の象しよう徴ちようにされてるけど、本人は平和に暮らせないんだな」

　ハルナはいいこと言ったと自分を褒ほめているのか、腕を組んでアホ毛を左右にピコピコさせていた。

「私の好きなツバメもいませんし、先へ進みましょうか」

　すたすたと先を行くセラ。

「おー」その後ろを、ハルナがついていく。

「よーっし、行こうぜっ！　相川っ！」

　友紀は俺の手を取ったまま、満面の笑みを浮うかべていた。

　この三人が誰だれで、どんな奴なのかは思い出せない。

　言ってること、やってる行動がおかしいことばかりなのは分かる。

　だけど、居い心地ごこちがよかった。

　パンフレットを開いて、順路をいけば何がいるのか調べてみる。えー、次はゴリラとニホンザルがいる、類るい人じん猿えんコーナーみたいだな。

　ゴリラのいる檻は、とても大きいものだった。

　自由奔ほん放ぽうに走り回れるが、真ん中で寝ねていた。

　どうも見えにくいので、ぐるっと回って見えるところへと移動する。

　友紀も俺から手を離はなし、なんとかゴリラの顔を見ようとガラスに張り付いていた。

「こっちからも見えないな」

「そうだなー」残念そうな友紀の声。

「アユムアユムアユムっ！」

　ちょいちょいちょいちょい。ハルナが俺を手招きで呼んでいた。

　なんだろうと思い、友紀と向かってみる。

　そこに、一頭のゴリラがガラスに背をつけて座り込んでいた。

　おおー、近いところにいるじゃないか。

「アユムの生き別れた兄でーす」

　ハルナが紹しよう介かいしてくれる。

「誰がゴリラやねん！　俺に兄貴はいねえよ！」

　はっ！　そうだ。俺の家族構成は父、母、弟、俺の四人だ。

　じゃあこいつらは？　家族じゃないなら──

「──そこに、お前らが突とつ然ぜん居い候そうろうに来て……」

「そうだ！　アユムっ！　思い出したのか？」

「まあ、うっすらとだけ……」

「おおーっ！　来た甲か斐いがあったぜぇ～」

　全然曖あい昧まいな状態だが、ハルナと友紀の二人は嬉うれしそうな顔をしていた。

「この調子でどんどんいくぞユキノリ！」

「おう！　きっともうすぐだぜ！」

　類人猿コーナーを過ぎ──順路を進んでいく。

「あれってゾウじゃない？」

「鼻の長い動物だけどアリクイだよ！」

「あれって、キリンじゃない？」

「アルパカだよ！　朝にテレビで見ただろ！　首長いけどもっ！」

「あれ？　鍛か冶じ君じゃない？」

「誰がさくらんぼブービーのネタわかんだよ！」

　といった感じで、変なことばかりを思い出していた。

「また変な引き出しを開けてますね」

　寝ているライオンの前で、セラに声をかけられた。

　その汚お物ぶつを見るような目は、心にぐさっと来る。

「いや、俺よりこいつらの方がおかしい」

「ちゃんと合がつ致ちしてるからいいだろ」

　ハルナが両手を上げて、元気に言い返す。

「そうだぜ！　少しでも記憶が戻もどればそれでいいんだぜ！」

　強く頷く友紀。この二人は動物園を普ふ通つうに楽しんでいる様子だった。

「埒らちが明きませんね。やはり、強いショックを与あたえる方向性を試ためしてみてはいかがでしょうか」

　動物園をあまり楽しんでいないようなセラがとんでもないことを言い出した。

「強いショック……」

　嫌いやな予感がして堪たまらない。

　ライオンコーナーからクマコーナーへと歩きながら、セラが目を閉じる。

　ま、まさか猛もう獣じゆうと戦うんじゃ──加か藤とう清きよ正まさとかウィリー・ウィリアムスみたいに。

「想像してください。冬の午後、体育で長ちよう距きよ離りマラソンをさせられて疲つかれ切り、汗あせを流そうと風ふ呂ろへ入ろうとしたら──水だった」

「ぐはあっ！」あまりのショックに言葉が出なかった。

　そういう精神的なショックを与えてくるのかよ！

「ショック……んー」友紀は何か悩なやみに悩んで、真しん剣けんな顔で俺の両りよう肩かたを摑んだ。

「相川……実はオレ、男なんだ」

「ぐはああああっ！」ショックだった。あの柔やわらかなふくらみが噓うそだったと思うだけでショックだった。

「噓だぜ」

　まるでこの曇くもり空からスポットライトが如く優やさしい光が差し込んだように嬉しかった。

　そうだよな。あんな立派なおっぱいを持ってて男はないよな。うんうん。

「うー。じゃあ──リーマン・ブラザーズまさかの経けい営えい破は綻たん」

「ショックっっっっっ！　全世界レベルでショックだよ！」

　あまりの大きなショックに、俺はのけ反った。

「あんまり記き憶おく戻らねーなぁ」

「聞かれれば思い出す。といったぐらいでしょうか。まあ、進展はしていますが、まどろっこしいですね」

　まどろっこしいとか言われても、俺にはどうしようもねえよ。

　ポリポリと頭を搔かき、バツが悪い気持ちでいると──

「なんでみんな寝てばかりなんだ！」

　ハルナが突然、バンバンとガラスを叩たたき始めた。

「おい！　やめろ！」

　後ろから抱かかえるようにして、ハルナの奇き行こうを止める。

　ツキノワグマがこっちを向いたが、眠ねむいのかそのまま動きを止めていた。

　起きないで助かった。

「そういえば、ゴリラも鳥も元気なかったよなー」

　頰ほおを膨ふくらませるハルナの隣で、友紀も寂さびしそうにしていた。

「仕方がないでしょう。動物たちにもライフワークがありますし」

「そうだな。ピエロじゃないんだから、俺たちを楽しませようなんて思わない」

　セラさんはどうやら常識人のようだ。ハルナのだだっ子を窘たしなめてくれる。

「むー」と口をすぼめたあと、アホ毛がぴこんと直立する。

「そうだ！　大先生に頼たのもう！」

　大先生？

　何を考えているのか気になって仕方がないが、どこかで、そう、思い出していない記憶のどこかで、ハルナに期待している俺がいた。

　このそわそわとした中でのわくわく感はなんなんだろう。







　ざっと一時間ぐらいだろうか。ぐるりと見て回ったあと、入り口へと帰ってきたら、大先生とユーが手を振ふっていた。

『おかえりなさい』

　メモを見せるユー。何の感情もない表情だが──可愛かわいい。

「パンダはどうでした？」

　俺には一度も見せない優しい笑顔でセラが問いかける。ユーに聞いたのだろうが、大先生が答えた。

「んー、可愛かったとは思うんですけどぉ、ずっと眠っていてぇ、拍ひよう子し抜ぬけしちゃいましたねぇ」

「大先生！　あたしたちもそう思ってたんです！　だから──」

　ごにょごにょごにょごにょ。

　耳打ちする姿を見ていると、嫌な予感がさらに膨らんでいく。

　どこの引き出しを開けたのか、頭の中にいる俺が「早く止めろ」と叫さけんでいた。

　大先生は頷うなずいて、右手を天に掲かかげる。

　急げ。止めろ。早く。

　何度も何度も問いかけるが、その一方で、「面おも白しろそう」なんて思ってる俺もいる。

　俺の中で、党内不ふ一いつ致ちがあれば動けない。

　すると、ふわりとレース付きの可愛らしい白衣が広がり、大先生を中心として風が吹ふいた。

　みるみる内に──暗雲立ち込めーの、突とつ風ぷう吹き荒あれーの。

　手をこまねいて、それを見ている訳にはいかない。

　何かをしなければならないのに、それが何なのか思い出せない。

　くそったれ。

　やっぱり、いの一番に止めるべきだった。

　小さな声に惑まどわされず、大きな声に従うべきだった。

　気が付けば、俺は大先生に襲おそい掛かかっていた。

　まるでクマのように、両手を上げて向かっていたんだ。

　そして、何も考えず、大先生に手を伸のばす。強引なタックルだ。

「あらあらあら～」

　笑え顔がおを見せたまま、倒たおれそうになる大先生を、ぎゅっと抱だきしめる。

　細く、壊こわれてしまいそうな子供のような体。でもどこか柔らかく、心地ここちよい。ぐへへへ。

「んなっ！　何してんだこんの変態！　エローンが！　エローン人間がっ！」

　それってもしかしてクローンって言いたいのか？

　ハルナに蹴けり飛ばされて、大先生から手を離した俺に、電流走る。

　──ていうか、雷かみなりが落ちた。

　ぎゃああああああああああああああ。

　何事──っ！

「もう～、何をするんですかぁ？」

「こっちのセリフだ！」

「困りましたねぇ。魔ま法ほうが失敗しちゃいましたぁ」

「なんで邪じや魔ましたんだ！　このバユム！」

　げしげしと足あし蹴げにされながら、俺は返答できなかった。

　どうしても邪魔しなければならないような気がして、でもそれがどうしてか分からなくて。

「まあ、邪魔したい歩の気持ちもわからないでもありません」

　セラさん、素す敵てき。いい日、かに玉。

　空に渦うず巻まいていた黒い雲はどこかへ消え去り、風も止やんだので、俺は正しいことをしたのではないかと思っていた矢先だった。

「きゃーっ！」

　黄色い声が、動物園に響ひびき渡わたる。

　それは、一つではなかった。

　そこら中から女の子の悲鳴と思おぼしき声が次々と上がっている。

　何が起こったのか？

　顔を向けてみると、そこには、女の子を襲っているパンダの姿。

　ガラスはきっと強化ガラスだろう。それを突つき破り、女の子のスカートへ手を入れるパンダがそこにはいたのだ。

「一年で三日ほどしか発情期のないパンダが……何な故ぜ？」

　息を荒あらくさせて、涎よだれを垂らしながら、しきりに女の子のスカートを引っ張っている。

「どうやらぁ、施せ術じゆつ中に乱入したアユムさんのゾンビとしての怪かい力りきとぉ、潜せん在ざい意識の中にある本能が乗り移ってしまったようですねぇ」

　緊きん急きゆう事態にも拘かかわらず、のんびりとした声。

「きゃー」別のところから別の悲鳴。

　それは、友紀の声。

　ゴリラに後ろから抱きしめられ、わしゃわしゃとしきりに胸を揉もみしだかれている。

　てめえ。人の嫁よめになんて真ま似ねをっ！

　助けに行こうとしたら、友紀はどこから出したのか、クナイをゴリラの手に突き立てた。

「こらっ！　ダメなんだぞ！　もうっ！」

　怒おこるのに慣れてない様子で、ぐさぐさとクナイを突き刺さす友紀。

　するとどうだろう。

　ゴリラが急におとなしくなり、自分が壊したガラス檻おりに戻もどっていった。

　どうなってやがる。

「なるほど～、強い刺し激げきを与あたえればぁ、元に戻るようですねぇ」

「なんでこんなことに……」

「アユムさんの中にあるいつも発散できなかった欲よく望ぼうがぁ、動物たちをけしかけているんですよぉ。早く元に戻さないとぉ、アユムさんの記憶の断だん片ぺんが消えてしまいますぅ」

「あいつらと俺の記憶にどんな関係があるってんだ？」

「んー、ごちゃごちゃになっていた引き出しの一部がぁ、動物たちに奪うばわれたという考えでどうでしょう？」

「どうでしょうって……」

　面めん倒どうくさい。色々と面倒くさい。

「そうと決まれば、話は早いですね」

　セラは冷静に、真剣な顔でスタスタと歩き出す。

「おいおい、待てよ。一体どれだけの動物がこんな感じになっているのか……」

『手分けして　事に当たるべき』

　ユーは立ち止まったまま、メモを見せていた。

「確かに、それが最良ですね」

　セラも歩みを止め、ユーを見つめていた。どこか寂しそうな顔で。

「よし！　んじゃ、あたしは大先生と西側な！」

　こんな事態を待ってましたと言わんばかりのハルナは、意い気き揚よう々ようと大先生の手を引く。

「では、私は歩と東側へ参りましょう。ヘルサイズ殿どのとメイル・シュトロームはこの入り口付近をお願いします」

　セラの言葉を聞いたハルナが、「ほえ？」とアホ毛を『？』にする。

　ユーも無表情ながら、何かを考えている様子だった。

　そう、それはまるで、「セラの様子がおかしい」と言いたげな。

　俺もどこか違い和わ感かんを覚えていたが、それがどういうことなのかが分からなかった。記憶が戻れば、きっと分かるんだろうが。

『分かった』

　そんな俺の感じたことなんかただの杞き憂ゆうだったのか、ユーは表情を変えずにセラの案を了りよう承しようした。







　ゴリラやクマ、ライオンやゾウなんかがいる、園内で結構凶きよう悪あくなエリアにセラとやってきた俺は、セラに話しかける。

「なんだか、ユーとハルナの様子がおかしかったな」

「そうですか？　いつもあんな感じです。──全く、早く記憶を取り戻していただきたいものですね」

　いつもあんなもんだったのか。感じた違和感はなんだったんだろう。

　まあ、今はそんなことより、この事態を収束させることが第一だ。

　現場が見えてきた。

　そこには、ゴリラとゾウ。

　女の子のスカートの中へ鼻を突っ込む卑ひ猥わいなゾウと、胸をばいんばいんと揺ゆさぶるゴリラの姿があった。

　あんなの、人間がやったら罪深いぞー。動物が羨うらやましいもんだ。

「行きますよ」

「お、おう」

　セラが速度を上げる。まるで忍にん者じやのような身のこなしで、ゴリラの横っ面つらに蹴りをぶち込んでいた。

　か、カッコイイっ！　まるで映画のようなアクションに、俺は胸が躍おどった。

　よし、俺も。

　ゾウの横っ腹を思いっきり殴なぐりつける。

　だが、びくともしない。

　なんて硬かたさだ。まるでコンクリートを殴っているかのようだ。

　ゾウがぎろりとこちらを睨にらみ付けると、戦意なんて一気に失うせてしまった。

　怖こわいっ！　巨きよ大だいな動物ってだけで怖いっ！

「歩！　戦い方すら忘れてしまったのですか！　このウジ虫っ！」

　セラの罵ば倒とうが、どこか心地よかった。

　そうだ。思い出したぜ。

　俺は今まで、幾いく度どとなく死し闘とうを繰くり広げてきた。

　思い出すんだ。俺のスタンス。

　戦い方を──

　トーン、トーン、軽いステップを踏ふみつつ、鼻の頭を親指ではじく。

「ほわあっ！　あたっ！」

　蹴り。蹴り。

　……びくともしない。

　あっれー？

　こういうスタンスだったはずなんだけどなー。どうもしっくりこない。

「また気持ち悪い引き出しを開けてしまいましたね」

　どういうことだってばよ。

　スカートの中をまさぐっていたゾウの鼻が、思いっきり俺を横殴りにする。

　ぐへえ。

　なんて威い力りよくだ！　普ふ通つうのゾウさんはこれほどまでの力を持っていない。これが俺の潜在能力を得たゾウさんの力だとでもいうのか！

　そのとき、俺の体に何かが入ってくるような妙みような感覚に襲われた。

　なんだ、まるでパズルのピースがはまったような、そんな感覚。

　不思議な感覚に、俺は立ち止まってしまった。

　また、ゾウさんに殴り飛ばされる。

　これが原因？

　ポニーテールの美女へ目を向けてみると、クロサイの角つのをへし折る勢いで蹴りを繰り出していた。

　そしておとなしくなる、クロサイ。

　順調に動物を正気に戻しているようだ。そのクロサイから、何かが飛んでくる。

　それは、空気の塊かたまりのような、殺虫剤ざいを撒まいたときのような白い塊。

　そう、それは、動物たちをこんな奇き行こうに走らせている俺の潜在意識だった。

　ゾウの足が、俺を踏みつける。

　両手で支えるが、怪力を手に入れたゾウを押し返すのは無理だった。

　このまま死んでしまうのではないかと思ったそのとき──

　ふっと一つの空気の塊……潜在意識が俺の体に戻る。

　頭の中にある引き出しが、また一つ解放された気がした。

「……一二〇％」

　俺は立ち上がる。

　ゾウを片手で持ち上げて。

「一八〇％っ！」

　ごす。俺のパンチに、ゾウの巨体が宙を舞まう。

　本来持っていないはずの力。

　潜在意識。

　そうだ。それが、俺の戦い方だった。

　………………えー、なんだったかな。そうそう。人間は本来持っている力を三〇％ぐらいしか使えなくて、でも俺はゾンビだからうんたらかんたら。

　うっすらとだが、そんな感じのことを思い出した。

「歩！　思い出したのですかっ！」

　花が咲さいたような表情でセラが俺を見ている。

　動物を正気に戻せば、記き憶おくの断片が蘇よみがえることを言おうとしたら──

「セラ！　後ろだっ！」

　俺に気を取られていたセラに、コンドル先生が襲おそい掛かかっていた。

　セラがポニーテールを乱して振ふり向いたときには、すでにコンドルのくちばしがセラを捉とらえていた。

　いや、捉えていたのはセラの──ブラジャー。

　ぶちっと音がして、引きちぎられるブラ。

「くっ！」

　木の葉の手しゆ裏り剣けんで攻こう撃げきするが、コンドルは飛んでいく。

　奪われた！　セラの黒ブラがっ！

　なんて奴やつだ！　服を一いつ切さい傷つけず、ブラだけを的確に奪い去って行くとは！

　肩かた紐ひもをちぎったってのか？

　見事だ。見事な手て際ぎわだ。

　コンドル先生と呼ばせて頂こう。

　不覚を取ったことを悔くやしがっているのだろう。わなわなと拳こぶしを震ふるわせたあと、木の葉で出来た翼つばさを広げ、コンドル先生を追って飛び立つ。

　その姿は、忍者というより、吸きゆう血けつ鬼きだった。

　空中戦。凄すごい速度でブラを咥くわえたコンドル先生を追いかけるセラだったが、空の王者たるコンドル先生を捉えることはできない。

　二〇〇％……三〇〇％……

　力を脚あしに蓄たくわえ、俺は、大地を蹴けった。

　人間の限界を超こえた力で踏み出せば、大ジャンプも可能なんだ。

　突とつ然ぜん目の前に現れた俺に、コンドル先生もびっくりして、ほんの少しだけ速度を落とす。

　そのほんの少しが、命とりだ。

　すぐ後ろにいたセラが、コンドル先生を捕つかまえ──

　いや、まだコンドル先生の方が上うわ手てだ。急降下して逃にげた。

　やってくれやがるぜ。さすがコンドル先生だ。

　全力で逃げているようで、まだ余力があったなんてな。

　もふ。

　……ん？

　もふもふもふ。

　……気持ちええわあ。

「歩」

　もふもふ、もふもふ。

　この柔やわらかさ。なるほどこれはおっぱいだな。

　すっかり思い出したぜ。このおっぱいのなんとも言えない柔らかさ。

　プリンとか、マシュマロとか、いろいろな表現をされるが、そのどれでもない。

　おっぱいが唯ゆい一いつ無む二にであることを証明する、素す晴ばらしい感かん触しよく。

　哺ほ乳にゆう類るいである我々が、生まれて最初に望むモノ。

　そう、その感触を得たら、ぶん殴られることも、すでに思い出していた。

「……まあ、なんだ。事故ってことに出来ないだろうか？」

「出来ませんね」

「コンドル先生を捕まえる手伝いをしたかったわけで、別にぶつかった拍ひよう子しにおっぱいが顔に当たるのでなかろうか。なんて考えたことは一度もない。──なんてことがまかり通りますかね？」
















「まかり通りませんね」

「……そう、っすか」

「そうですね」

　離はなれるどころか、セラは俺の体をがっしりと抱だきしめた。そのまま逆さになり──あ、きっとこのまま頭から地面に落とされるんだ。なんて冷静に状じよう況きようを把は握あくしていたら、回転を始めちゃったから参ったものだ。

「これってあれっすかね？　超ちよう電磁スピン……いや、表おもて蓮れん華げかな」

「また、妙な引き出しを開けてますね──静電気ぐらい気持ち悪いです」

　超高速回転したまま、地面に後頭部を打ちつけられた。

　砂すな埃ぼこりが舞い上がり、俺は死んだ。

　さて、そんなアクシデントにもめげず、俺はセラと動物たちを正気に戻もどしていく。

　そうしている内に、次々と記憶が戻っていくような気がしていた。

　一回全部引き出しから出して、それを入れなおすことで、整理がついたのだろう。

　数居るゾウを倒たおし、ゴリラを倒し、ペンギンを倒した。

　さすがに、可愛かわいい動物を殴るのは気が引けたが、罪は罰ばつせられるべきなのだ。

「だいたい終わりましたね」

　気分壮そう快かいといった感じのセラが辺りを見み渡わたす。

　終わってみれば、一番暴れたのはゾウでもゴリラでもなくセラかもしれない。

「ああ、コンドル先生からブラは取り戻せなかったけどな」

「記憶の方はどうですか？」

　ブラをコンドル先生に奪うばわれてしまったので、ちょっとしたことでもゆっさゆっさと揺ゆれるおっぱいとポニーテールに、またペリカンのような口になりそうなぐらい鼻の下が伸のびてたが、ここは真しん剣けんな表情を保って答える。

「完全に思い出したよ」

「それは何よりです」

「君のパンツは、単色が多いってね」

　はい、どーん。

　アンディ・フグばりのかかとおとしをされた。言葉にしなかったが、倒れる俺を見るその目は、「気持ち悪い」と言っていたのは誰だれの目にも、火を見るよりも、明らかだった。

　セクハラはダメ、絶対！　冗じよう談だんにならない！

　ということは一番取り出しやすい引き出しの中へ入れておくこととしよう。







　夕焼けの空の下、帰りの電車の中で俺は、頭を抱かかえていた。

　だんだんと思い出してきた。

　そう思っていたが、肝かん心じんの魔ま装そう少女であるとか吸血忍にん者じやであるとか、そんな彼女たちのことが一切思い出せない。

　本当に、俺の知り合いなのか、それすらも。

「楽しかったですねぇ」

　にこにこと笑え顔がおを見せる大先生。彼女の本名さえ、それだけ思い出せば、ハルナたちも喜んでくれる。

　でも──出てこない。どの引き出しの中にも、入っていないんだ。

「本当に、俺の記憶は消えてないんですかね？」

　そんな疑いを持ってしまうのも、当然といえよう。

「魔装少女はぁ、魔装少女の記憶を消せません。アユムさんのようなぁ、臨時の魔装少女であっても、それは同じなんですよぉ」

　大先生はそう言いながら、隣となりで寝ね息いきを立てているハルナの頭を撫なでていた。

　ハルナと友紀は疲つかれてしまったのか、可愛く寄り添そって眠ねむっていた。

　似た者同士、気が合うのだろう。

　俺の右隣に座ったユーは、ずっと俺の顔を見上げていた。

　何か、言いたいのかな。

「さぁて、ちょっと歩いてきますねぇ。この乗り物、前々から興味があったんですよぉ」

　大先生は何を感じ取ったのか、別の車両に移った。

　本当に不思議な人だと思う。

「どうした？　ユー」

　俺はユーに顔を向けず、声を掛ける。

　くいっと袖そでを引っ張られると、メモを見せられた。

『別に』

　そうか。この子は喋しやべれないんだっけ。

　彼女と『話』をするため、改めて向き合う。

　澄すんだ青い瞳ひとみ。とても綺き麗れいだ。

「お前は、みんなほど俺の記憶に執しゆう着ちやくしていないよな」

『気にしない』

　無表情のままそんなことを言われたら、ちょっと悲しいね。

　てっきりこの子も、俺のために動いてくれると思っていたから。

『気にしているのは　セラ』

「セラ？」

『歩の記憶を　あれほど気に掛けるとは　思わなかった』

　そう言えばそうだ。

　ハルナは魔装少女がどうとかという理由で、友紀は嫁よめだからという理由で俺の記憶を取り戻したいってのはよくわかる。

　でも、セラは俺のことを嫌きらっているような節があるじゃないか。

　左横で目を瞑つぶってそんな会話を聞いていたセラに、俺は問いかける。

「なあ、お前はどうして──」

　こてん。

　セラの首が、俺の肩かたに倒れてきた。

　すー、すー。寝息が聞こえてくる。

　こいつも、ハルナたちと同じく、疲れて眠ってしまったようだ。

　Ｕ字にぱっくりと開いた服の隙すき間まから見える、その見事なまでのボインは、ブラの支し援えんを受けずとも張りがあって形も綺麗で、先せん端たんの桜色をした──

　こりゃ堪たまりませんなあ。

　コンドル先生、ありがとう。

　くいっくいっと袖を引かれたので、ユーに顔を戻す。

『セラはきっと　歩に忘れて欲しくなかっただけだと　そう思う』

　そんなユーの考察に、俺はなんだかセラが愛いとおしく思えてきて、ふっと笑ってしまった。

「だったら、何がなんでも思い出さないとな」

　そう決意したのだけれど──

　俺の記き憶おくが戻ることはなかった。
















　動物園で散々な目に遭あった結果、何の成果も得られないというこの上ない不運な結末を迎むかえた訳だが、まだハルナとセラは諦あきらめていなかった。

「記憶の連れん鎖さによって全すべてを思い出すという作戦は失敗に終わった！　だけどまだあたしたちに時間は残されているんだ！」

　ばん、と勢いよくちゃぶ台を叩たたき、熱弁を振るうハルナ。

「次の手を講じるにしても、方向性を決めないとな」

　対して、俺は完全に冷め切った目で返した。

　動物園での大おお騒さわぎを思い出せば、きっとこいつらの作戦はあんな結果を生むモノばかりだろう。

「はい、じゃあみんなで案出していって！」

　偉えらそうにふんぞり返るハルナ。

　そういうお前は案を出さんのかよ。

「やはり、ショック療りよう法ほうが良いかと思います！」

　率先して手を挙げたのは、セラだった。

　やはりもクソもねえわ！　いや、正しい治ち療りよう法だろうとは思うけど、ショックの大中小で言うと確実に大の奴やつだろ！

「採用っ！」

　採用されちゃった！

「また外出してみるとかはどうでしょう～？」

　大先生の提案。それは遠回しに遊びに行きたいと言ってるんじゃなかろうか。

「採用っ！」


『動物と戯たわむれたい』



　ユーの提案。動物園行ったところなのにまだ！　まあ、戯れてはいなかったかな？　むしろ、動物園に行ってしまったから戯れたくなったのかな？

「採用っ！」

「別に記き憶おく喪そう失しつになったわけじゃないんだが」

　そもそもの話を提案するため、控ひかえめながらもしっかりとした声で提案する。

「採用っ！」

　採用って返しはおかしいだろ！　Ｑに対してのＡがおかしいだろ！

　これがクイズだったらブーって鳴るだろっ！

　……とは言えなかった。何な故ぜなら──

「はい、という訳で、全ての意見を踏ふまえた上で、猫ねこカフェに行こうと思うんだっ！」

　ハルナがばんばんと机を叩いて提案を打ち切り、結論を出したからだ。

　猫カフェ……猫カフェ……ねえ。

「猫カフェって思い出の場所なの？」

　俺は全く記憶にない言葉に、ハルナへ投げかけてみた。

「知らないけど？」

「けどって」

　あっさりとした返しに、俺は啞あ然ぜんとした。

「あんたが別に記憶喪失になったわけじゃないって言ったんだろ！　だから、あえて思い出のないところへ行こうってわけ！」

「え～」

　まさか、俺のせいだったとは。あまり過激なことはしないでねという思いから出た「別に記憶喪失になったわけじゃない」発言だったが──

「要は刺し激げきだ！　刺激ある生活が、己おのれを変えるんだ！」

「どこの宗教の言葉だよ」

　猫カフェと刺激……引っ搔かかれる未来しか思いつかないな。

　猫好きだけど……行きたくねえわー。

　車に轢ひかれそうな猫がいたら一目散に助けに向かうけど……行きたくねえわー。


『猫　素す敵てき』



　まあ、この子が行きたいってんなら、やぶさかではないな。







　と言うわけでやって参りました。

　大人の猫カフェ。

『大人の』ってのが妖あやしい。怪あやしいより、妖しい。

　ハルナたちは一いつ緒しよに来てない。

　学校から帰ると、居間のちゃぶ台に地図だけが置いてあった。

　まあ、別にそこまで来たかった訳ではないのだが、仕方がない。

　えーっと、長い髪かみのナンバーワン！　業界素人しろうとの新人入りました。にゃんにゃんし放題。若い子だらけ。可愛かわいい子います。

　謳うたい文句がずらずらと並んでいるが、そのどれもが、風ふう俗ぞくのようだ。

　もしかして、大人の猫カフェってのは──一八歳未満禁止なのでは……

　えー、どーしよー。ボクまだ未成年だしー。

　いや、よくよく考えれば、猫カフェもキャバクラも変わらないか。接客するのが、猫か人間かってだけで。

　猫カフェは二階にあるそうで、急で狭せまい階段を上がっていく。

『ＯＰＥＮ』と書かれた札の戸を開き、「すいませーん」と声をかけながら中の様子を窺うかがった。

　初めて入る店ってのは、どうも緊きん張ちよう感かんがある。

　だが、そんな緊張感を吹ふき飛ばす店員がやってきた。

「あいあーい」

　と、やってきたのは一人の少女。

　アホ毛の、小さな、少女だったから。

「ハルナさん、何してはるんすか」

　俺は思わず、ナイナイの矢や部べみたいな口調になっていた。

　白と黒の、ギャルソンみたいな格好をしたハルナが、受付でふんぞり返っていたのだ。

　ドリフの『もしもこんな○○があったら』というコントを思い出した。

「はい、靴くつ脱ぬいでお上がり下さいねー」

「はあ」

　言われるがママに、靴箱に靴を入れ、スリッパに履はき替かえる。

「洋服を着ている子はまだ人に慣れてないんであんまり触さわらないでくださいねー」

「はあ」

　なんでよそよそしいんだろう。

　まるで、客が来ることを望んでいない定食屋のおばちゃんみたいな脱だつ力りよく感かんでハルナは淡たん々たんと説明してきた。

「あ、でも──」

　すっと距きよ離りを詰つめたハルナは下げ卑びた笑いでぽんと肩かたを叩く。

「その他は、おさわりオッケーですよ。お兄さん」

「はあ」

　何故、小声なんだろう。

「その前に手洗いお願いしますー」

　奥にあった洗面所で手洗いを入念にして、戻もどってくると明るい赤色の扉とびらの前でハルナが待っていた。

「はい、えー、この札を持てよな！　お帰りの際に精算となるからな！」

　突とつ然ぜんいつものテンションに戻られて、俺は「はあ」と返す。

　札にはバーコードと今の時間が書かれている。

　時間で料金が発生するんだろう。長くいればいるほど金が掛かかるシステム。

「エンジョ～イ」

　扉を開けてウインクを一つ。

　何故ちょっと海外の受付っぽくなったんだ？　まあいい。俺は興奮していた。

　大人の猫カフェ。

　その正体は、誰だれでも予想が出来る。

　きっと、セラやユーといった可か愛わい子ちゃん、通つう称しよう『子猫ちゃん』たちが「おかえりなさいませにゃー」とか言って出てくるのだろう。

　参ったなー。接待とか受け慣れてないからなー。どうおさわりしていいのかなー。

　どうせ、セラ辺りにずたずたに引き裂さかれるんだろうけどさ。

　とうとうその場所へ足を踏み入れる。

　ふかふかのカーペット。独特の野生の香かおり。壁かべ沿いにぐるっと囲むようにソファがあり、ぽつぽつと小さなテーブル。アスレチックな置物。本ほん棚だなにはずらりと漫まん画がが並ぶ。

　ある意味予想通り、そこに女子はいなかった。

　俺のピンク色の想像通りに事が進むなんて、あり得ないのは分かっていたのだが、こうも現実をたたき付けられると──切ない。

　そこら中に、猫がいた。

　猫が、いたのだが、違い和わ感かんがある。

　俺はそれほど猫の種類に詳くわしくはないのだが──

　ライオン、虎とら、ピューマは分かる。あ、あれはきっとヒョウだな。いや、ジャガーかな。

　猫カフェって……猫科カフェとは……別だと思う……

　がるるるるる。

　鎖くさりに繫つながれたライオンが、牙きばを剝むいていた。

　業界新人の髪の長いナンバーワンがいたーっ！

　完全に人に慣れてない奴だよ！　がっしゃんがっしゃん鎖が鳴ってるよ！

　俺を襲おそいたくて仕方がないっぽいよ！

　ライオンから一番遠い場所には虎がいる。

　真ん中にはピューマがいる。

　……抜ぬけ目のない布ふ陣じん、トライアングルオフェンスだ。

　確実に、俺を『やろう』としている。

　その気になれば、返り討うちにすることも出来るだろう。

　だが相手は猫科。

　数百万数千万という種族の中でも、トップクラスの強さを持った種族だ。

　あれ？　ナンバーワンってもしかしてそっち？

　人気ナンバーワンではなく、強さナンバーワン？

　普ふ通つうの猫もそこら中にいるのだが、なんだかみんな元気がない。

　きっと、威い嚇かくされているからだろう。

　とりあえず、座るか。

　寝ねているピューマを起こさないようにそっと部屋の真ん中辺りのソファに腰こしを下ろす。

　鎖に繫がれたライオンが襲いかかってくるが、ちょうど嚙かまれない距離だった。

　小さなテーブルと、店員を呼ぶ用のボタン。メニューは特に見当たらない。何をどう注文すればいいんだろうな。

　でも怖こわい。超ちよう怖い。

　寝ていたピューマが薄うすく目を開けて、じろりとこちらを見る。

　ちょっと、喉のどが渇かわいたな。

　緊張感が半はん端ぱない。

　ジャガーが舌なめずりして俺を見ている。

　どんどん、喉が渇いていく。

　すると──

　ででん！　といきなり音が鳴り響ひびいた。それは、テレビのクイズ番組とかでよく耳にする、アタック音だ。

　俺は思わずボタンに手を置いた。これは、本能と言えるかもしれない。

「問題。イスラム教徒が飲む悪あく魔まの飲み物をキリスト教徒の飲み物とするべく、教皇クレメンス８世が洗礼を施ほどこしたのは──」

　ぴーんぽーん。

　呼び出しボタンを押すと、すぐ近くにあった青い扉から、ポニーテールの少女がやってきた。

　あ、セラさんいたんですね。

　ハルナのときと同じ、ギャルソンのような格好をしているが、ハルナに比べるととても似合っている。やっぱり衣い装しようってスタイルによるなー。

　セラがメモとボールペンを持って静かに俺の口元に耳を寄せた。

　綺き麗れいなうなじ、耳の形。すぐ近くにある美女の顔にドギマギしながら──

「コーヒー」

　俺はドヤ顔で答えた。

「かしこまりました」

　深く一礼して、また青い扉の向こうへ。

　そして、すぐにまた青い扉が開き、セラがコーヒーカップを持ってきた。

　そういうシステム！　クイズに答えてオーダーするシステムなのかっ！

　ホットコーヒーにミルクと砂糖を入れ、ちょっとブレイク。

　うん。これ、インスタントだな。可もなく不可も深みもなし。

　そんな感想をセラに言おうとしたら──

　ででん。また、アタック音が鳴る。

「問題。日本で最初に作られたモノには牛肉でも豚ぶた肉にくでもなくカエルが使われていたという──」

　ぴーんぽーん。

　呼び出しボタンを押せば、セラがすっと口元に耳を寄せてくる。

「カレー？　かな」

　少し悩なやみながら答えた。少し、ボタンを押すのが早かったかもな。

「かしこまりました」

　すぐさま、カレーが運ばれてきた。

　よっしゃあ！　正解！　なんだかとっても嬉うれしい。

　明らかにレトルトなカレーだが、俺は満足していた。

　なるほど、こうして味にがっかりしたとしても、それなりの満足が手に入る喫きつ茶さ店てんなんだな。

　カレーの匂においに、むくっとピューマが起きる。

　あ……目が合ってしまった。

　そして──のそのそとこっちにやってきて──

　隣となりで、丸くなって寝てしまった。

　超ちよう怖こええよ。超怖～いよ～。むしろ嚙んでくれた方がいいよ～。

　真横に一七〇センチメートルはあろうかという猫ねこがいるんだから、そりゃあ怖い。

　撫なでてみたいが──動けない。

　カレーを食べる手すら止まってしまった頃ころ──

　ででん。

　俺の動きが止まったのをまるで待っていたかのような出題だった。

「問題。日本で初めてのレトルト食品として大おお塚つか食品が──」

　ぴーんぽーん。

　呼び出し音を押すと、セラがやってくる。

　すぐ側そばに来る前に、俺はびしっと指をさしてこう言い放った。

「ボンカレー」

「かしこまりました」

　出てきてすぐ引き下がったセラを見ながら、俺は思った。

　またカレーが来るんじゃないかと。

　その予想通り、二杯はい目のカレーを手に入れた俺は、急いで一杯目のカレーを食べきって空いた皿をセラに渡わたす。

　そうしないと、次のカレーが置けないからな。

「問題。六グラム以上に対して衣ころもは全体の重さの五〇％以下と定められている──」

　ぴーんぽーん。

　俺はぐっとガッツポーズを取った。この料理は是ぜ非ひ取っておきたいね。

　セラがこちらへやってくると、俺は囁ささやくように──

「エビフライ」

　よし！　カレー以外のモノが食べられそうだ。しかもエビフライ。嬉しいね～。

「──冷凍食品はエビフライ、ですが」

　無情なアナウンスに、俺は頭を抱かかえる。

　くそーっ！　出たよっ！　絶対来ると思ってたけど、ここで来たかーっ！

「海上自衛隊が金曜日に必ず食べるのは？」

　俺は目頭を押さえた。そうか。そういうことか。

　ぴーんぽーん。

「カレー」

「かしこまりました」

　三杯目のカレーに、俺は腹を押さえた。

　カレーしか、食べさせてくれないようだ。

　しかも、この三杯目のカレー。何故か卵焼きが乗っている。

　ビーフ、ポーク、チキン。

　古今様々なカレーがあるが、卵焼きカレーなんて初めて見た。

　これは、オムライスと呼ぶのだろうか？

　一口、食べて見ると──

　う、美う味まいっ！

　なんだこの美味さっ！　烏う骨こつ鶏けいがどうこうじゃない！　だし巻きの出だ汁しが違ちがうのか？　もうカレーなんてどうでもいいわ。この卵焼きだけで一週間は暮らせそうなレベル。

　ででん。とアタック音が鳴り、俺は急いでカレーを口の中へ搔かき込んで、ボタンに手を置く。

「問題。……そのカレーを作ったのは……誰だれでしょう？」

「………………」

　俺はすぐにボタンを押せなかった。悩みに悩んで──

　ぴーんぽーん。

　すたすたとセラがこっちへやってくる。

「セラさん？」

　こんなに美しい料理だから、作ったのは美しい女性だろうと答えたら──

「このクソ虫が」

　舌打ちされた！　名前を呼んだだけでもの凄すごい形相で睨にらまれてる！

　もしかして、外したのか？

　その舌打ちに反応したのか、合図だったのか。

　突とつ然ぜんチーターが俺に襲おそいかかってきた。

　首っ！　的確に首を嚙んできてるからっ！

　何これ！　間違えたら猫に嚙まれるシステムっ？

　正解してもどうせカレーだろ！

　これは、あれかな。

　答えは──沈ちん黙もくのパターンかな。

　ででん。

　間違えれば可愛かわいい猫ちゃんにがぶりといかれることが判明したのだから、ボタンに掛かける手も少し戸と惑まどいがある。

「問題。ロシア語で魚のタマゴの総そう称しようは──」

　正解はイクラだろう。ロシアの言葉だから、イクラは漢字で書かない。

　だが、絶対に正解じゃないはずだ。

「イクラ──ですが」

　ほらな。

　俺は余よ裕ゆうのスルーをしながら、満を持してボタンに手をやる。

　ですが──は二度やらない。それがクイズのルールなのだ。

「インドの言葉で煮に物ものを──」

　ぴーんぽーん。

「カレー」

　もう、インドの～の辺りで分かったわ。それしかないって。

「かしこまりました」

　何杯のカレーを食べれば終わるんだろうか？

　カレーなら何杯でも食べられると言う奴やつは山ほどいるが、実際挑ちよう戦せんした奴はそうそういないだろう。

　困こん惑わくして待っていると──

　それが運ばれてきた。

　………………カレー。

　………………カレー？

　目の前にあったのは、ライスと……ドブ？　か……沼ぬま？　のようなモノ。

　何カレーだこれ。

　俺の体が、記き憶おくが、これを拒きよ絶ぜつしている。

　初めて出会った驚きよう異い。

　それが、見たことが無いモノであっても、人はそれを拒絶する。

　エイリアンにでも遭そう遇ぐうした気分だ。

　食べてないのだから、味は分からない。

　にも拘かかわらず、俺は食べられるモノではないと一いつ瞬しゆんで感じ取った。

　これは……食べられない奴だ。

「はあい、新人入りまーす」

　今までアナウンスだけだったハルナが赤い扉とびらを開き、ユーと一いつ匹ぴきの猫が入ってくる。

　四メートルを超こえる巨きよ体たい。メスライオンの顔に、虎とらの体を持ったそれは──

『ライガー』だった。

　ライオンと虎のハーフで、掛け合わせたせいか、その二種類よりも強大な姿になってしまったという最強の猫。

　……次の問題は、間違える訳にはいかない。

　ユーを背中に乗せたライガーは、のっそのっそと俺のところまで来ると、香こう箱ばこ座ずわりのように座る。

　前足を折りたたむのは家猫にしか出来ないから、完全にではないが、とてもリラックスしてるようだった。

　さて、俺はこの沼のような物体を処理しよう。

　スプーンで一口すくってみると、意外にも、匂いはカレーだった。

　ただ沼の色をしたカレーなのかな？

　口に運ぶと──

　ぶーっ！

　俺はそのカレーを吹ふき出した。

　粘ねん土どだこれ！　きっと粘土だよこれ！　カレー味の粘土っ！

　味はカレーだった。けど粘土の味もした。

　吹き出したカレーは、虎さんとかピューマさんに掛かってしまった。

　虎は不ふ機き嫌げんそうに牙きばを剝むき出しにして、立ち上がると、俺を牽けん制せいするようにうろうろと歩き始める。

　合図があれば、いつでも飛びかかってやるぞと言いたげな感じ。

　横で寝ねているピューマさんも、ジト目で俺を見ている。

「ほんとすいません」

　思わず、俺は謝っていた。すると──

　ででん。

　お、問題だ。カレー、で終わるような答えの問題ならいいのだが──

「問題。そのカレーを作ったのは誰？」

　やっぱりこれ、カレーだったのか。一口も食ってないけど。

　これ間違えると、虎やピューマに嚙かまれるんだろ？

　肉どころか、パーツ持ってかれるな。

「……は、ハルナさん」

　この破は天てん荒こうなカレーは、ハルナが作ったとしか思えない。これは正解だろ！

　どきどき……どきどき……

　ばーん、と大きい音を立てて赤い扉が開くと、アホ毛のちっさな少女が中に入ってきて──すたすたすたすたすた……べっちーん。

　俺にビンタを食らわせると、また赤い扉から出て行った。

　直接殴なぐりに来やがった！

　だが、それ以上、猫ねこたちは何もしない。

　さっきまで苛いら立だっていたピューマはまた眠ねむっている。

　ウロウロしていた虎も、ユーのところでお腹なかを上にして気持ちよさそうだ。

　ユーはライガーの背中を撫なでていたが、代わる代わるやってくる猫のお腹を撫でていた。

　ちょっと、羨うらやましい。

　ででん。

　おっと、また問題だ。

「問題。山やま川かわ健けん次じ郎ろうが日本で初めて食べたと言われる──」

　ぴーんぽーん。

　あ、ユーに押された。これはもう簡単だな。

『焼きそば』

　なんだとっ！

　俺は驚おどろいた。完全にカレーライスだろ。焼きそばな訳がない。焼きそばを最初に食った人物なんて特定出来る訳がないだろ。

「かしこまりました」

　しかし運ばれてくる──焼きそば。

「ちょっと待ってくれ」

　俺は納なつ得とく出来ず、手を挙げて物言いを付けた。

「何か？」

　鬱うつ陶とうしそうにセラが答える。

「今、クイズに正解してないよな？　なのに、なんで焼きそばが食えるんだ？」

「……どうやら、あなたは一つ大きな勘かん違ちがいをしているようですね」

　やれやれとでも言いたげに、セラは首を横に振ふる。ふぁさふぁさと揺ゆれるポニーテールがほのかなシャンプーの匂においを振りまいた。

「勘違い？」

　セラはすっと指をスピーカーに向ける。

「あれはただの、ＢＧＭですよ」

「え？」

「ＢＧＭがたまたまクイズで、答えがたまたまカレーだったのかもしれません。が、それと注文は別物です」

「え！　そういうシステムじゃないのか？」

「うちのシステムは普ふ通つうの喫きつ茶さ店てんと同じですよ。そのボタンで店員を呼んで、オーダーする。私はオーダーされた料理を運んでくる」

　問題──なんて言っておいて、一いつ切さい関係ないってのか。

　ユーはただ、ボタンで店員を呼んで、焼きそばを注文したに過ぎない。

　俺も同じように、ただ、カレーを注文していたのか。

　だったら──カレー以外のモノ食べれば良かった。

「…………まんまと、騙だまされたよ」

「騙されたとは心外ですね」

「え？」

「あなたが勝手に物事を上辺だけで判断し、そして勝手に騙された。全すべてはあなたの浅はかさによる自業自得でしかないのです」

「そうだな。ぐうの音も出ないわ」

　料理を作ったのは誰だれだ？　その問いでも俺は勝手な思い込みで答えた。

　少し考えれば、思い出そうとすれば、答えを導き出すことが出来たかもしれない。

　だから、セラに舌打ちをされ、ハルナにビンタをされたんだ。

　ただクイズに不正解したからじゃない。

　勝手に、思い込みで決めつけたことが、腹立たしかったんだ。

「ここにいる猫たちと遊ぼうとしないのも、ただ見た目が猛もう獣じゆうであるという上辺だけの理由でしょう？」

　確かに、こいつらはただ寝ているだけだ。

　それを、ちょっと二メートル級の猫だからって、俺は触さわろうともしなかった。

　猫カフェだってのに。

　くそ。何も反論出来ない。

　いや待て。あるぞ。納得出来ないことが──

「そうだな。俺は触ろうとすらしなかった。全てお前の言うとおりだ。でもな──だったらどうして、エビフライは来なかったんだ？　俺はこのボタンを押して、エビフライと言ったはずだ」

　そうだ。カレーに飽あき飽きしていた頃ころ、俺は一度エビフライを注文してるはず。

「メニューにはエビフライはありませんので。無いモノをオーダーされても持ってこられる訳がありません」

　くっ！　そういうことか。それも踏ふまえた上で、計算されたＢＧＭだったんだな。

「なるほど。俺はただ、決めつけていただけなんだな」

　全て、俺の勝手な思い込み。

　一回がぶりといかれたけど。

　こいつらだって、ただ、じゃれていただけなのかも。

　牙が食い込んでたけど。

　でも、逆に考えれば、一度しか嚙まれてないじゃないか。

　相当な力だったけど。

　こいつらがその気になれば、俺なんてただの夕飯。

　猫にとっては、ただのおやつでしかない。

　あれ？　猫カフェってそういうこと？

　猫たちがお茶をするってこと？

　なんて、こういう風に、俺は誤解を重ねてきたんだ。

　そうじゃない。みずから確かく認にんもせず、決めつけてはいけないんだ。

　それが、差別ってもんだ。

　俺はユーが撫でていたライガーの背中をさする。

　ホッキョクグマよりデカイ体を優やさしくさすると──

　思いっきり引っかかれた。

　さらに、普通に嚙みつかれた。

　……どういうことだよ。

「あなたは今、私に言われたから、勝手に猫たちと戯たわむれることが出来ると決めつけましたね」

「ほんとすいません……でもどうすれば」

『一言断りを入れればいい』

　一言って──

「触ってもいいですか？」

　俺はユーの言葉通り、傷だらけのライオンに聞いてみる。

「がるるるるどうぞがるるるる」

「今どうぞって言ったよね！」

「はて、私には聞こえませんでしたが」

「ここに居る奴やつら──動物園にいたあの騒そう々ぞうしい魔ま法ほう生物だな？　ハルナの奴、捕ほ獲かくしてたのか」

「さあ、私はあなたと退治していたので分かりかねます」

「俺からの問題です。──お前ら、俺の記き憶おくを取り戻もどす方法、勝手に決めつけてないか？」

　セラは卓たく上じようのボタンを押す。と同時に、スピーカーからも同じ音が鳴り響ひびいた。

　ぴーんぽーん。その音だけで、言葉はいらなかった。
















　そして、大先生が帰るという最終日。

　もし、今日大先生の名前を思い出すことができなければ、ハルナがヴィリエという魔法の世界に帰ってしまうという大事な日。

　その日も俺は──

　思い出すことは、できなかったのだが……

　学校へ行って、何もないまま帰ってきて、ハルナというこぢんまりとした可愛かわいい少女に「お腹なか空すいたんだけど？」と睨にらみ付けられて夕食を作り、鎧よろい姿すがたの少女、ユーと、ポニーテールのお姉さん、セラ、おっとりツインテールの大先生を囲んでご飯を食べる。

　記憶こそ曖あい昧まいだが、こんな生活をずっと送っていたのだろうことは、簡単に理解できた。

　最終日も普ふ通つうに学校で授業を受け、帰ってきては着き替がえを済ませ、夕飯を作る前に、とりあえず居間へ集まっていた俺たち。

「一週間、楽しかったですぅ」

　にこにこと笑いながら、お茶を飲む大先生。ツインテールが可愛らしい。部屋の中でもレースの付いた白衣を着込んでいた。

「そういえば、学校でお別れの挨あい拶さつもなかったけど、本当に最終日なんですかね？」

「ふふ、すでにぃ、記憶操作は終わってますよぉ。ここ一週間、あの学校に私がいた形けい跡せきはぁ、微み塵じんもミジンコも残ってません」

　くすくす。くすくす。決して大きくは笑わないが、実に楽しそうではあった。

「俺もいっそ、記憶をなくしてしまいたいね」

　大先生に頭の中の引き出しをぐちゃぐちゃにされてしまった俺は今でも大先生の本名を思い出せないでいた。

　このままだと、ハルナが魔法の世界ヴィリエとやらに帰ってしまうらしい。

「ヒントはないのかよ」

「私は教えられませんよぉ」

　まあ、出題者だから当然か。

　ちらりと、ポニーテールのおっぱい──じゃないや、セラに目を向ける。

　背筋の伸のびた正座のまま、凜りんとした表情で前を見み据すえている。

「私は答えを知りませんので」

　ヒントの出しようがないってか。

　次に、鎧姿の少女、ユーに目を向ける。

　彼女は無口無表情のまま、メモにボールペンを滑らせる。

『私も知らない』

　知らないのか。それなら仕方がないな。無表情ながらも、目の中に申し訳なさが込こめられているような気がした。

　最後に、青いＴシャツに『赤レンジャー』と書いてある奇き妙みような服を着た茶ちや髪ぱつの少女ハルナ。──はまあ、当事者だしヒントなんて出せないだろうな。

「あたしもヒント出せない」

　ほらな。

「大先生は大先生で、本名なんて知らないもん」

　えー。そっちの理由でえー？

　話によればお前の担任教師だそうじゃないか。なのに、名前も知らないのか？

　まあ、確かに俺の引き出しにも、これまで出会ってきた教員でフルネームはない。

「ふふ、ハルナは相変わらずですねぇ」

　名前を忘れられても、別段怒おこる様子も見せず、くすくすと口に手を当てて笑う大先生。

　ハルナはむすっとした表情で、アホ毛をピコピコさせる。

「なあなあ、大先生。最後に、チャンスをくれませんか？」

　敬語なのかフランクなのか分かりにくい言葉で懇こん願がんした。

　ハルナも焦あせってるんだろう。

「チャンス、ですかぁ？　ハルナは自分の力でなんとかするんじゃ、なかったのですかねぇ」

　いつも元気で鬱うつ陶とうしさすら感じる生意気な貧ひん乳にゆう少女。

「あたし……帰りたくない。大先生だったら、きっと分かると思うんです！　あたしの気持ち」

「分かりませんねぇ」

「分かれよな！　あたしは、ここが……ここしかないんだ」

　粋いきがったのは一いつ瞬しゆんで、すぐにしゅんとしおらしくなる。

　そんなハルナの様子を見ていた大先生は、仕方がないと言いたげに首を振ふる。

「最後の最後ですよぉ？」

　大先生の譲じよう歩ほに、ハルナの顔がぱあっと明るくなる。

　まるで、花が咲さいたように。

「私も出来うる限りのことをしましょう。歩あゆむは気持ち悪いですが、今よりはマシです」

　キャミソールにデニムジーンズ姿の美女が凜とした表情で、決心したように強い声で言う。

「では、今からぁ、アユムさんの夢の中へ入って貰もらいますぅ。そこにいるアユムさんを全すべて消し去ればぁ、記き憶おくも戻もどりますし、魔ま装そう少女としても認めてあげますよぉ？」

　ぱん。と手を叩たたいて大先生が提案する。

　記憶が元通りになるんだったら、是ぜ非ひそれをして欲しいね。

「アユムの夢の中？　キモさの割合を聞いておきたいところなんだけど」

　ハルナさんはなんでちょっとやる気なくしてるのっ！

『興味深い』

　ずっとそっぽ向いて話を聞いていた鎧姿の少女が、メモを突つきつけていた。

　俺のことがどうというより、夢の中へ入ることが出来るってことに興味があるようだ。

「それではぁ、アユムさんを眠ねむらせて下さい」

　と、言われても、学校で寝ねてきたばかりだし、すぐには寝れないなー。なんて思っていたら──

「だあらっしゃああああっ！」

　ドム。ハルナが全力で鳩尾みぞおちにパンチ。

「グフっ！　何しやがる」

「ほえ？　こうやったら眠るんじゃないの？」

「都市伝説だよ！」

　ザクっ！　首の後ろを剣けんで切られた。見れば、いつの間にか黒くろ髪かみポニーテールの美女が木の葉を刃やいばに変えて背後に立っていた。

「ギャーンっ！　そこは手刀だろ！　思わず悲鳴がモビルスーツっぽくなっちまったじゃねえか！」

「眠りませんね。永久に」

「永久に眠ったら夢は見られないよ！」

「ちょっとトリクロロメタン取ってくる」

　最後の手段とばかりに、ハルナが居間を出て行く。

「クロロホルムの方がメジャーだよ！　ローズマリーをマンネンロウと呼ぶ感じ、わかりにくいからやめようよ！　ってそもそもちょっと取ってくるレベルの場所にクロロホルム置いてあんのかよ！　スパイ屋や敷しきかよっ！」

「動物園で、記憶を取り戻すべきではなかったようですね」

「そうだな。さっきから頭の中の引き出しが気持ち悪いにもほどがあるな」

　どうやって俺を眠らせようかと模も索さくしている二人を差し置いて、ユーが立ち上がり、俺のシャツをきゅっと摑つかんだ。

　どうやら、廊ろう下かへ出て欲しいようだ。

　玄げん関かんまで連れて行かれ、二人っきりの状態で、ユーは背伸びをする。それはまるで、キスをねだっている新にい妻づまのようだった。

　え？　いいの？　マジで？　ごちそうさまです！

　ええい！　キスしちゃおう！　と唇くちびるをたこのように突き出して、顔を近づけていく。

　すると──

「おやすみなさい」

　聞いたこともない綺き麗れいな声が聞こえ──

　そこから先は覚えていない。







「起きろよな！　夢の中で寝んな！」

　声が聞こえたと思ったら、頭をサッカーボールのように蹴けり上げられ、俺は目を覚ました。

　しかし、そこは玄関でもなければ居間でもない。

　そこに広がっていたのは、ピンク色の雲とピンク色の草原だった。

　ハルナ、セラ、ユーがただ立っているだけの、風が吹ふきすさぶだけの、草原。

　遠くに建物があるのが見える。それ以外には、特に何もなく、ピンク色の草原がずーっと広がっていた。

　どうやら、無事に夢の中へやってこれたようだ。

「あそこにアユムがいるんだな」

　赤レンジャーと書かれた青いＴシャツを着た、セミロングの茶髪少女、ハルナが遠くに見える建物を指さす。

　服装は変わらないが、世界だけが変わっていたのだ。

「ここにもいるけどな」

　てっきり、俺は迎むかえ入れる側だと思っていたが、どうも違ちがうみたいだな。

「あなたを消せばいいのですかね？」

　目が怖こわいっ！　ちょっと嬉うれしそうなのが怖いっ！

「たぶん、これは倒たおさなくていい奴やつ。この試練は授業であった気がするからな」

　なるほど、魔法の世界ヴィリエではよくあることなのかもな。

「あれは……お菓か子しの家ですかね？」

　外観の感じは、俺たちが住んでいる家に相そう違いなかった。

　しかしながら、この距きよ離りでもその素材が木やコンクリート的なものとは思えない。

「そんなメルヘンチックな可愛かわいらしい一面が、アユムにある訳ないだろ！」

　ずんずんと強くピンクの草原を踏ふみしめて、ハルナを先頭に家へと向かってみる。

　それはあたかも、サザエさんのエンディングのようだ。

「お菓子の家──ではありませんでしたね」

　家の前まで来ると、それがなんであるかがはっきりした。遠目だとわかりにくかったが、これは──

『おかずの家』

　そう、おかずの家だ。

「キモっ！　訂てい正せいする！　アユムらしい！」

　うっせーよ。まあ、ちょっと気持ち悪いけども。

　挽ひき肉にくで出来た──おそらくハンバーグであろう扉とびらを開け、中へ。

　歩き慣れていた廊下は、真っ白だった。そう、ご飯はん粒つぶがぎっしりだったのだ。

「うっわぁ……」

　キモいって言いたいんだろう、言葉に出来ない何かがそこにはあった。

　土足のまま中へと入っていくハルナ。当然俺も礼れい儀ぎを重んじるセラですらも土足のまま上がる。

「気持ち悪いですね」

　さすがに同感だ。ご飯粒を踏みながら歩きたくはない。

　足あし下もとがにちゃにちゃと、靴くつ底ぞこにガムでもくっついたような感覚。だが、足に米粒がくっつくという感じではない。ただにちゃにちゃするだけだ。

　とりあえず居間を目指すと、そこには、俺がいた。

　畳たたみの代わりに敷しき詰つめられたほうれん草のおひたし。

　壁かべは油あぶら揚あげ。パリパリに焼いた油揚げをおろしポン酢ずで食うのが美う味まいんだな。これが。

　まあ、そんな油揚げとほうれん草に囲まれた和風な居間の真ん中。

　巨きよ大だいな豚ぶたロースにぶっといゴボウが四本刺ささった奇妙なちゃぶ台のところに俺がいたのだ。

「よお、よく来たな。おかずの家へようこそ」

　近所のおっさんぐらい気さくに話しかけられて、俺は俺の隣となりに座る──なんて説明しづらい状じよう況きようなんだ！

　そこにいた俺は、ハルナに勝まさるとも劣おとらない妙みようなＴシャツを着ていた。

　ファーストステージ『暴食』。

　……どういう意味だろうか。まあ、暴食と呼ぼう。

「お前たちがここに来た理由はわかってる。さ、俺を満足させてくれ」

　言っている意味がイマイチわからないでいたが、よく見れば、豚ロース肉であろうしょうが焼きテーブルの上に、こんもりご飯。

「何をしろと、言いたいのですか？」

　セラはほうれん草の居間に足を踏み入れたくないのか、ご飯粒の廊下から動かずに侮ぶ蔑べつの視線を向けていた。そこに立ってるのも、結構気持ち悪いと思うけどね。

「簡単なことだ。このご飯を美お味いしく食べさせてくれれば、それでクリア」

　そう言って、食器も何もない状態になっているこんもりご飯に手をかざす。

「料理作れって言ってんの？」

　ハルナの言葉に、暴食はこくりと一つ頷うなずいた。

「困りましたね。てっきり、全員で袋ふくろ叩だたきにするのだとばかり思ってましたが、まさか満足させる方向性とは──」

　セラは眉み間けんにシワを寄せて、舌打ちを一つ。

　袋叩きにするつもりで人の夢に入らないで欲しいです。

『ルールはルール』

「つまり、このご飯に合うおかずを作れってことだな！　ハルナちゃんにうってつけ！」

　なるほど。そういうことか。ハルナの言葉に納なつ得とくした俺は、頷きながらキッチンへ指を向ける。

「とにかく、キッチンへ向かうか」

　俺たちはにちゃにちゃの廊下を歩いて、キッチンへと向かったのだが──

「くさっ！」

　ハルナが鼻を押さえた。

　そう、キッチンは全すべてキムチで出来ていたのだ。

『システムキムチン』

「ダジャレとはまた……歩らしい気持ち悪さですね。吐はき気けすら催もよおします」

　ハルナがやはりキムチで出来ている冷蔵庫を開ける。

「材料は……全然ない」

　鼻を摘つまんでいるために、声がどもっている。ま、ここまで大量のキムチはさすがにキツイ。

「こんなとこで料理したら、全部臭くさくなるじゃん！　よし！　ちょっと家ん中探して適当なおかずを見み繕つくろえよな！」

　ばん、と勢いよく冷蔵庫の戸を閉じて、ハルナがびしっと指をさす。

「それはさすがに不衛生過ぎないか？」

　俺はぐるりと辺りを見回しながら、溜ため息いきを吐つく。壁とか床ゆかになってる食材で料理なんか作っていいものだろうか。

「いいじゃん。あんたの夢の中なんだし」

「ゴミがゴミを食べても問題ないでしょう」

　ゴミじゃないよ！　おかずだよ！　ちゃんと見てよ！　キムチも美味しそうだよ！

『正解が　必ずある』

　ユーはいつも無表情なので何を考えているのかわからんが、『何かを考えてる』のは確かだった。

「なるほど。そうか──つまり、ハルナは俺が一番ご飯に合うと思っているおかずを、このおかずの家財からもってこいって思ってるんだな？」

「じゃないと、納得出来ないかんな」

「ならば簡単ではないですか。何が一番なのです？」

「それが思い出せないからここにいるんだけどね」

「相変わらずのお荷物っぷりを発揮してるな」

　やれやれとハルナが首を振ふる。

　とまあ、そんな訳で、とりあえずみんながそれぞれ思う『最高のおかず』を手分けして探すことになった。

　家の間取りは現実世界と同じのようだし、一階をユーが、ハルナとセラは自分の部屋を探す。

　当然俺も、自分の部屋だ。

　人の荷重に耐たえられそうには見えないメンマで出来た階段を恐おそる恐る上り、自分の部屋のハンバーグを開ける。

　じゃなかった、扉だ。紛まぎらわしいな、全く。

　おかずの家のあかずの扉って考えても紛らわしい。

　そこには、ふっかふかの巨きよ大だい湯ゆ豆どう腐ふに寝ねっ転がる──俺がいた。

　一階にいる奴だけじゃないんだ！

「あれ？　もうここまで来たのかー？」

　よっこらせっと。寝返りを打ってこちらへ体を向ける俺。

　そのＴシャツにはファイナルステージ『怠たい惰だ』の文字。

　えーっと……あれだ……




　色々すっ飛ばしてファイナルステージに来ちゃったみたい──っ！




　もしかして、こいつを満足させればそれで終わりなんじゃなかろうか？

「いや、その……今ファーストステージでおかずをですね。探していまして」

　なんで俺、俺に敬語なんだよ。ちょっと気が動転しちまった。

「ふーん、まあーどうでもいいよー」

　のんびりと間延びした声で受け答えした怠惰はそのままごろりと壁の方へ寝返りを打った。

　なんか手ごたえがないというか拍ひよう子し抜ぬけというか……

　まあ、いいや。何かしらのおかずを持って下へ戻もどろう。

　手に取ったのは、エビフライ。衣ころもがさくっさくの美味しそうなエビフライだった。

「邪じや魔ましたな。あとでまた来るわ」

　声を掛かけても何も反応しない怠惰。こいつを満足させるのは難しそうだな。

　なんて思いながら一階へ戻ると、ユーがトイレにいた。

「ユー、トイレに何かあったか？」

『特に何も』

　のぞき込んでみれば、便座部分が岩海の苔りで出来ているトイレがあった。

「これは……」

　さすがに、顔が引きつった。もしかしたらユーはトイレに行きたかったのかもしれない。だが、この岩海苔で出来た『便座ですよ』に腰こし掛かけるのは──

「トイレ、行きたかったのか？」

　聞いてみたら、小さく頷く。やっぱり、悩なやんでいたようだ。

　ん？　ユーの目線がやけに低いな。何か発見したのだろうか？

　それを問いただそうとしたら、二階からどたどたと足音を立ててハルナが降りてきた！　手に何かを持っている様子はない。

「謎なぞは全て解けた！　みんなを居間に集めろよな！」

　意い気き揚よう々ようと叫さけぶハルナに従い、セラと合流して居間へと向かう。

　ハルナは何な故ぜか居間をスルーして、キムチしかないキッチンへ。

「答えは、これだ──っ！」

　キムチをこんもり盛られたご飯の隣に置く。

　暴食を満足させる料理というのは──

「なるほど、豚キムチですか。確かに、歩がよく作る料理ですし」

　セラが感心したように頷いた。そう、ハルナはしょうが焼きテーブルとキムチを合がつ致ちさせることで、一つの料理としたのだ。

　誰だれもが感心した。

　ここはファーストステージ。つまり、元々から、この場所にあるモノが答え。セカンドステージやファイナルステージにあるモノがファーストステージの答えである訳がない。

　が、しかし──

「はずれだ」

　暴食は首を横に振った。

「んな！　そんな訳ないだろ！　ふざけんな！」

　ばん、とショウガ焼きで出来た美味しい匂においのテーブルを叩たたくハルナ。

　俺も、セラも、見事な正解だと思ったのだが──

「答えは本当にあるのでしょうか？」

　セラの意見も、もっともだ。

　これが不正解なら、もう答えなんかない。

　おもむろにユーがしょうが焼きテーブルの上にあるこんもりご飯へ手を伸のばした。

　そして──にぎにぎ。

「何してんの？」

「おにぎり……ですか」

　俺たちはなぜユーがそうしたのか分からないまま、ただ見ているだけだったのだが──

「ユー、ありがとう。正解だ」

　暴食はユーが握にぎったおにぎりを、とても満足そうに頰ほお張ばり、すーっと幽ゆう霊れいのように消えていった。

「納得出来ない！　あれが正解？　アユムキモイ」

　豚ぶた肉にくを引きちぎりながらハルナが声を荒あららげる。

「わかった。わかったよユー。そういうことか」

　俺は一つの答えに辿たどり着いた。

　俺の化身だからこそ、どうしてその答えが正解だったのか、少し考えれば分かることだったのだ。

「ほう。説明願えますか？」

「ハルナ、ここは何の家だと思う？」

「おかずの家」

「そして、暴食を満足させるためにおかずを用意しなければならなかった」

「そうですね。だからハルナが豚キムチという答えを出した」

「そう。──廊ろう下かは何で出来ていた？」

「はっ！　そうかっ！　つまり──ご飯はおかずっ！」

「ご飯を美お味いしく食べさせてほしいと暴食は言った。それはそのまま、このご飯を料理しろって意味だったんだよ」

「これで、一件落着──ということですか」

「いや、上に同じような奴やつがいた」

「あ、あたしも見た」

　じゃあ、ハルナの方が先だろうな。俺の見つけた奴はファイナルステージだったし。

「さっさと終わらせましょう。あまりここにいたくありませんし」

　セラとハルナに続いて、二階へと向かう。

「あんな言い方しなくてもいいのに」

　なんて呟つぶやいたら、俺の後ろにいたユーがくいっとシャツを引っ張った。


『セラはただ　早く記き憶おくを取り戻してほしいだけ』



　そんな可愛かわいい女かね？　セラが。

「君も、記憶を早く取り戻してほしい？」

『別に』

　ふむ。この子はあんまり俺を好きじゃないみたいだな。




　さて、ハルナの部屋へとやってきた俺たちの前には、セカンドステージ『傲ごう慢まん』というＴシャツを着た俺。

　傲慢──か。厄やつ介かいそうだな。

「あー、突つっ込みたいなー」

　下ネタか？　セラの睨にらむ目が怖こわい。

　何かを言うより早く──

「三番アイアンかっ！　って突っ込みたい」

　傲慢だーっ！　ボケより先行して突っ込みたいだと！

「つまり、どうしろと？」

　セラが困こん惑わくしていた。

『ボケろってこと』

　が、ユーはまた答えに辿り着いた。

「ボケろって言われても……」

　どうすればいいのか悩みつつ、ハルナが鶏とり肉にくを手にして傲慢へ投げつける。

　遠くを見通すように手を目の上へ。

「だいたい……二二〇ヤード！」

「三番アイアンかっ！」

　満足そうにビシッと手を出す傲慢。意外と簡単に終わったな。

　そう、誰もが思っていた。しかし──

「ボジョレーヌーボーかっ！　って突っ込みたい」

　第二ラウンドかよ！　みんなで真しん剣けんにボケを考える。

　やはりいち早く思いついたのは──ハルナ。

「葉っぱの人に二つ名を付けるなら──『蝶ちようのように舞まい、マセラシオン・カルボニック法のように発はつ酵こうする』だな」

「ボジョレーヌーボーか！」

　えー、ここからはダイジェストでお楽しみ下さい。




「ステーキの横にあるニンジンか！」

「親方！　空からアクシズかっ！」

「インスタントかっ！」

「誰がサザエの先っちょの部分やねん！」

「いつから墾こん田でん永えい年ねん私し財ざい法ほうになってん！」




　はい。ハルナの機転によって、なんとか傲慢からツッコミを引き出して満足させることが出来た俺たち。別に尺の都合ではありませんとだけ言っておこう。

「よし！　次はどこだ！　誰か他ほかにアユム見た？」

「私の部屋にはいませんでした」

「俺の部屋にファイナルステージってのがいたな」

「もう最後ですか。てっきり、七つの大罪を元にしているので、七人いると思ってました」


『お風ふ呂ろに　サードステージがいた』



　ユーが手を挙げる。

「やっぱり七人いるのかね。次の俺に聞いてみるか」

「アユムって面めん倒どうくさいな」

「うっせえよ」

「風呂場ですか……嫌いやな予感がしますね」

　セラはそう言っていたが、俺は別に不ふ穏おんな空気は感じていなかった。

　むしろこう……なんというか……まあ、いけばわかるか。

　豆とう腐ふで出来ている浴よく槽そうに、味み噌そ汁しるがいっぱい入っている気持ち悪いお風呂。

　そこに、びちゃびちゃのＴシャツを着た俺が浸つかっていた。

「ここまで来たか」

　そう言いながら立ち上がる。味噌汁を吸い込んでうっすら茶色に変色したＴシャツには、サードステージ『色しき欲よく』の文字。

　……なるほど、セラの勘かんは正しかったんだな。

　色欲ということは恐おそらく──

「さあ、俺を満足させてくれ」

　両手を広げて満面の笑えみを浮うかべる色欲。

「ぎゃああああああっ！　なんで下半身丸出しなんだ！　こんのエロスカリバーがっ！」

　ハルナが絶ぜつ叫きようしながら蹴けりを繰くり出そうとしたのを、ユーが止める。

『満足させられなくなる』

「ぐぬぬ……」

　シャツを脱ぬいだ色欲は、切り干し大根の椅い子すに腰掛けて、背中をこちらに向けている。

　どうやら、洗えということらしい。

「どう思いますか？」

「まあ、当然これは体を使って洗えってことだろうな」

「……気持ち悪いですね。では……」

　セラは人差し指を唇くちびるに乗せ、少し考えた後、率先してシャツをめくりあげる。

「は、葉っぱの人！」

　ハルナが驚おどろくのも無理はない。セラがエロいのは体つきであって、頭の中ではない。

「そこに湯葉があるから、それに着き替がえな」

　色欲に言われるがまま、セラはハルナを連れて脱だつ衣い所へ向かう。

　そして、なにやら相談をしたあと──

　バスタオルのような巨きよ大だいな湯葉を体に当てた、裸はだかのセラが入ってきた。

　もう一度言う。

　バスタオルのような巨大な湯葉を体に『当てた』、『裸』のセラが入ってきた。

　巻くのではなく、あてがっただけ。

　なんという！　なんというエロさなのだ！

　堪たまんねえ～。と思っていたのは色欲も同じのようだった。

　鼻の下、伸びてるぞ、俺。

「あまり、こちらを見ないで下さい」

　ぽっと頰ほおを染めて、照れ笑いを見せるセラ。

　あれ？　何この可愛い女の子。

　天使や！　ここに天使がおるで！

　セラは片手で湯葉を押さえながら、Ｔシャツを色欲に渡わたす。

「ん？　何？」

「こっち見んなってこと！　そんくらい……わかれよな」

　同じく湯葉を押さえただけのハルナが、目を合わせることなく呟いた。

　あらあらいいですねー。

　にやにや顔をしていた色欲の顔をシャツで隠かくしたセラの可愛らしい照れ笑いの表情が、すーっと急激に冷めていく。そして、憤ふん怒ぬさえも感じさせる表情を見せていた。

　何その豹ひよう変へんっぷり。阿あ修しゆ羅らかお前は。

　俺の顔を見ると、くいっとアゴで指示を出す。

　その目は「さあ、早くあなたが洗ってあげればいかがです？」と語っている。

　鬼おにや！　ここに鬼がおるで！

　意図を理解した俺はその場で服を脱いでユーに渡し、泡あわをたっぷり体に塗ぬりたくって、色欲の背中に胸を押しつけた。

　何が悲しくて、自分にこんなサービスをせにゃならんのか。

「ほほう。この胸はハルナだな。全く、相変わらずのまな板だな」

「はあっ？　この『約束された将来のＦカップ』をバカにすんなよな！」

「あれ？　ちょっと声遠くない？」

「風呂場で反はん響きようしているだけですよ」

　ぬりぬり。ぬりぬり。

「セラはいつ洗ってくれるんだ？」

　色欲の野や郎ろう、お前はどこまで貪どん欲よくな精神なんだ。

　ぐっじょぶ！

　セラは仕方がないといった感じで、色欲の足を手に取る。

　そして、その豊満な胸の谷間に、挟はさみ込んだ。

「うおほう～」

　歓かん喜きの声を上げる色欲。

　手ではなく足にすることで、一応の面目を保っているつもりなのだろう。「これは夢……これは夢……」と自分に言い聞かせるように小さく呟きながら、ずっと俺を睨み付けていた。ずーっと睨み付けていた。

　セラが足をおっぱいに挟んで洗ってくれたのは、ほんの数秒だけで、あとは俺が一人で色欲の体を洗っていた。

「へっへっへ。乳首が立ってやがる。背中に感じるぜぇ～」

　あ、それ俺です。

　イヤらしい言葉も、向けられている相手が自分だと知れば、ショックで死んでしまうのではないだろうか。ゾンビだからもう死んでるけども。

　セラが味噌汁で泡を洗い流す。……これって、綺き麗れいになってるんだろうか。

「これで、どうですか？」

「ああ、満足した」

　満足しちゃったのーっ！　ほとんど俺で満足しちゃったのーっ！

『あと　何人？』

　ユーのメモに、色欲はにっこりと微笑ほほえんだ。

「次が最後だ。頑がん張ばれよ」

　ｂ……と、親指を立てて、ウインクまで見せた色欲は、そのまますーっと幽ゆう霊れいのように消えていく。

　そして俺の心の中に、言い知れぬ愛いとしさと切なさと心細さが充みち満ちていった。

　だましてごめんね。色欲。

「あと一人──ですか」

「もうさっさと終わらせたい」

　湯葉に包まれた二人が着替えに戻もどる。


『ここまで献けん身しん的なセラは初めて見た』



「……あれでえ？」

　ユーはこくりと頷うなずく。ほとんど俺が献身的に奉ほう仕しした気がするが──

　だが、この足の裏に残る幸せな気持ちが、セラの心を表しているような気がした。







　色欲が言うには、次で最後だそうなんで、俺は自分の部屋にいるファイナルステージ『怠たい惰だ』の所へとやってきた。

　相変わらず、湯ゆ豆どう腐ふの布ふ団とんに寝ねそべっている怠惰に、セラが開口一番聞く。

「さあ、何をすれば良いのですか？」

　それはとても怠惰な声だった。セラがここまでだらけた声を出したのは、さっきの色欲の件が尾おを引いているせいだろう。

「んー？　別に何でもいいよー」

　おおっと。それは困ったな。

　今までは勝利条件が提示されていた。

　でも、何でもいいなんて言われれば、逆にどうすればいいのか対処に困る。

　遊びにいって「今日何食べる？」って聞いたら「何でもいい」と答えられた時と同じだ。

　この時一番厄やつ介かいなのは──

「じゃあ、何か食べるか？」

「いや、そんな気分じゃないなー」

「何かしたいことはないのですか？」

「別に何にもないなー」

『いやらしいこと　するの？』

「どうでもいい」

　そう、「何でもいい」と言いながら、何もする気がない。これではお手上げだ。

「確かく認にんなんですが、あなたを満足させれば、歩の記き憶おくが戻るのですね？」

「そうじゃないかなー。まあ、どうでもいいけど」

　条件は変わらないか。ハルナもユーもセラも、みんな口を閉とざして寝転ぶ怠惰を見下ろしていた。

「とりあえず、色々試ためしてみましょうか」

「そだな。最初の奴やつみたいに、どっかにヒントがあるかも！　かもかも！」

　三人娘むすめは怠惰を満足させるための物を探しに、部屋を出て行った。

　だけど俺は……

　その場に座り込んだ。海の苔りで出来たパリパリのカーペットが破れそうで破れない。

「なあ」と声を掛かける。

「あー？」

　怠惰は顔を見せることなく、欠伸あくび混じりに答えた。話なんか聞く気がない。

　でも、俺は気にせず続ける。

「お前はさ、このままで本当にいいと思ってるのか？」

「いいんじゃないのー？」

「本当に、あいつらのことも、どうでもいいのか？」

「いいんじゃないのー？」




「俺はイヤだ！」




　ぴくり。と、怠惰が反応する。そして、こちらへ顔を向けた。

「あいつらがいなかったら、騒そう動どうに巻き込まれることもなかったじゃねえか。俺は、こうやってのんびり寝て一生を終えたいんだよ。──お前もそうじゃないのか？」

「ああ、そうだったさ。今でも、のんびり過ごせるならそれに越こしたことはない。そう思ってるさ」

「俺を満足させる方法は簡単さ。否定すればいい」

「俺には、あいつらを、あいつらといる生活を、否定出来ない」

「一人でのんびり寝て過ごせるのが俺の望み「違ちがうっ！」」

「ん？」

「のんびり寝て過ごしたいさ。でもな、そこにあいつらがいないのは、考えられない。そうじゃないのか？」

「どうだろうねー。いなくてもいいんじゃないかなー」

　だめか。わかってくれない。

　俺なのに。

「アユムアユムアユムーっ！」

　そこへハルナがやってきた。その手には、エビフライ。

「何？」

「エビ大好きだったろ！　これやるから消えろっ！」

　笑顔ですごいひどいことを言ってる気がする。

「いらねえ」

　しっしっ。と、犬を追い払はらうように手を振ふる怠惰。

「なんだよなんだよ！　アユムのバカっ！　ゴミ！　ゲス野郎！」

　次のおかずを探すため、ハルナは罵ば声せいを浴びせながら飛ぶように去って行った。ちょっと言い過ぎな気がする。

　続いて、体に湯葉を巻いたセラがやってきて──

「私が添そい寝しましょう。それで、なんとかなりませんか？」

「いいよいいよ。一人で」

　えー。願ってもないことじゃなーい。断るなよそこは！　俺としてさ！

「このクソ虫けら……別の手を使いますか」

　一大決心をしたのにスルーされたことにむっとしたセラは、湯葉を体に巻いたまま部屋を出て行った。

　ユーは現れる気配を見せず、代わる代わるハルナとセラが来るのだが、怠惰はびくともしない。

　どうすりゃいいんだよ。

　どうすれば、俺は今を維い持じすることが出来るんだ。

「お困りのようですねぇ」

　のんびりとした、色っぽいロリ声が背後から聞こえ、俺は目を丸くさせて振り向いた。

「大先生……どうしてここに」

　くすくすと笑顔を見せる大先生が、そこにいたのだ。てっきり、夢の中へ入ってこないと思っていたが。

「いつまで経たっても終わらないようなのでぇ」

「つまり、タイムオーバーですか？」

　どきどきしていた。

　彼女がここに来たってことは、終しゆう了りようを意味するんじゃないだろうか。

　これで、ハルナたちと別れなくてはいけないかも知れないことに。

「そうですねぇ。このままだとぉ、ハルナをヴィリエに送そう還かんしなくてはいけません」

「そんな……」

　俺は怠惰を睨にらみ付ける。こいつのせいで。

「どうでもいいよ」

　この期ごに及およんでも、怠惰はその言葉を発する。

　ぶん殴なぐりたくなってきた。

「アユムさん。心配しなくてもぉ、ヒントを差し上げに来たんですぅ」

「本当ですか！」

「ふふ。ヒントはぁ、勝利条件ですよぉ」

「それが分からないから困ってるんですけど」

「今までの『大罪』はぁ、どうすればいいと言ってましたかぁ？」

「俺を満足させてくれ」

「でも、彼はぁ？」

「特に何も……だから、その手段を探してて」

「ふふ、わかりませんかぁ？　彼の望みはぁ、言ってませんでしたかぁ？　いつもの妙みように鋭するどいアユムさんならぁ、分かる気がしますが」

　……考えても考えても、答えは出てこない。

　それは、焦あせりのせいだったのかも知れない。

　そんな俺をくすくすと笑いながら見ていた大先生は──

「ズルをしちゃいましょうか」

　イタズラっぽく笑う大先生。小さく呟つぶやいた言葉は俺の耳には届いていなかった。

「え？　今なんて──」

　聞き返すと、またくすくすと楽しげに笑い、寝ている怠惰のところへ。

「アユムさんの気持ちはぁ、だいたいわかりました。それはある意味、もう正解なんですよぉ。だから、今回は──」

　なんて言いながら、大先生は怠惰の顔面に、拳こぶしを振り下ろした。

「ミッションクリアということでぇ～」

　すっきりした表情で、おかずの家の壁かべと共に吹ふっ飛んでいった怠惰を眺ながめる大先生。

　俺はそれをただ、啞あ然ぜんと見つめていた。







　目が覚めると、そこは居間だった。ほうれん草のおひたしで出来ていない畳たたみ。

　豚ぶたロースのしょうが焼きで出来ていないちゃぶ台。

　そこは、正しく現実だった。

　隣となりで眠ねむる、ハルナ。ちゃぶ台を挟はさんで向こうにも、悩なやましげに眠っているセラの姿。

　セラが寝ている所はエロいな。ああ、そうさ。『いつも』エロい。

　トントン。二回ちゃぶ台をボールペンが叩たたく。

『おかえりなさい』

　ユーは二人とは違い、ずっと起きているようだった。何も感じさせないいつもの無表情で、俺をじっと見つめている。

　どこか安心しきっているようにも見えた。

　起きている人物はもう一人。

「さあ、ハルナが起きる前に、ヴィリエに帰りますかねぇ」

「ありがとうございます。──アリエル先生」

　大先生の本名を思い出した──いや、全すべてを思い出した俺は、大先生に頭を下げた。

「いえいえ～」

「そうか、あいつは殴り倒たおすのが正解だったんだ。怠たい惰だが望んでいたのは『否定』、ハルナやセラを否定するように、今までの自分を否定すること、そうですね？」

　大先生はこくりと強く頷うなずいた。そして、子供を黙だまらせるように、口元に人差し指を立てて、『しー』と仕草をする。

「ズルしたことはハルナには内ない緒しよですよぉ。この試験はぁ、いずれハルナにも受けて貰もらうんですからぁ」

　そう言って、大先生は立ち上がり、居間から出て行く。

　そのまま、ヴィリエへ帰ってしまうつもりなのだろう。

　そんな白衣の後ろ姿に、俺は声を掛けた。

「どうして、助けてくれたんです？」

　大先生はぴたりと動きを止める。

「だって──」振り向いてから、照れくさそうにくすっと一つ笑った。




「楽しかったですからぁ」




　その笑え顔がおは、とても可愛かわいい少女のそれだった。

「学校生活を送ったりぃ、カーレースをしたりぃ、動物園にいったりぃ。みんな楽しかったですよぉ。それは、ヴィリエでは味わえないことですぅ。……そう、アユムさんがいたから、楽しかったと思えたんだと思うんですよぉ」

「まあ、はた迷めい惑わくで面めん倒どうくさい出来事ばかりだったけど……俺も楽しかったですよ。あなたと一いつ緒しよで。──でも、いいんですかね？　俺は魔ま装そう少女として失格なんでしょう？」

「ええ、そうですねぇ。私は教師として、ヴィリエの人間として、アユムさんを不適格者と認にん定ていしましたしぃ、そう報告するつもりでしたぁ」

「だったら、やっぱりこう思います。……どうして？」

「さあて、どうでしょうねぇ。私も、ハルナと一緒で、アユムさんの不思議な魔法にかかってしまったのかも──知れないですねぇ」

　くすくすと笑い、そのまま廊ろう下かを歩いて行った。

　楽しかったから。そんな理由だけで、俺を助けてくれた。

　大先生はたまに、訳の分からない行動を取るな。まあ、今回はそれに助けられた訳だが。

　ユーは湯飲みを傾かたむけ、ずずっとお茶を飲んでいた。

「すまなかったな。ユー。心配を掛かけて」

『別に』

「あれ？　心配してなかったの？」

　こくり。小さく、アゴを引く程度の頷き。

「そっか。なんか、それはそれで寂さびしいな。セラやハルナは頑がん張ばってたみたいだけど、ユーは俺の記き憶おくが戻もどらなくても気にならなかったのか？」

　こくり。また、小さな頷き。ちょっとショックを受けていたら、トントンと二回机が叩かれた。


『たとえ　私が記憶を全て失って　歩が記憶を全て失って　一からやり直すことになっても　私はきっと　歩の側そばにいるから』



　ユー。きっと俺が今ここでこうしているのは、運命という名のアホがとりついているから──なのかね。

　むくっ。アホ毛を直立させて、目が半開きのハルナが体を起こした。それはまるで、倒れることのないダルマのように、ふらふらとしている。

「ほえ？　ここって夢？」

　きょろきょろと辺りを見回しているハルナの頰ほおをきゅっとつかむ。

「いたたたた……こ、こらバユム！　何すんだ！」

「痛いなら、夢じゃねえってことだよ」

「あれ？　大先生は？」

「ヴィリエに帰ったよ」

「ほえ？　え──っと、じゃあ」

「ああ、俺は記憶を完全に取り戻したし、ハルナはここにいてもいいんだ」

「あ、アユムのボケ頭！　あたしがアユムと一緒にいたいみたいな感じに言うなよな！　勘かん違ちがいすんな！」

「はいはい。なあ、ハルナ。飯作ってくれないか？」

「はあ？　夕飯はアユム担当だろ？　まあでも──しゃーなしだな」

「なんなら、おにぎりでも構わないさ」

　ハルナはべーっと舌を出して立ち上がり、キッチンへと向かう。

　セラが目を覚ましたのは、それから五分後だった。

　がばっと体を起こし、首を一度、二度、俊しゆん敏びんに回して辺りを見回す。

「──ハルナは？」

　俺を睨み付ける目。軽けい蔑べつしているその目は、ハルナがヴィリエに帰ってしまったと勘違いしているように見受けられた。

「キッチンだ。飯を作って貰ってる。心配するな。これからも一緒に暮らせるさ。だからそんな目をするな。心配だったのは分かるが──」

「いえ、私があなたを侮ぶ蔑べつしているのは、鼻の下が伸のびているからです。気持ち悪い」

　言われて、俺は口元を押さえた。

　いや、まあ確かにずっと見てたけども。その悩ましげなボディをずっと見ていたけども！

「本当に気持ち悪い人ですね。目にコルクを詰つめてやりたい気分です」

「なんでやねん！　俺はボジョレーヌーボーか！」

「アユムってトカゲ食べれたっけ？」

　キッチンからひょっこり顔を出したハルナ。

　ずっと睨にらみ付けるセラ。

　矢や継つぎ早に繰くり出されるボケの嵐あらし。

　溜ため息いきが出てしまう。

「いつも通りになれるのはいいけど、面倒くさいのは変わらないな」

『だけど　それがいい』

　色々と言いたいことはあったけど、俺はユーのメモを見てこう思ってしまった。

　そうだな──と。







　あとがき




　お世話になっておりますー。木き村むらですー。

　えー、まさかの一九巻です。私自身、一七で終わりだと思ってたぐらいですから、これを今読んでいる方はさぞかし「またかよ」とお思いでしょう。

　私もです。




　と言っても、内容は知っている人は知っている内容になっています。

　これは、アニメ特典用に書き下ろした短編たちで、三巻と四巻の間になっています。

　サラスがまだツンツンしていた頃ころ。

　まだ大先生が謎なぞの存在だった頃。

　それはある意味、『初心』の頃の物語。

　あれ？　この話アニメで見たぞと言う方もいらっしゃるでしょう。

　そうです。アニメ特典に書いた話をアニメでやってるんです。

　そのぐらい、分かりやすくて楽しいエピソードがいくつか入っています。

　六つぐらいだったかな？　そのうち三つがアニメ化。

　本編がいかにつまらないかが分かりますね。







　さて、そんなことよりちょっと聞いてくれますー？

　こないだ、いつものようにインターネットを繫つないでユーチューブとか見ながら仕事をしていたんですけど、急にネットが繫がらなくなったんです。

　私はもうそれはそれはイライラしました。

　よくあるんです。何度も何度もあって、その都つ度どカスタマーセンターに電話して、遠えん隔かく操作とかして貰もらって色々弄いじるんだけど、結局原因不明みたいな接続トラブル。

　最後に繫がらなくなったのはほんの一ヶ月前。

　その経験から、とりあえずモデムを電源から抜ぬいて放熱。でも繫がらない。

　新しい接続を試しても繫がらない。別の部屋からやってみても繫がらない。

　再起動しても繫がらない。

　ファイアーウォールの類たぐいを全部無効化しても繫がらない。

　もうこうなったら電話しかないと、私はカスタマーセンターへ電話を掛かけます。

　当然、オペレーターに繫ぐことが出来るまで待ちます。

　この間がさらにイライラを促そく進しんさせますよね。

　一〇分ほど待たされて、やっと電話がオペレーターに繫がります。

「インターネットが繫がらないんですけど」

「誠に申し訳ございません」

「もう何度も何っ度も起こってるんですよこの現象」

「はあ。ええ」

「原因が分かれば改善のしようもあるんですがね。いっつも何でか分からないとか言われるんですよ」

「なるほど……モデムの電源を「やりました」」

「そうですか……では再起動「やりました」」

「そうですか……」

「ほんとこれなんなんすか！　一ヶ月に一回は接続出来ない状態になりますよ！　そんで、遠隔操作の奴やつやって貰っていいですか？　もうこっちの手には負えない感じなんで」

「かしこまりました。お客様番号は分かりますでしょうか？」

　私は電話する前からすでに用意していた番号を伝え、データを照合するまでの間もイライラをぶつけました。

「こんなん続くようでしたら、プロバイダー変えさせて頂きますからね！　考えられないすわ！　この情報社会でネットが繫がらないなんて！　仕事になりませんわ！」

「木村様」

「はいっ」

「……木村様……どうやら……料金をお支し払はらい頂いてないようですが」

「…………マジすか」

「はい」

「…………すいません」

「それでは、ハガキをお送り致いたしましょうか？」

「……多分大だい丈じよう夫ぶです……今後ともよろしくお願いします」

　………………恥はずぅ～～いっ！

　郵便ポストがチラシで一いつ杯ぱいになってて、利用停止と請せい求きゆうのハガキを見落としてたんですねー。クレーム、カッコワルイ。







　それでは謝辞を。

　ありがとうとかさよならとか言いながらまたこうしてお会いしていると、電話を切りたいのに話し始めるから切るに切れないようなモヤモヤがあると思います。

　多分、さすがにこれ以上はないと思いますので、今度こそ皆みな様さまへこの言葉を──




　今まで付き合って下さいまして、誠にありがとう御ご座ざいます。




　私は常々、小説ってのは三巻、長くても六巻で終わるべきだと思っています。

　中高生を対象にしてるのに、彼らが中高生じゃなくなるまでやるなんておかしいと。

　この作品も、元々は三巻構成で、目標は六巻でした。

　でも──今ではやって良かったなと思っています。

　最後の謝辞は、私から『これはゾンビですか？』へ。

　良い青春をありがとう。

















初出





第一話　って俺のＴシャツっ！　なんで勝手に売ってんだよ！





アニメ「これはゾンビですか？」第１巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「はい、天使売ってます」を改題）



第二話　ハレンチ・スライムってなんすか？





アニメ「これはゾンビですか？」第２巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「はい、スライム作ってます」を改題）



第三話　裸になってでも手に入れたいモノなんだよ！





アニメ「これはゾンビですか？」第３巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「はい、女装します」を改題）



第四話　ブーストっ！　いっけええええええええっ！





アニメ「これはゾンビですか？」第４巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「はい、クイーンがレースです」を改題）



第五話　ああ、コンドル先生からブラは取り戻せなかったけどな





アニメ「これはゾンビですか？」第５巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「そう、私の頭の中の引き出し」を改題）



第六話　カレー





書き下ろし



第七話　すまなかったな。ユー。心配を掛けて





アニメ「これはゾンビですか？」第６巻ＤＶＤ＆ブルーレイ豪華版特典（「はい、おかずの家へ！」を改題）



※第一話～第五話、第七話　収録された原稿を加筆修正して収録
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はい、お前まえじゃねぇよ！








木き村むら心しん一いち
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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